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協会誌『大地』発行・編集

　昨年の3月11日午後2時46分、大きな地鳴りとともに東北地方
太平洋沖地震（M9.0）が発生しました。地震からまもなく1年を
迎えようとしているなか、被災された地域の方々の復興に向けた
力強い歩みに対し心より応援のエールを送りたいと思います。
　さて、今号「大地52号」は大震災特集号と位置づけ編集させて
いただきました。表紙には大津波に負けず凛とした姿をみせてい
る大船渡市末崎町の「穴通磯」を飾り、早坂理事長の巻頭挨拶に
よる｢復興元年｣の象徴とさせていただきました。
　会員の皆様には、「3.11大地震をふり返って」と題して、被災
当日とその後の身近な状況などを思い起こしていただき、ご寄稿
をお願いしました。大震災を忘れることなく記憶にとどめ、次に
来るべき地震災害への行動の備えを共有したいとの想いを込め特
集として組み込ませていただきました。
　また、トピックスでは身近な明るい話題を提供したいと願い、
昨年9月に日本ジオパークに同時認定された「男鹿半島･大潟ジオ
パーク」「磐梯山ジオパーク」を紹介しています。大震災による
暗いニュースが多い東北にあって、ともに日本ジオパーク認定の
喜びを分かち合いたいと思います。報文をご寄稿いただいた両ジ
オパーク協議会の関係各位に感謝の意を表するとともに、被災さ
れた方々を始め多くの方々に現地を訪れていただき、東北を代表
するジオパークのもつ豊かな自然、地形・地質等にふれあってい
ただきたいと願っています。　　　　（広報委員会　高橋克実）

編 集編 後 記

久慈琥珀採掘体験
　（写真提供：（財）岩手県観光協会）

久慈琥珀
　（写真提供：（財）岩手県観光協会）
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長谷弘太郎 元理事長揮亳
穴通磯（あなとおしいそ）

龍泉洞第３地底湖

表 表 紙

裏 表 紙

題 　 字

「穴通磯」は、大船渡市末崎町にある陸中海岸国立公園内の景勝地であり、日本の地質百選のひとつです。
約1億3000万年前の、白亜系大船渡層群の砂岩頁岩互層からなり、3つの洞門がほぼ層理面沿いに形成された「奇岩」です。
画面で「穴通磯」の左上に見えるのは大船渡湾口で、昭和35年のチリ地震津波の後、昭和42年に湾口防波堤が完成しました。以来、約半
世紀にわたって大船渡市街地を津波から守ってきましたが、平成23年3月11日の巨大津波によって崩壊しました。
しかし「穴通磯」はその姿を変えることなく、午前10時頃には順光がさし、その美しさを堪能することができます（平成23年4月2日撮影）。 

寄稿
女性からのひとこと
藤村聡子

地質調査技士に合格して
秋山政一／藤田裕幸

若手技術者セミナーに参加して
寺方淳治／谷口雄太
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年頭のご挨拶
東北地質調査業協会　理事長　 早坂　功

　新年明けましておめでとうございます。

　今年は西暦 2012 年、平成 24 年で、干

支は「壬辰 ( みずのえたつ )」にあたります。

｢ 辰 ｣ は「絶つ」や ｢ 立つ ｣ につながり、

｢ 辰年 ｣ は、｢ 習慣を絶つ年 ｣ や ｢ 新しく

立つ年 ｣ であるともいわれています。昨

年 3 月 11 日の M9.0 と言う巨大地震に

より発生した未曾有の大災害 ｢ 東日本大

震災 ｣ から立ち上がる年、すなわち ｢ 復

興元年 ｣ という大事な年であります。

　3.11 の巨大地震は、巨大津波を発生さ

せ、2 万人にも及ぶ死者・行方不明者を

出し、東北から関東にかけての沿岸部に

壊滅的な被害を及ぼしました。更に、地

震と津波は福島第一原子力発電所を襲い、

メルトダウン、水素爆発、放射能汚染と

いう日本史上最悪の原子力事故を引き起

こしました。また、この巨大地震とその

後の余震は、内陸部での斜面災害、特に

団地などの造成地に大きな地盤災害を発

生させました。沿岸部では、地殻変動に

よる地盤沈下や液状化現象などの災害も

発生しました。

　当協会会員企業では、死者もなく、社

屋の倒壊や流出もなく、大規模な被害は

ありませんでしたが、ボーリング機械や

車輌の流出、社屋の一部破損、OA 機器

の損壊など多くの被害が発生し、更には、

会員企業社員の家族や親戚、家屋などに

深刻な被害を及ぼしました。当協会では、

地震後、直ちに ｢ 災害対策本部 ｣ を立ち

上げ、会員の安否を確認すると共に、災

害協定に基づいて宮城県から要請された

危険箇所の点検調査（3200 箇所）を、宮

城県の会員を中心に実施いたしました。

　このように、平成 23 年度の協会活動

は、｢ 東日本大震災 ｣ に対応したものと

なりましたが、従来の活動も積極的に

実施しました。東北地整局様との意見

交換会はこの 1 月に行い、当協会の活

動状況を紹介したうえで、①地質調査

技術の有効活用、②地質調査の適切な

発注、③低価格入札、④その他につい

て意見を交わしました。また、｢ 地質調

査技士 ｣｢ 地質情報管理士 ｣ などの資格

試験や講習会も、｢ 若手技術セミナー ｣、

｢ 仙台工業高等学校での出前講座 ｣ も従

来どおり行うことが出来ました。更に

他の協会と合同で、｢ 災害復旧事業講習

会 ｣ や ｢ 独占禁止法研修会 ｣ などの講

習会も開催し、｢ みちのく GIDAS｣ へ

も積極的に参加致しました。1 月には、

三協会合同賀詞交歓会更には講師とし

て地整局企画部伊藤友良技術調整管理
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官を招いての新春セミナーも行うことが

出来ました。

　このような中、（社）全国地質調査業

協会及び全国の各地区協会からは、多く

の暖かい支援を頂きました。全地連から

頂いた義捐金 100 万円は、被災の大きかっ

た福島県、宮城県、岩手県および青森県

に寄付金として贈呈致しました。全地連、

地区協会更にはジオ・ラボネットワーク

や㈱ジオ・ビジネスサービスの皆様方か

ら頂いた見舞金総額 278 万円は、会員へ

のアンケート調査結果を元に、｢ 宮城県

沖地震対策研究協議会 ｣ との共催による

｢ 東日本大震災に関する技術講演会－巨

大地震・巨大津波がもたらした被害と教

訓－ ｣ の開催（2 月）費用に充てたほか、

被害の大きかった東北大学総合学術博物

館と岩手県立博物館にも寄付いたしまし

た。残りは、今後の防災活動資金と致し

ました。義援金、見舞金を下された皆様

方には心から感謝の意を表し、改めて御

礼申し上げます。

　｢ 復興元年 ｣ である平成 24 年は、当協

会にとっても極めて大事な 1 年であると

思われます。すなわち、従来から取り組

んでいるインフラ整備、自然災害防止、

環境問題、資源開発、学問・技術分野など、

更には最近取り組んでいる土壌汚染、メ

ンテナンス手法、地質リスク、ジオパー

クなどを含めて、今回の災害復旧・復興

に向けて、当業界、当協会、当会員がど

のような力を発揮できるのかが問われて

おります。「安全・安心で豊かな美しい

東北」を目指して、当協会会員の団結の

元に技術の革新を図り、一日でも早い復

興がなされるように「智恵」を出し「汗」

を流していきたいと思います。
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岩手県の地質は，南北方向に分かれた3 地域ごとにそ
の構成がことなる。東半部の北上山地は先新第三系によっ
て占められ、その縁辺部を新第三系・第四系がうすく覆う。
西側の奥羽脊梁山地では、いわゆるグリンタフを主体とす
る中新統を第四紀の火山噴出物が覆い、局部的に基盤の
先新第三系が露出する。中央部の北上低地帯に沿っては、
おもに鮮新統－更新統が分布する。

以下に、先新第三系に関しては永広が、新第三系・第四
系に関しては越谷が分担してその概要を紹介する。

■  2．1　概説
岩手県の先新第三系は、北上山地に広く分布するほか、

奥羽脊梁山地の基盤として点在する。構造発達史のちが
いから、南部北上帯、根田茂帯および北部北上帯に区分さ
れる。南部北上帯は、早池峰山以南の北上山地の南半分

岩手県の地質
東北大学名誉教授　永広昌之

岩手大学工学部社会環境工学科　越谷　信

1 はじめに を占め、八幡平－岩手山以南の脊梁山地の基盤はその西
方延長である。先シルル紀基盤岩類と浅海成シルル系～
下部白亜系からなる。根田茂帯は、盛岡東方の西に開い
た三角形状の地帯をなし、石炭紀の付加体により占められ
る．北部北上帯は、北上山地の北半分を占め、その西方
延長は八幡平以北の脊梁山地に露出する。ジュラ紀（～最
前期白亜紀）付加体からなる。

白亜紀初期の火山岩類・火砕岩類や前期白亜紀花崗岩
類は、上記の構造帯区分にかかわらず、その境界を越えて
広く北上山地全体に分布する。下部白亜系上部の宮古層
群や上部白亜系・古第三系堆積岩類は北上山地北部の沿
岸地域に点在するが、同時期の火山岩類は主として北部の
各地に点在する。

■  2．2　南部北上帯
岩手県内の南部北上帯の先白亜系は、主に先シルル紀

基盤岩類とシルル系～ペルム系からなる。三畳系・ジュラ
系は主として宮城県内に分布する。

■  2．2．1　先シルル紀基盤岩類および中部古生界
先シルル紀基盤岩類とシルル系・デボン系は地域ごと

に岩相層序を異にする。
北上山地西縁部の一関－江刺東方に分布する基盤岩

類は、母体変成岩類と正法寺閃緑岩からなり、これらの
上位に上部デボン系～最下部石炭系鳶ヶ森層が重なる。

母体変成岩類
は付加体起源の
高圧型変成岩類
で、緑 色 片 岩、
泥質・珪質片岩、
角閃岩などから
なる。片岩類に
はちりめんじわ
劈 開 が 発 達 す
る。角閃岩中の
変成ホルンブレ

2 先新第三系

岩手県内の先新第三系略図

鳶ヶ森層の植物化石 Leptophloeum
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釜石西方地域には
オルドビス系早池峰
複合岩類とその上位
のシルル－デボン系
が広く分布する。

早池峰山－小国
地域の早池峰複合
岩類は、蛇紋岩化し
た超塩基性岩類を
主体としはんれい岩
をともなう中岳蛇紋
岩、超塩基性岩類・
はんれい岩・トロニ
エム岩・ドレライト
からなる神楽複合岩類、および玄武岩・ドレライトからな
り、凝灰質泥岩や砂岩をはさむ小黒層からなる（永広ほ
か、1988）。宮守地域では超塩基性岩類が主体をなし、
大迫北方や釜石西方では神楽複合岩類類似の岩相が多
くを占める。早池峰複合岩類のドレライトや玄武岩は当

ンドの K-Ar 年代は約5 億年前で、カンブリア紀の付加
体がカンブリア紀末に変成作用をうけたものと考えられる

（蟹澤ほか、1992）。
正法寺閃緑岩は、水沢東方の正法寺周辺に点在する

閃緑岩～はんれい岩類で、顕著な変形はうけていない。
K-Ar 年代は約442Ma で、本来母体変成岩類に貫入し、
デボン系に不整合に覆われたと考えられる（蟹澤・永広、
1997）。

鳶ヶ森層の下部は砂岩泥岩互層ないし泥岩から、中
部は赤紫色の凝灰質岩類をはさむ砂岩・泥岩から、上
部はレンズ状含礫泥岩をはさむ泥岩からなる。中部の
赤紫色岩には角礫岩もあり、下位の母体変成岩類に
由来すると考えられる角閃岩・片岩類が普遍的に含ま
れる。本層はわが国で最初に確認されたデボン系で、
中部から Cyrtospirifer などの多数の腕足類や鱗木
Leptophloeum など後期デボン紀の化石を産する。最
上部の泥岩は後期デボン紀のアンモノイドにくわえて、最
初期石炭紀のものも含む。

南部北上帯北縁部の宮守－大迫－早池峰山－小国－

神楽複合岩類のドレライト・トロニエマイト
岩脈群 ( 薬師川 )

岩手県の古生界層序図。岩相は本文参照。
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初リフト帯での産物とみなされたが、後に微量元素組成か
ら沈み込み帯起源とされた（Mori et al., 1992）。上位の折
壁峠層や小田越層との層位関係や放射年代から早池峰複
合岩類はオルドビス系と考えられる。 下條ほか（2010）は
小国地域の神楽複合岩類中のトロニエム岩中のジルコン
の LA-ICP-MS U-PB 年代として466 Ma を報告している。

小国地域では、薬師川層が小黒層に整合に重なる。
泥岩・砂岩を主体とし、凝灰岩をはさむ。さらに上位に
泥岩・砂岩・石灰岩・玄武岩などからなる小田越層が重
なる。下條ほか（2010）による薬師川層最下部の凝灰岩
のジルコン年代は457Ma である。小田越層はシルル紀
の腕足類を含む。

大迫地域では、
早池峰複合岩類
の上位に、泥岩・
砂岩主体の名目
入沢層、礫岩・砂
岩・泥 岩に石灰
岩をともなう折
壁 峠 層、および

未来分デボン系が重なる。折壁峠層は中期シルル紀の
Halysites や Favosites, Heliolites などの多数のサンゴ
を産する。

釜石地域の早池峰複合岩類の上位には千丈ヶ滝層が
分布する。千丈ヶ滝層の下部は、後述する日頃市地域の
大野層類似の、凝灰質珪質泥岩を主体とし、最下部に玄
武岩をともなう。上部はおもに泥岩からなる。下部から
最後期シルル紀～前期デボン紀を示す放散虫、最上部か
ら後期デボン紀の鱗木化石 Leptophloeum を産する。

南部北上帯東部の日頃市－世田米地域の先シルル紀
基盤は、氷上花崗岩類とその捕獲岩である壺の沢変成
岩からなる。これらをシルル系が不整合に覆い、さらに下
部－中部デボン系が重なる。上部デボン系は欠けている。

氷上花崗岩類は、氷上山を中心として分布する氷上岩
体と、小松峠、八日町、奥火の土などに分布する小岩体
からなり、花崗岩を主体とし、花崗閃緑岩をともなう。小
林ほか（2000）は、化学組成から、沈み込み帯起源と考
えている。壷の沢変成岩は、泥質岩を主体とし、砂質岩
をともなう接触変成岩で、弱い片状構造を示す。これら
はシルル系に不整合に覆われるが（例えば、村田ほか、
1974；Murata et al., 1982）、放射年代値はオルドビス

紀を示すものとより若いものとが報告されている。
日頃市地域では、氷上花崗岩を石灰岩相のシルル系川

内層が覆う。川内層は多数のサンゴ・三葉虫などの化石
を含む。川内層の上位には大野層・中里層が重なる。大
野層下部はスランプ相をともなう淡緑色～赤紫色凝灰質
珪質泥岩および凝灰質珪質泥岩からなり、下位の氷上花
崗岩類や川内層に由来する花崗岩・アルコース・石灰岩な
どの大小さまざまなブロックを含む。中部は凝灰質珪質
泥岩・泥質凝灰岩の互層から、上部は淡緑色～緑色の
中粒～粗粒凝灰岩からなり、凝灰質砂岩・泥岩をともな
う。大野層下部は最後期シルル紀の放散虫を含む。中
里層は、凝灰岩類、凝灰質泥岩・砂岩、砂岩・泥岩など
からなる。中里層中部は中期デボン紀の三葉虫化石を産
する。小松峠・八日町地域にも日頃市地域と類似のシル
ル系－デボン系が分布する。

奥火の土地域では、氷上花崗岩類をシルル系奥火の土
層が不整合に覆い、その上位に未来分デボン系がある（川
村、1983）。奥火の土層は、泥岩や熔結凝灰岩に始まり、
主体は石灰岩からなり、前期シルル紀ランドベリ世後期～
中期シルル紀ウェンロック世前紀を示すFalsicatenipora 
shikokuensis などのサンゴ類を産する。

■  2．2．2　石炭系
石炭系は岩手県内の南部北上帯のほぼ全域に広く分布

し、下部～中部石炭系からなり、上部石炭系を欠く。下部
は火砕岩をともなう砕屑岩類を主体とし、上部はおもに石
灰岩からなる。下部の岩相層序・層厚は地域ごとに異なる。

日頃市地域の下部は日頃市層、上部は鬼丸層・長岩層か
らなる。日頃市層は中部デボン系中里層を不整合に覆う
H1 部層からH4 部層までの4 部層からなる。基底部の
礫岩に始まり、砂岩・砂質泥岩・凝灰岩などからなり、石灰

折壁峠層のサンゴ化石 Halysites

氷上花崗岩を不整合に覆う川内層基底の礫質アルコース。破線部が境界。
矢印はスケールのハンマー。左後方はクサヤミ沢。
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岩をはさむ。サンゴ・腕足類・三葉虫類などの化石から下
部石炭系のトルネー統－ビゼー統に対比される。鬼丸層
はおもに黒色の石灰岩からなり、 Kueichouphyllum や
Dibunophyllum などのビゼー統を示すサンゴ類を多産
する。長岩層はおもに灰白色の石灰岩からなり、うすい
凝灰岩をはさむ。サンゴ・フズリナ・コノドントなどの化
石から、サークプホブ階－モスコー階に対比される。

世田米－雪沢地域では、下位より、尻高沢層・有住層・
大平層・鬼丸層・長岩層に区分される。尻高沢層・有住層・
大平層は日頃市地地域の日頃市層に対比され、岩相も類
似するが、その累計層厚は日頃市層の2 倍以上ある。鬼
丸層・長岩層の岩相は日頃市地域のそれに類似する。

釜石西方の小川地域の石炭系は小川層からなる。小
川層は千丈ヶ滝層を不整合に覆う礫岩に始まり、主体は
ビゼー期サンゴを含む石灰岩からなる。日頃市層に相当
する岩相を欠いている。

世田米西方の大股から矢作地域にいたる日詰－気仙
沼断層に沿う地域では、下位より、加労沢層、仙婆巌層
に区分される。前者は日頃市層や尻高沢層－大平層に
相当し、砕屑岩類や火砕岩類からなり、石灰岩をはさむ。
仙婆巌層は、鬼丸層－長岩層に相当し、火砕岩をはさむ
石灰岩からなるが、長岩層に比べて火砕岩が厚い。

人首地域の石炭系は、下位の米里層と上位の芝層か
らなる。米里層は厚い火山岩・火砕岩をはさむ砕屑岩

類からなる。日頃
市層相当層である
が、南部北上帯の
この層準の地層で
は最も厚く、層厚
は1,000m を越え
る。芝層は泥岩を
はさむ石灰岩から
なる。

長坂地域の石炭
系は、下位 から、
唐梅館層および竹
沢層に区分され、
それぞれ、日頃市

層、鬼丸層－長岩層に対比される。唐梅館層は、下位の
鳶ヶ森層に整合に重なり、泥岩・砂岩を主体とする。最
上部に石灰岩や凝灰岩をはさむ。竹沢層はサンゴを含

む石灰岩を主体とし、上部にうすい凝灰岩をはさむ。猊
鼻渓をつくる。

これらのほか、石炭系は世田米北東の上有住地域、大
迫地域、達曽部地域などにも分布する。

■  2．2．3　ペルム系
ペルム系は、白亜紀花崗岩類を除くと、南部北上帯で

最も広い分布面積をもつ地質系統である。下位より、坂
本沢統、叶倉統および登米統に3 分され、それぞれおお
よそ下部、中部、上部ペルム系に対比される。模式層序
では、坂本沢層・叶倉層は下部が礫岩・砂岩・泥岩、上部
がおもに石灰岩からなるが、南部北上帯全域では泥岩相
が卓越している（永広、1989）。登米統はおもに厚い泥岩
からなる。登米統中部のスレート劈開が発達した細粒均
質な泥岩は屋根用スレートや壁材・硯石等に利用されてき
た。主要な地域の層序を示す。

日頃市地域のペルム系は、下位より、坂本沢層、上城層、
深渡層、田茂山層に区分される。坂本沢層は、石炭系長
岩層を不整合に覆う基底礫岩にはじまり、下部は砂岩・泥
岩から、中部－上部はおもにフズリナ化石を含む石灰岩か
らなる。上城層は、坂本沢層と一部同時異相で、長岩層
を不整合に覆う基底部の礫岩と主部の泥岩卓越部からな
る。深渡層は、上城層に整合に重なり、いわゆる薄衣式
礫岩と砂岩・泥岩から構成される。田茂山層はおもに泥
岩からなる。世田米－下矢作地域のペルム系は、坂本沢層、
叶倉層、小原木層、長部礫岩および出山石灰岩に区分さ
れる。後2 者は小原木層下部と同時異相の関係にある。
坂本沢層は基底礫岩にはじまり、下部は砂岩・泥岩からな
る。上部は石灰岩が卓越するが、北部では最上部に砂岩・
泥岩互層が発達する。石炭系長岩層に不整合に重なるが、
一部ではより下位の鬼丸層、大平層、有住層ないし尻高沢
層まで削り込んでいる。叶倉層の下部は主に石灰質砂岩
からなり、礫質砂岩をともなう。上部は叶倉沢周辺では厚
い灰色石灰岩からなるが、南方では、石灰質砂岩・泥岩や
泥岩などの互層にかわる。小原木層は主として泥岩からな
り、うすい砂岩や礫岩をはさむ。長部礫岩は厚い薄衣式
礫岩と泥岩や砂岩泥岩互層からなり、レンズ状石灰岩をと
もなう。出山石灰岩は泥岩や砂岩の薄層をともなう石灰
岩からなる。達曾部地域には下部ペルム系達曾部層と中
部（～上部）ペルム系外川目層が、北方の大迫地域には下
部～中部ペルム系内川目層が分布する。達曽部層は、下

長坂地域の猊鼻渓をつくる竹沢層の石灰岩
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部石炭系大川目層を不整合におおう基底礫岩にはじま
り、下部は砂岩と泥岩、中部は石灰岩、上部はレンズ状
石灰岩をはさむ泥岩からなる。外川目層は砂岩と泥岩を
主体とし、礫岩をともなう。内川目は縞状泥岩を主体と
し、石灰岩、砂岩や薄衣式礫岩をはさむ。

中平地域のペル
ム系は、下位より、
中 平 層、細 尾 層、
上 八 瀬 層、黒 沢
層、鍋越山層に区
分され（御前・永広、
2004）、いず れも
整 合 関 係にある。
鍋越山層は岩手県

内には分布しない。下部ペルム系中平層は、石炭系を不
整合に覆う基底礫岩に始まる。主部は厚い灰色石灰岩
と泥岩の互層からなり、粗粒砂岩や礫岩をはさむが、岩
相の側方変化が大きい。細尾層は黒色泥岩を主体とす
るが、しばしばレンズ状の薄い礫岩、石灰質砂岩、石灰
岩をはさむ。上部から産するアンモノイドから下部ペル
ム系最上部～中部ペルム系ワード階に対比される。上
八瀬層は石灰岩・石灰質泥岩・砂岩を主体とし、黒色泥
岩や礫岩を伴う。フズリナ、ウミユリ、コケムシ、腕足類、
頭足類などの化石を多数含み、中部ペルム系ワード階～
キャピタン階に対比される。黒沢層は無層理の黒色泥
岩を主体とするが、まれに砂岩薄層やレンズ状石灰岩を
ともなう。下部はフズリナ Lepidolina やアンモノイドか
らキャピタン階に対比されるが、中・上部は上部ペルム
系と考えらる。サメ類 Helicoprion も本層下部から発
見されている。

大籠地域のペルム系は、下位より、錦織層、東深萱層、
新田層、大籠層および千松層に区分され、いずれも整合
である。下部ペルム系錦織層は泥岩が卓越し、石灰岩や
砂岩をともなう。下部～中部ペルム系東深萱層は黒色泥
岩・縞状泥岩を主体とし、上部に礫岩や砂岩をはさむ。新
田層は厚い粗粒砂岩、砂岩泥岩互層および縞状泥岩から
なる。大籠層の主体は縞状泥岩からなるが、 その下部に
厚い砂岩・砂岩泥岩互層をはさむ。最上部は無層理の黒
色泥岩である。最下部から後期ペルム紀のアンモノイが発
見されている。千松層下部は縞状泥岩からなり、砂岩泥
岩互層をともない、上部はおもに黒色無層理泥岩からなる。

■  2．2．4　三畳系
唐桑地域ではペルム系－最下部白亜系が南に開いた

綱木坂向斜をなし、このうち下部三畳系平磯層の最下
部部分が県境部に露出する。礫岩・砂岩からなり、凝灰
質泥岩をともなう。

大船渡地域ではペルム系田茂山層と下部白亜系大船
渡層群にはさまれた狭い範囲に上部三畳系明神前層が
分布する。凝灰岩および凝灰質礫岩・砂岩からなり、二
枚貝 Monotis を含む。

■  2．3　根田茂帯
根田茂帯は、南部北上帯と北部北上帯にはさまれた、

古生代付加体からなる地体である。根田茂コンプレック
スの分布で特徴づけられ、おもに泥岩酸性凝灰岩互層
と緑色岩からなり、レンズ状のチャート、泥岩、砂岩、砂
岩・泥岩互層、礫岩などをともなう。一般に強い剪断変
形をうけ、破断相・混在相を呈することも多い。緑色岩は、
海山玄武岩ないしT-MORB 型玄武岩である（濱野ほか、
2002）。

西側の綱取ユニットと東側の滝ノ沢ユニットに細分さ
れる（内野ほか、2008）。綱取ユニットは、泥岩酸性凝
灰岩互層と緑色岩が卓越し、滝ノ沢ユニットは緑色岩と
砂岩泥岩互層が多い。また、前者の砂岩が火山岩片に
富むのに対し、後者のそれは石英・長石に富む。綱取ユ
ニットの MORB 型玄武岩にともなうチャートから後期
デボン紀のコノドントが（濱野ほか、2002）、チャート－
砕屑岩シーケンスの上部層をなす陸源砕屑岩から前期
石炭紀とみなされる放散虫（内野ほか、2005）が報告さ
れており、石炭紀付加体と考えられる。

■  2．4　北部北上帯
北部北上帯は、ジュラ紀付加体からなる地体で、年代

と砂岩組成のちがいから、岩泉構造線を境に、西側の
葛巻－釜石亜帯と東側の安家－田野畑亜帯に細分され
る（大上・永広、1988；永広ほか、2005）。ただし、砂岩
組成は必ずしも岩泉構造線で明瞭に変化するものでは
ないようである。

■  2．4．1　葛巻-釜石亜帯
葛巻－釜石亜帯の主要な構成要素は、チャート－砕

屑岩シーケンスと混在岩で、これに小規模な石灰岩、

上 八 瀬 層 のアンモノイド Cibolites 。陸
前高田市飯森産（ 陸前高田市立博物館蔵： 
3.11 の津波で失われた）。
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玄武岩をともなう。玄武岩類は、岩洞湖東方のものが
MORB 組成であるのをのぞき、海洋島型である（土谷

ほか、1999）。東
端 部をのぞき、
露 頭では西 傾
斜の同斜 構 造
が卓越するが、
マップスケール
の各岩相単位の
ユニットの傾斜
は、きわめて低
角な西傾斜が卓
越する地域もあ
る。一戸南方の
石灰岩ブロック
から後 期 石炭

紀アンモノイドが、安家川上流部のチャート層最下部か
ら後期石炭紀のコノドントが報告され、本亜帯の海洋プ
レート層序の多くは上部石炭系を含む。チャート－砕屑

岩シーケンスの泥岩や泥岩中のマンガン
ノジュールから中期ジュラ紀アーレン期～
後期ジュラ紀キンメリッジ期の放散虫群
集が報告されており、付加年代は中期ジュ
ラ紀から後期ジュラ紀にわたる（ Suzuki 
et al.,2007；永広ほか、2008）。

安家川上流地域のチャート中には、
珪質粘土岩や黒色粘土岩からなる、い
わゆる PT 境 界 層 がはさまれている

（Takahashi et al., 2009）。

■  2．4．2　安家-田野畑亜帯
本亜帯の特徴は、チャート－砕屑岩シー

ケンスや混在相に加え、安家ユニットに代
表される大規模な海山玄武岩－石灰岩シーケンスをとも
なうことである。波長数 km の東フェルゲンツの閉じた
転 倒褶曲をなす
地 域が多い。前
期三畳紀以降の
化石のみが見いだ
されており、古生
代の要素を欠く。
田野畑地域の泥
岩から中期ジュラ
紀バトン期後期～
カロブ期の、青森
県尻屋に分布す
る尻屋層群の泥
岩から最後期ジュ
ラ紀チトニアン期～初期白亜紀の放散虫群集が、また、安家
地域の高屋敷ユニットの砂岩から後期ジュラ紀オックスフォー
ド期のアンモノイドが産出するので、その付加年代は後期
ジュラ紀（～初期白亜紀） である（ Suzuki et al., 2007）。

■  2．5　白亜系
白亜系は、火山岩・火砕岩類、あるいはそれらをともな

う砕屑岩類からなる最下部～下部白亜系、それらを貫く
前期白亜紀深成岩類、下部白亜系上部の宮古層群、お
よび上部白亜系からなる。前2 者は南部北上帯と北部
北上帯にまたがって分布し、あるいは両者の境界に貫入
している。

北上山地の北部北上帯海洋プレート層序（永広ほか、2008 にもとづく）

葛巻 - 釜石亜帯の整然相をなす褶曲したチャート
（宮古市川井）

葛巻 - 釜石亜帯の混在相（宮古市花輪）。

安家ユニット（沢山川層）の枕状
玄武岩（久慈市山根）
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■  ２.5.1　最下部～下部白亜系
大船渡地域には下部白亜系大船渡層群が広く分布す

る。大船渡層群は、下位から、箱根山層、船河原層、飛
定地層、小細浦層、蛸浦層に区分され、それぞれ整合関
係にある。オーテリブ期～アプト期のアンモノイド・二枚
貝などを産する。大船渡東方の綾里地域にも同様の地
層が分布するが、火砕岩類が占める割合が大きい。箱根
山層は、ペルム系に不整合に重なり、おもに火山円礫岩
からなる。船河原層は、おもに砂岩・泥岩からなり、安山
岩質凝灰岩、火山円礫岩、 礫岩などをはさむ。 飛定地
層は、 砂岩・泥岩互層を主体とし、礫岩や石灰質泥岩を
ともなう。小細浦層は、火砕岩類が卓越し、礫岩、砂岩、
泥岩をはさむ。蛸浦層は、礫岩、砂岩、泥岩、火砕岩類
からなる。

三陸海岸北部地域では、ジュラ紀付加体を覆い、下部
白亜系小本層と原地山層が分布する。後者やその相当
層である三崎酸性火山岩類や黒崎酸性火山岩類は海岸
沿いに広い分布を示す。小本層は凝灰質砂岩、凝灰質
泥岩や火砕岩類からなる。原地山層は、火山岩・火砕岩
類を主体とし、凝灰質砂岩・泥岩をともなう。火山岩類は
デイサイト質・安山岩質のものが多いが、玄武岩質のもの
もある。

これらのほか、火山岩・火砕岩類が卓越する下部白亜
系として、釜石西方の仙磐山層、遠野東方～ 釜石鉱山
地域の猫川層・六角牛層・馬木ノ内層・土倉層、種山高
原の姥石層、大迫地域の未命名層、気仙沼北方の新月
層、一関東方の山毛欅峠層などがある。これら前期白亜
紀火山岩類にはアダカイト質のものが多く、若いプレート
の沈み込みによるものと考えられている（ Tsuchiya and 
Kanisawa, 1994）。

■  2．5．2　前期白亜紀深成岩類
前期白亜紀深成岩類は、長円形～亜長方形をなす小

～大岩体として北上山地全域に分布し、東から、Ⅰ帯～
Ⅴ帯に分けられる。トーナル岩、花崗閃緑岩や花崗岩を
主体とし、石英閃緑岩やはんれい岩をともなう。磁鉄鉱
系列に属し、活動年代は120－110Ma に集中する。ア
ダカイト質花崗岩類を含み、アダカイトを中心相とし周
辺相が Sr に乏しい、累帯深成岩体をなすものが多い

（ Tsuchiya and Kanisawa、1994）。周辺の先白亜系に
接触変成作用を与え、釜石・赤金などの鉱床を生じている。

■  2．5．3　下部白亜系上部 －宮古層群－
宮古層群は、陸中海岸の宮古～田野畑地域の海岸沿

いに点在し、急立したジュラ紀付加体や小本層・原地山層、
前期白亜紀花崗岩類などを顕著な不整合に覆い、東方
に緩やかに傾斜する。下位から、羅賀層、田野畑層、平
井賀層、明戸層、日出島層に区分される。いずれも整合
関係にあるが、日出島層は独立して分布する。宮古層群
はアンモノイド・貝類・サンゴなどの海生動物化石を多産
し、下部白亜系上部のアプト階上部～オーブ階下部に対
比される。

羅賀層はおもに大礫～巨礫岩からなり、石灰質の礫質
粗粒～極粗粒砂岩をはさむ。田野畑層は、礫岩と粗粒
砂岩からなる下部、礫質の粗粒砂岩からなる中部、 およ
び石灰質砂岩・砂質シルト岩互層からなり、下部に酸性
凝灰岩の薄層をはさむ上部に3分される。平井賀層は、
石灰質砂岩・砂岩を主体からなり、北方の中部～上部の
砂岩は有孔虫オルビトリナを含む。明戸層は、石灰質細
粒～中粒砂岩からなり、泥岩をはさむ。日出島層は、砂岩・
泥岩薄互層からなる。

■  2．5．4　上部白亜系
上部白亜系は久慈、岩泉、門の3 地域に分かれて分布

北上山地の白亜系・古第三系の層序

ジュラ紀付加体 ( 左下 ) を不整合に覆う宮古層群礫岩（田野畑村ハイペ）
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し、ジュラ紀付加体や前期白亜紀花崗岩類などを不整合
に覆う。古第三系をともなう。

久慈地域の上部白亜系久慈層群は、下位より、玉川層、
国丹層および沢山層に区分される。また、種市地域に種
市層が分布する。アンモノイド・イノセラムスにもとづき、
本層群は上部白亜系コニャック階～シャンパーニュ階に
対比される。玉川層は、基底部の礫岩、下部の細粒～中
粒砂岩、上部の礫岩・砂岩・泥岩などからなり、凝灰岩・
炭質泥岩・炭層をはさむ。炭層にはしばしばコハクが含
まれる。国丹層は、主に青灰色～緑灰色のアルコースか
らなる。沢山層は、陸成で、礫岩・砂岩・シルト岩と凝灰
岩からなり、炭層をともなう。種市層は、有家部層、小古
内部層および八木部層に3 分される。有家部層は基底
礫岩と泥岩・亜炭層から、小古内部層は細粒～中粒砂岩
から、八木部層は無層理の中粒～粗粒砂岩からなる。

岩泉地域の上部白亜系は沢廻層で、岩泉地溝帯に沿
う狭い地域に分布する。基底部の礫岩と、主部の中粒～
粗粒砂岩、礫岩などからなる。アンモノイド・二枚貝化石
から上部白亜系シャンパーニュ階に対比される。

門地域には上部白亜系横道層が分布する。基底礫岩
層、砂岩シルト岩層および赤色岩層に細分される。陸成
で、シルト岩からはヒシ化石を産する。赤色岩層は流紋
岩質熔結凝灰岩からなり、ラテライト化している。熔結凝
灰岩の FT 年代は71Ma である。

■  2．6　古第三系
北上山地の古第三系は、上部白亜系にともなって久慈・

岩泉・門に分布する堆積岩類と、山地の主に北部に点在
する火山岩・火砕岩類からなる。

久慈地域の野田層群は河川堆積物からなり、礫岩に始
まり、砂岩・泥岩へと上方細粒化する4 つの堆積サイクル
からなり、各サイクルの最上部には石炭層・炭質泥岩や凝
灰岩をはさむ。下位の3 サイクルが港層、最上位のサイク
ルが久喜層にあたる。

岩泉地域の清水川層は、淘汰のわるい中礫～大礫の
亜角礫岩～角礫岩からなるが、下部は粗粒砂岩薄層をは
さむ。門地域の小川層群は、下位より、小松層、名目入層、
大久保層、雷峠層に区分される。炭層をともなう湖沼成
～河成堆積物からなる。小松層は、上部白亜系横道層を
不整合に覆い、凝灰質シルト岩・凝灰岩などからなり、う
すい炭層・炭質泥岩をはさむ。名目入層は。鴨沢礫岩部

層と中沢夾炭部層に細分される。前者は主に礫岩からな
り、砂岩をともなう。後者は凝灰質砂岩・シルト岩からなり、
下部に酸性凝灰岩、中部～上部に褐炭層をはさむ。大久
保層は、鬼久保砂岩礫岩互層部層と大久保シルト岩層に
細分される。前者は礫岩優勢の礫岩砂岩互層からなり、
シルト岩や凝灰岩薄層をともなう。後者は、主にシルト岩
からなり、炭質泥岩・砂岩・細礫岩・凝灰岩などをはさむ。
雷峠層は、淘汰の悪い角礫～亜角礫岩を主体とし、砂岩・
泥岩薄層をともなう。

古第三紀の火山岩類は、デイサイトや流紋岩および同
質火砕岩類を主体とし、一部に火道角礫岩をともなう。宮
古東方閉伊崎の閉伊崎噴出岩類、宮古市浄土ヶ浜の浄
土ヶ浜流紋岩、宮古西方に点在する門神岩デイサイト、岩
泉の二升石デイサイト、小国の小国デイサイトなどからなる。

■  2．7　構造発達史の概要
南部北上帯の前期古生代基盤岩類はゴンドワナ大

陸北縁にあった沈み込み帯で形成された（Ehiro and 
Kanisawa、1999）。カンブリア紀には沈み込み帯で母
体変成岩類の原岩が付加体となり、カンブリア紀末に沈
み込み帯深部で高圧型の松ヶ平・母体変成作用を蒙っ
た。南部北上山地北縁部では、オルドビス紀中期～後期
に早池峰複合岩類の塩基性～超塩基性岩類の活動が、
東部や西縁部ではオルドビス紀末に氷上花崗岩類や正
法寺閃緑岩の貫入があり、これら変成岩・火成岩類が南
部北上帯の大陸基盤をつくった。これらはその後地表で
侵蝕をうけ、シルル系川内層や上部デボン系鳶ヶ森層に
不整合に覆われた。南部北上帯の古生層～中生層はこ
の大陸の陸棚上で堆積したもので、シルル紀～石炭紀に
は島弧火成活動が活発であったが、石炭紀末には火山
活動は沈静化した。

シルル紀・デボン紀のサンゴ化石の群集構成から、古
生代前期～中期の南部北上帯は、当時赤道直下にあっ

古第三紀の浄土ヶ浜流紋岩（宮古市浄土ヶ浜）
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たゴンドワナ大陸北縁部のオーストラリアや南中国に近
い位置にあったと考えられる。デボン紀に南部北上帯は、
南中国とともに、ゴンドワナから分離し、前期石炭紀鬼丸
層のサンゴ化石群集は南中国とのみ深い関係を示すよう
になった。ペルム紀～三畳紀の南部北上帯も、アンモノ
イド・サンゴなどの古生物地理によれば、依然として低緯
度にあり、南中国やインドシナに近接していたかそれらの
一部であった（Ehiro, 2001)。

根田茂帯ではデボン紀に形成された海洋地殻の上に
遠洋成堆積物が堆積し、海山を作るホットスポットの活動
もあった。石炭紀に入ると、この海洋地殻は、おそらくは
南部北上帯前縁に沈み込み始め、陸源砕屑物とともに付
加体となった。

北部北上帯葛巻 - 釜石亜帯では遅くとも石炭紀後期
には海洋地殻が形成され、石炭紀、ペルム紀、三畳紀な
どに海山の形成をともないながら、移動してきた。ペル
ム紀 / 三畳紀境界付近では、海洋無酸素事変の影響
をうけ、黒色珪質粘土岩や黒色粘土岩が広く堆積した。
安家 - 田野畑亜帯では三畳紀には海洋地殻が形成され
ていたが、それ以前の歴史はよくわかってはいない。こ
れら北部北上帯の海洋地殻とその上位の遠洋成堆積物
は、ジュラ紀中期からジュラ紀末期にかけてつぎつぎに
当時のアジア大陸前縁（南部北上帯＋根田茂帯？）に付
加していった。

白亜紀初期に、激しい褶曲・断層活動をともないつつ、
南部北上帯と北部北上帯の現在の接合関係がほぼ完成
したころ、ふたたび激しい島弧火成活動が北上山地に生
じ、北上山地全域に火山岩・火砕岩類を堆積させ、その
後花崗岩類がこれらを貫いた。このころ沈み込んだ海洋
プレートは海嶺をともなっていたにちがいない。

前期白亜紀後期には、激しく褶曲した先白亜系や前期
白亜紀火山岩類・花崗岩類を不整合に覆い、浅海成の宮
古層群が山地の東縁部に堆積した。また、後期白亜紀や
古第三紀にも局部的な海進による堆積盆や、河川成・湖
沼成堆積盆が東縁部に形成された。酸性火成活動も随
所に見られた。これら白亜紀前期～古第三紀の堆積岩
類は北海道中軸帯のエゾ堆積盆の南方延長にあたる海
盆の西縁部をなすもので、三陸沖の陸棚下には海盆中軸
部の厚い堆積物が知られている（大澤ほか、2002）。後
期白亜紀～古第三紀の北上山地は、ロシア沿海州に接し
た大陸東縁をなしていた。

■  3．1　はじめに
岩手県において、新生代の地質は主に新第三系および

第四系から構成され、これらは奥羽脊梁山地や北上低地
帯地域に分布する（図1；図2）。古第三系は、これらの最
下部層にみられるほか、久慈地域にまとまって分布する。
本項ではおもに前者の地域の地質について述べる。

岩手県の新生代の地質の総括的研究は、1950年代に
始まり、早川ほか（1954）や北村（1959）にまとめられてい
る。1980年代には、それまでの研究成果に基づき、（株）
長谷地質調査事務所（1981）や東北地方土木地質図編
纂委員会（1988）から、説明書とともに二十万分の一地質
図が、北村編（1986）より代表的ルートに沿った五万分の
一地質図が公表されている。産業技術研究所地質調査
総合センター（旧工業技術院地質調査所）からは、20万
分の一地質図が公表されている（岩手県に関わる図幅は、

「八戸」；鎌田ほか、1991、「弘前及び深浦」；大沢・須田、
1978、「盛岡」；吉田ほか、1984「秋田及び男鹿」；1980、

「一関」；竹内ほか、2005、「新庄及び酒田」；大沢ほか、
1980）。日本の地質「東北地方」編集委員会編（1989）お
よび日本の地質増補版編集委員会編（2005）では、当時
の最新知見をまとめている。最近、建設技術者のための
東北地方の地質編集委員会（2006）から、20万分の1デ
ジタル地質図および解説書が公表され、統一的な視点か
ら岩手県に限らず、東北地方の地質を概観できるように
なった。本項では、北村編（1986）、日本の地質「東北地
方」編集委員会編（1989）、日本の地質増補版編集委員
会編（2005）および建設技術者のための東北地方の地質

岩泉町安家川上流部の PT 境界層

3 新第三系・第四系
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編集委員会（2006）に基づいて、層序や地質を述べるこ
とにする。地質年代の区分は建設技術者のための東北
地方の地質編集委員会（2006）の地質図の区分に従って
おり、古第三系～下部中新統下部（同地質図の PG4に相
当）、下部中新統上部～中部中新統下部（N1）、中部中新
統上部～上部中新統下部（N2）、上部中新統上部～鮮新
統（N3）、更新統（Q）とした（図1；図2）。また、同書では
新生代の東北本州弧の地質構造発達史にあわせて、新
生界を「陸弧であった頃の地層」、「引張テクトニクスの時
代の地層」、「最大海進期の地層」および「広域的海退と
カルデラ群の時代の地層」に区分しており、本項ではそれ
らとの関係も示してある。

■  3．2　古第三系～下部中新統下部
奥羽脊梁山地の漸新統～下部中新統下部は、大荒沢

層に代表される（図3）。大荒沢層（層厚100～800 m）は、
先古第三系花崗岩類や変成岩類を不整合に覆う。本層
は、変質輝石安山岩溶岩と変質火砕岩類（火山角礫岩、
凝灰角礫岩など）からなり、安山岩溶岩は自破砕の産状
を呈するものが多く、火砕岩との区別が困難である。台
島型植物化石群や台島期～西黒沢期の海棲動物化石を

含む。建設技術者のための東北地方の地質編集委員会
（2006）では、東北本州弧が日本海拡大前の「陸弧であっ
た頃の地層」に区分されている。

■  3．3　下部中新統上部～中部中新統下部
田山地域の佐比内層、一戸地域の仁左平石英安山岩、

傾成峠安山岩、四ッ役層、門の沢層、末の松山層、雫石
西部地域の生保内層、国見峠層、雫石東部・北上低地帯
地域の飯岡層、川尻地域の大石層、焼石岳地域の小出
川層がこの区分に相当する（図3）。

これらのうち、「陸弧であった頃の地層」に相当するの
は、仁左平石英安山岩、佐比内層、生保内層、大石層下部・
大鍋沢安山岩部層である。仁左平石英安山岩は主に溶
結凝灰岩やデイサイト溶岩からなり、21.8 Ma の K-Ar
年代が得られている（木村、1985、1986）。佐比内層（100
～200 m）は変質安山岩を主体とし、火山角礫岩・凝灰
角礫岩を伴う。生保内層（200 m）は変質輝石安山岩溶
岩および同質火砕岩類からなる。本層に貫入する粗粒玄
武岩から21.8 Ma の K-Ar 年代が報告されている（須藤・
石井、1987）。大石層大鍋沢安山岩部層はしそ輝石普
通輝石安山岩からなり、同層下部は安山岩質凝灰岩か

図 1　岩手県北部の新生界地質図
建設技術者のための東北地方の地質編集委員会（2006）に基づき編集
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らなる。図3の柱状図には記していないが、北上低地帯
地域の飯岡層の下位に、デイサイト質溶結凝灰岩からな
る水分層（130 m；21.9 Ma）、輝石安山岩質火砕岩から
なる東根山層（150 m）および輝石安山岩質溶結凝灰岩
からなる湯沢森層（60 m）があり、これらは飯岡層に不整
合に覆われる（大上ほか、1990）。

日本海拡大期を含む「引張テクトニクスの時代の地層」
に相当するのは、傾成峠安山岩、四ッ役層、門の沢層、末
の松山層、国見峠層、飯岡層、大石層上部・岩滑沢泥岩
部層、小出川層である。四ッ役層（30～90 m）は、傾成
峠安山岩（300 m）の再堆積した砂岩、シルト岩および礫
岩からなり、門の沢動物化石群に属する貝化石を含む。
門の沢層（100 m）は砂岩およびシルト岩からなり、門の沢
動物化石群を含む。末の松山層（70～90 m）は主に粗
粒砂岩からなり、安山岩質火砕岩（合川安山岩部層や名

久井岳安山岩部層）を伴う。本層からは N8帯（16.3～
15.2 Ma）の有孔虫化石を産する。一戸地域に分布する、
傾成峠安山岩から末の松山層に至る地層群は、東に傾動
したあまり活動の高くない半地溝を埋積したものである。
国見峠層（750 m 以上）は石灰質砂岩・泥岩を主体とし、
水冷玄武岩溶岩およびデイサイトを伴う。飯岡層（800 m）
は輝石安山岩質の水冷された溶岩・同質火砕岩を主体と
し、凝灰質砂岩や泥岩をはさむ。本層からは、CN3後
期からCN4前期（およそ15～17 Ma）の石灰質ナンノプラ
ンクトン化石を産する。大石層岩滑沢泥岩部層は硬質泥
岩・中～酸性凝灰岩からなり、N8～ N9帯（16.3～14.6 
Ma）の有孔虫化石を含み、漸深海帯上部（500～150 m）
以浅を示す化石を産する。上部層は主にしそ輝石普通輝
石安山岩および同質火砕岩からなり、最上部には川尻凝
灰岩部層・甲子安山岩部層が重なる。小出川層（500 m）
は砂質凝灰岩、安山岩～流紋岩質火山岩、同質火砕岩、
砂岩、泥岩などからなる

■  3．4　中部中新統上部～上部中新統下部
本地質系統に属するのは、田山地域の田山層、一戸地

域の留崎層、舌崎層、雫石西部地域の竜川層、小志戸前
沢層、山津田層、雫石東部・北上低地帯地域の猪去沢層、
川尻西部地域の小繋沢層、黒沢層、川尻東部地域の鈴
鴨川層、綱取層、菱内層、前塚見山酸性火山岩、焼石岳
地域の前川層、下嵐江層である。

これらのうち、「引張テクトニクスの時代の地層」に相
当するのは、小繋沢層下部、鈴鴨川層および前川層であ
る。小繋沢層（100～400 m）は、砂岩と泥岩を主体とし、
下部に玄武岩（翁沢玄武岩部層）を伴う。下部から有孔
虫化石帯 N9～ N11帯（15.2～13 Ma）と漸深海帯中部

（2000～500 m）を示す微化石を産する。鈴鴨川層（100
～500 m）は凝灰質塊状細～中粒砂岩を主体とし、礫岩
や泥岩を伴う。下部に大規模スランプ相がみられる。前
川層（400～450 m）はおもに砂質シルト岩、黒色頁岩、
細粒砂岩からなり、中部に酸性安山岩質凝灰岩からなる
小寒沢凝灰岩部層をはさむ。浅海帯（150～0 m）漸深
海帯上部を示す貝化石が混合して産する。
「最大海進期の地層」に相当するのは、留崎層、竜川層、

小繋沢層上部、綱取層および下嵐江層である。この時期
は引張テクトニクスの時代が終了し、東北本州弧では日
本海側を中心に緩慢な沈降が継続し、13～12 Maごろ

図 2　岩手県中〜南部の新生界地質図
建設技術者のための東北地方の地質編集委員会（2006）に基づき編集
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最大海進期をむかえた。「女川階の硬質頁岩」が堆積し
たのはこの頃である。留崎層（170～250 m）は砂岩を主
体とする。川口頁岩部層や下斗米珪藻シルト岩部層を挟
在し、最大海進が太平洋側まで及んだことを示している。
竜川層（300 m）は坂本層ともいわれ、おもに硬質泥岩か
らなる。綱取層（100～200 m）は軽石質凝灰岩、凝灰
質砂岩およびシルト岩互層からなる。有孔虫、貝および植
物化石を産する。下嵐江層（400 m）は凝灰質砂岩、凝
灰角礫岩および黒色頁岩からなる。分布域の東半部では
酸性凝灰角礫岩からなる市野々原凝灰岩部層となる。浅
海帯を示す貝化石を産する。

最大海進期の後の「広域的海退とカルデラ群の形成の
時代の地層」に相当するのは、田山層、舌崎層、小志戸前
沢層、山津田層、猪去沢層、黒沢層および菱内層である。
田山層は一部溶結相を呈するデイサイト質凝灰岩類を主
体とし、水冷層を示すデイサイト溶岩をはさむ。軽石凝灰
岩を主体とし、泥岩・安山岩溶岩はさむ上新田層状凝灰
岩および溶結デイサイト質火砕岩からなる兄畑溶結凝灰
岩を挟在する。小志戸前沢層（400 m）は小志戸前層とも
いわれ、下部のシルト岩および上部の細～粗粒砂岩から
なり、礫岩を伴う。雫石盆地北方の滝ノ上温泉層は竜川
層と小志戸前沢層の北方延長である。山津田層（400～
500 m）はシルト岩や凝灰質砂岩からなり、植物化石（御

明神植物化石群）や汽水域～浅海帯の貝化石を産する。
猪去沢層（700 m）は、下猿田層、男助層および矢櫃層を
あわせたものに相当し、デイサイト質火砕岩・凝灰質砂岩・
シルト岩互層からなり、塊状デイサイト質火砕岩からなる
男助部層をはさむ。黒沢層（400 m）は砂岩やシルト岩か
らなり、浅海帯を示す貝化石を産する。菱内層は凝灰質
砂岩・シルト岩・泥岩互層からなる。浅海帯の貝化石や
植物化石（菱内植物化石群）を産する。

■  3．5　上部中新統上部～鮮新統および更新統
本地質系統は、田山地域の五ノ宮嶽層、荒屋層、高倉

山安山岩、樫内層（更新統）、一戸地域の久保層、斗川層、
雫石地域の舛沢層、川尻西部地域の花山層、川尻東部地
域の石羽根層、竜の口層、本畑層、岩崎新田層、萱刈場
層（更新統）、百岡層（更新統）が属する。いずれも「広域的
海退とカルデラ群の形成の時代の地層」に相当する。五ノ
宮嶽層（200 m）は植物化石を産する湖成堆積物からなり、
荒屋層の下部に相当する。荒屋層（200～300 m）は石英
安山岩や安山岩溶岩からなり、一部に溶結凝灰岩を挟在
する。樫内層（100 m）は安山岩質の非溶結または溶結凝
灰岩からなる。本層は北上低地帯地域の渋民溶結凝灰
岩に相当する。久保層（150～300 m）は軽石凝灰岩をは
さむ砂岩からなる。斗川層（230 m）は砂岩・泥岩互層を

図 3　岩手県新生代の代表的柱状図
北村編（1986）、大石ほか（1996）、建設技術者のための東北地方の地質編集委員会（2006）に基づき作成
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主体とし、シルト岩、砂岩、礫質砂岩、泥炭などをはさむ。
舛沢層（200 m）は凝灰質シルト岩・砂岩互層からなる湖
成堆積物層で、植物化石（御所植物化石群）や昆虫化石を
産する。花山層は礫岩、砂岩、シルト岩、酸性凝灰岩、亜
炭およびデイサイト質溶岩からなる。

中新世最末期～前期鮮新世に形成された川舟カルデラ
に関連した地質は、基盤由来の高下川岩塊、カルデラ内
火砕岩からなる赤沢凝灰岩、カルデラ壁由来の岩屑なだ
れ堆積物である楷倉山角礫岩、湖成層からなる川舟層、
流紋岩からなる高平山溶岩およびデイサイトからなる黒森
山溶岩である。

北上低地帯西縁では猪去沢層の上位に志和層が重な
る。小坂ほか（2011）によると、志和層は下～中部と上部に
区分され、両者は不整合の関係にあるとしている。下部は
シルト岩、デイサイト質火山岩、安山岩質火山岩からなり、
中部は砂岩・シルト岩互層からなり、これらは下部鮮新統
から下部更新統に相当するとしている。上部は砂礫からな
り、中部更新統に属するとしている。

石羽根層、竜の口層、本畑層、岩崎新田層、萱刈場層お
よび百岡層は、北上低地帯西縁夏油川下流域で従来「本
畑層」として一括されていた地層群を再区分したものである

（大石ほか；1996、1998）。石羽根層（15～60 m）は礫岩、
砂岩、泥岩および亜炭からなる。竜の口層（40 m）は泥岩
からなり、砂岩をはさむ。竜の口動物化石群を産する。本
畑層（70～180 m）は礫岩、砂岩を主体とし、泥岩、亜炭、
凝灰岩をはさむ。岩崎新田層（240 m）は泥質砂岩を主体
とし、砂岩、亜炭、凝灰岩、角礫岩をはさむ。萱刈場層（200 
m）は角礫岩からなり、百岡層（10 m）は塊状泥岩からなる。

■  3．6　第四紀火山
岩手県には八幡平、岩手山、秋田駒ヶ岳、栗駒山など

の第四紀火山がある。八幡平火山は、主に安山岩の成層
火山群から構成される。約6000年前と7000～9000
年前の火山灰が報告されている（和知ほか、2002）。岩
手山は、東岩手火山および西岩手火山の2成層火山から
なり、玄武岩～安山岩質岩石から構成される。基盤岩は
渋民溶結凝灰岩（1.5～0.7Ma）である。約6000年前に
東岩手火山の山頂部が崩壊し、山頂部には馬蹄形カルデ
ラが形成され、山麓部には平笠岩屑なだれ堆積物が流
出した。平笠岩屑なだれ堆積物は北上川を南流し、現在
の盛岡市まで到達している（土井、2000）。その後、馬蹄

形カルデラ内に火山体が成長し、現在の薬師岳を形成す
る噴火が続いている（図4）。西岩手火山でも約7000年
前以降に、やや規模の大きい水蒸気爆発が少なくとも4
回発生している（土井、2000）。文献に残る噴火活動は、
1686年の山頂噴火と1732年の東山腹から噴火した焼走
り溶岩流がある（細井ほか、1993；伊藤、1998）。秋田駒ヶ
岳は、玄武岩～安山岩の成層火山で、山頂部には、北部
カルデラ（1.2 km ×1 km）と南部カルデラ（3 km ×2 km）
が隣接している。主成層火山期に山体北部が崩壊し、西
方に岩屑なだれ堆積物を発生させた（Ui et al.、 1986；
土井ほか1997）。約13000年以降、南部カルデラと北部
カルデラが形成され、このときの噴火により小岩井軽石と
柳沢軽石を噴出した（和知ほか、1997）。北部カルデラは
主成層火山の崩壊跡に形成された。1970～1971年に
は南部カルデラ内の中央火口丘の一つである女岳から溶
岩流やスコリアを噴出した。栗駒山は安山岩の成層火山
で、火山体を形成している噴出物から得られる最新の年
代値は約11万年前で、剣岳をなす最新の溶岩ドームは数
万年以内に噴火した可能性がある（藤縄ほか、2001）。山
頂付近や山頂北側斜面に堆積している火山灰の分析か
ら、約6100年前以降に4回の水蒸気爆発があった報告
されている（熊井・林、2002）。

■  3．7　活断層
岩手県における活断層は、折爪断層、雫石盆地西縁 -

真昼山地東縁断層帯および北上低地西縁断層帯が知ら
れている（地震調査研究推進本部による）。

折爪断層は葛巻町北部から青森県倉石村に至る、北北
西 - 南南東に47 km の西側隆起の逆断層と推定されて
いる。第四紀後期の活動については不明な点が多く、今
後の研究が待たれる。

雫石盆地西縁 - 真昼山地東縁断層帯は雫石盆地西
縁から真昼山地東縁へと延びる北北東－南南西方向の
断層帯であり、雫石町玄武洞付近から同町鶯宿に至る
雫石盆地西縁断層帯と、雫石町南西部から秋田県山内
村に至る真昼山地東縁断層帯からなる。両者とも、北北
東 - 南南西方向の西側隆起の逆断層で、長さはそれぞ
れ17 km、38 km である。真昼山地東縁断層帯の北部
は、1896年陸羽地震の際に横手盆地東縁断層帯北部や
駒ヶ岳西麓断層群の一部とともに活動した。真昼山地東
縁断層帯は、Sato et al. (2002) によれば、正断層として
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形成された断層が圧縮応力場のもとで逆断層として再活
動しているとされている。雫石盆地西縁断層帯は、1998
年の岩手県内陸北部の地震（M 6.2）により、本断層帯の
一部が地表地震断層として出現し、篠崎地震断層と名付
けられた（越谷ほか、1998）。

北上低地西縁断層帯は奥羽脊梁山地東縁部に位置
し、矢巾町から奥州市の胆沢扇状地に至る、南北方向の
長さ62 km の断層帯である。本断層帯はおもに複数の
西側隆起の逆断層により構成される。この断層帯を構成
する出店断層を横切る反射法地震探査により、地下深部
構造が明らかになってきている（Kato et al.、 2006；斉
藤ほか、2008）。それらによると、出店断層の深部形態
から、初期には半地溝の境界をなす西傾斜の正断層とし
て形成された断層が、圧縮応力場において逆断層として
再活動していると判断される。この半地溝の境界をなす
複数の断層が出店断層と同様の方向に認められる。また、
2008年岩手宮城内陸地震は、この北上低地西縁断層帯
と認識されていたところより、西側の地形的に山地の東縁
を画する断層に沿って発生した。
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Ehiro, M., 2001, Origins and drift histories of some 

microcontinents distributed in the eastern margin 
of Asian Continent. Earth Science, 55, 71-81.

Ehiro, M. and Kanisawa, S., 1999, Origin and 
evolution of the South Kitakami Microcontinent 
during the Early-Middle Palaeozoic. In Metcalfe, 
I., ed., Gondwana dispersion and Asian 
accretion, 283-295. A.A. Balkema, Rotterdam.

永広昌之・川村信人・川村寿郎、2005、Ⅱ.1.1 東北地方、
中・古生界、概説および構造帯区分。日本の地質増補
版、共立出版、49-50p。

永広昌之・大上和良・蟹沢聡史、1988、“早池峰構造帯”
研究の現状と課題。地球科学、42、 317-335。

永広昌之・山北 聡・高橋 聡・鈴木紀毅、2008、安家－久
慈地域の北部北上帯ジュラ紀付加体。地質雑、114、
補遺、121-139。

濱野幸治・岩田圭示・川村信人・北上古生層研究グループ、
2002、早池峰帯緑色岩中の赤色チャートから得られた
後期デボン紀コノドント年代。地質雑、108、 114-122。

蟹澤聰史・永広昌之、1997、南部北上帯西縁部の先デボ
ン紀正法寺閃緑岩－その岩石学とK-Ar 年代－。岩鉱、
92、195-204。

蟹澤聰史・永広昌之・大上和良、1992、松ヶ平－母体変成
岩類中の角閃岩類の K-Ar 年代とその意義。岩鉱、87、
412-419。

川村信人、1983、南部北上山地のシルル系奥火の土層と
先シルル紀花崗岩体。地質雑、89、99-116。

小林靖広・高木秀雄・加藤 潔・山後公二・柴田賢、2000、
日本の古生代花崗岩類の岩石化学的性質とその対比。
地質学論集、56、65-88。

御前明洋・永広昌之、2004、南部北上山地、気仙沼北方
上八瀬－飯森地域の中部ペルム系。地質雑、110、 129-
145。

Mori, K., Okami, K.and Ehiro, M., 1992, Paleozoic 
and Mesozoic sequences in the Kitakami 
Mountains (29th IGC Field Trip A05). In Adachi, 
M.・Suzuki, K., eds., 29th IGC Field Trip Guide 
Book Vol. 1, Paleozoic and Mesozoic Terranes: 

図 4　岩手山分かれ火山灰の層序
* は岩手山以外の火山を給源とする火山灰を示す。
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各地の残すべき地形・地質
男鹿半島・大潟ジオパーク
過去 7,000 万年間の大地のドラマが凝縮

秋田県男鹿市教育委員会　竹内　弘和 

■はじめに
　皆さんは「ジオパーク」という言葉をご
存知ですか。ジオパークとはジオ（大地）
とパーク（公園）を組み合わせた造語です。
一言でいえば、大地の成り立ちが理解でき
る地質遺産を含む自然公園のことです。こ
の「大地」には地質だけでなく環境・産業・
歴史・文化・伝説など、大地の上に成り立
つ自然や人間の営みが含まれます。貴重な
地質遺産があり、それらを地域で守り、楽
しみ、学び、活かしている地域がジオパー
クとして認定されるのです。
　ジオパークにはユネスコ（国連教育科学
文化機関）が支援する世界ジオパークと
国内版の日本ジオパークがあります。男鹿
半島・大潟地域は、2011 年 9 月に日本ジ
オパークに認定されました。現在、国内に
ジオパークは 20 地域あり、うち糸魚川（新
潟県）など 5 地域が世界ジオパークに認
定されています。

■位置と地理的背景
　男鹿半島・大潟ジオパークは秋田県臨海
部のほぼ中央、北緯 40 度をまたぐ位置に
あり、日本海に突き出た男鹿半島の大部分

（男鹿市）と八郎潟残存湖に囲まれた干拓
地（大潟村）を範囲とします。

　男鹿半島は秋田県で唯一の半島です。米
代川と雄物川の運搬土砂の堆積によってで

きた砂州で本州と結ばれる陸繋島で、半島西
部は山岳地形、その周囲は海岸段丘となって
います。東部に位置する八郎潟干拓地はか
つて日本最大の潟湖であった八郎潟を干拓
してできた人工の大地であり、ここには海抜
0 ｍ以下の広大な沃地が広がっています。

■男鹿半島・大潟ジオパークの特徴
　①グリーンタフをはじめとした日本海沿
岸地帯の標準層序がそろっており、日本海
の誕生を含む過去 7,000 万年間の大地のド
ラマに恵まれている、②第四紀における地
殻変動（マグマ活動、地盤変動）が大きく、
災害を繰り返し受けてきている。そのこと
を多くの慰霊碑・記念碑の形で次世代へ
の教訓として伝えている、③人間による大
地創造と維持管理に、大地と人との関わり
あいをつぶさに観察できる。また大潟村の
通勤型農業は東日本大震災の復興モデル
として注目されている、などの特徴があり
ます。
　また、地域内には、男鹿国定公園、国指
定大潟草原鳥獣保護区などに代表される
豊かな自然環境があり、多様な生態系がみ
られます。
　さらに、疲れた身体を癒す温泉と水量豊
かな湧水群、男鹿のナマハゲに代表される
文化財や八郎太
郎伝説、新鮮な
魚介類や米、野
菜、 果 物 など、
豊富な地域資源
があり、大地と
人間との深い関
わりを色々な角
度から実感でき
る地域となって
います。

図 1  男鹿半島・大潟ジオパーク位置図 ／ 写真 1  男鹿
半島・大潟ジオパーク衛星写真（㈱地球科学研究所）

写真 2  重要無形民俗文化財「男鹿のナマハゲ」
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■代表的なジオサイト
①館山崎―用語「グリーンタフ」発祥の地―

　2,000 万年前頃の火山活動による膨大な
量の火山灰や火山礫が積み重なってでき
た岩石のうち、熱水により変質した部分が
緑色になりました。雨上がりには緑色がよ
り一層鮮やかなターコイズブルーになり目
を奪われます。

②安田海岸―地層が語る大地の変遷―　   

　50 万年前頃から 8 万年前頃までの地層
がほぼ切れ目なく現れており、貝をはじめ
有孔虫・甲殻類・ウニ類・魚類などの動物
や、石炭になりかけた植物化石（亜炭層）、
泥層や砂層や礫層、そして 4 枚の広域火
山灰地層など、まさに地層の博物館です。
地層を堆積しながら海水面が大規模に昇
降したことも重要な見どころです。

③寒風山―火山の箱庭―

　2 万年前頃に活動をはじめた火山で、道
路脇から溶岩の流れた様子が観察できま
す。第一火口の南西端には巨石が積み上
げられたような溶岩岩尖（スパイン）が観
察でき、地元では「鬼の隠れ里」と呼ばれ
てます。

④大潟村―人工の大地―

　この村の大規模農地はかつての八郎潟
の湖底であり、干拓工事によって農地に
生まれ変わりました。人工大地を維持する
ため、総延長 52km におよぶ干拓堤防、
防潮水門、3 カ所の排水機場、農業用水
サイフォンなどが設置されています。

　男鹿半島・大潟ジオパークは約 30 ㎞四
方の比較的コンパクトなジオパークです。
地質構造は、大局的には東傾斜の単斜構
造で単純なため、西から東へと移動すれば
おのずと 7,000 万年間にわたる大地の生い
立ちをたどることができます。週末のドラ
イブがタイムトラベルに変わりますよ。

写真 3  雨の日のグリーンタフ

写真 4  安田海岸の露頭

写真 5  第一火口の溶岩じわと溶岩堤防（板場の台より）

写真 6  大潟村全景

写真 7  防潮堤防
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各地の残すべき地形・地質
磐梯山ジオパーク
ダイナミックな大地の変化との共生

磐梯山ジオパーク協議会事務局　蓮岡　真 

1．磐梯山ジオパークのテーマ
　磐梯火山は、東日本火山帯の火山フロン
トに沿った、東北地方を代表する活火山で
ある。眺める方向により、会津富士と称さ
れるやさしくなだらかな山容と、噴火の爪
痕を今なお残す荒々しさという対照的な二
つの姿をもつ。磐梯山の麓には、日本有数
の透明度を有し、天を映す鏡（天鏡）に例
えられる猪苗代湖や、明治の噴火によって
誕生した大小 300 余りの湖沼が織りなす水
と緑の美しい裏磐梯高原が広がっている。
大自然が創り出した地質学的価値と美しい
景観を併せもつ磐梯山は、まさに福島県を
象徴する山であり、かけがえのない貴重な
財産である。
　磐梯山は歴史と文化を育んだ山でもあ
る。南側の猪苗代湖畔には、旧石器時代や
縄文時代の人々の生活を示すたくさんの遺
跡がある。南西麓には、平安時代初期に高
僧徳一によって慧日寺が開かれた。猪苗代
町には古代に建てられた磐椅神社や会津藩
初代藩主保科正之を祀っている土津神社な
ど、磐梯山に関わる多くの文化遺産がある。
本ジオパークのテーマは、磐梯火山の誕生
と変遷、特に水蒸気爆発による山体崩壊と
岩なだれがもたらした大規模な地形および
自然環境の変化についての理解を深めるこ
と、同時に、磐梯山が人々の生活や歴史に
与えた影響およびそこで形成された独自の
文化について学ぶことである。

２．地形・地質概要
　磐梯山火山は、磐梯山（1816m）、櫛ヶ峰、
赤埴山の三つの峰からなる。火山全体を呼
ぶとき「磐梯火山」とし、峰のひとつを呼
ぶとき「磐梯山」とする。
　磐梯火山およびその周辺地域は、地形・
地質の観点から、大きく分けて、火山地形
地域、岩なだれ堆積地域、火山麓扇状地、
湖岸平野、大起伏山地に区分できる（図 1）。
これらの地形は磐梯火山の地史と密接に関
係している。すなわち、この地域は、磐梯
火山の誕生そして成長と崩壊の繰り返しに
よって形成されたユニークな地形で構成さ
れている

猪苗代湖方面から見た磐梯山
（左山頂：磐梯山　右山頂：櫛ヶ峰　中心手前：赤埴山）

桧原湖方面から見た磐梯山
（左山頂：櫛ヶ峰　右山頂：磐梯山）

図 1  磐 梯 山 周 辺 地 域 の 地 質　 鈴 木・真 鍋
(1988) をもとに改作　
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３．ジオサイトの目玉（地形・地質編）
① 1888 年岩なだれ　
　1888（明治 21）年の噴火（水蒸気爆発）
により小磐梯（約 1750m）の山体が崩壊し、
北側に箱状谷（アバランシュバレー）を作
り岩なだれが流下し、裏磐梯地域に流れ山
地形を広範囲に形成した。岩なだれの先端
部は長瀬川に入り泥流となり南方に流下し
た。一部は大磐梯南東側の琵琶沢沿いに
流下した（図２）。この噴火で 477 人もの
人々が犠牲となった。この岩なだれが裏磐
梯の川を堰き止め、桧原湖や五色沼をはじ
めとする裏磐梯の湖沼群が誕生し、美しい
景観を造り出した。

②翁島岩なだれ　
　およそ 4 万年前、爆発により磐梯火山の
山体が大規模に崩れ、岩なだれが発生し
南西側に広く堆積した。岩なだれ堆積物の
最大の厚さは 120m、崩壊した総体積は
4k㎥と見積もられている。そこにはお椀を
伏せたような形の小さな丘（流れ山）（写
真２）がたくさん形成された。猪苗代湖北
西部にある翁島もその一つである。（写真３）
　流れ山の内部は、崩壊した岩体を構成し
ていた安山岩・火山角礫岩・凝灰角礫岩の
大小さまざまな岩石からなる。翁島岩なだ
れは、当時会津盆地方面に流れていた川を
堰き止め、現在の猪苗代湖を誕生させた一
因となったと考えられている。

４．磐梯山ジオパーク協議会の取り組み
　体験や学び、研究を目的として地域を訪
れるビジターを受け入れ、ガイダンスし、
学びと体験、交流、情報発信の機能が向上
することで、ジオ
パークとしての
活動を充実させ
ていく。
　そして、ジオ
パークを活用した「地域づくり」「人づくり」
を推進していく。先人は、“大地の変化と
恵み” を活かした地域振興に取り組んでき
た。手間と時間をかけ、目標を共有しなが
ら、先人の知恵とジオパークの知見を活か
していける磐梯山ジオパーク型の取り組み
を展開していきたい。

1888 年の噴火後にできた銅沼（あかぬま）銅沼の性質は、
弱酸性を示す

図２　1888 年噴火による岩なだれ到達範囲図災害訓練
の継承に関する専門委員会（編）(2005)「1888 磐梯山
噴火報告書」

写真２猪苗代湖と翁島岩な
だれ丘陵

写真３猪苗代湖の翁島
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高速道路維持管理のためのGISを
用いたデータベースの構築

応用地質（株）○西川　清治、鶴原　敬久
（株）ネクスコエンジニアリング東北　澤野　幸輝、安田　賢哉

東日本高速道路（株）　多田　誠　　　　　　　

1. はじめに
　高速道路の維持管理は管理延長が長い
ことに特徴がある。そのため、地盤変動
などが発生した場合は、その位置情報が
重要となる。また、地盤変状は、変状が
発生した周辺の面的な地形地質要因、環
境要因が影響するため、これらの面的な
情報を用いた要因分析が重要となる。さ
らに、それらのデータや分析結果は、位
置情報と共にデータベースとして蓄積し
ていくことがその後の維持管理では重要
となる。
　このようなデータベースの構築には GIS
システムが有効である。本論文では、GIS
システムを用いた地図データの現況を整
理し、それら一般的に入手可能な地理情
報でどのような分析が可能かを示す。ま
た、高速道路を対象として各種地理情報
の表示、処理例を示して GIS によるデー
タベースが高速道路の維持管理にどの程
度利用可能かについて検討した。

2.  一般に公開されている地図情報の実態
調査結果

　数多くの機関により国土の数値情報が
提供されている。国土の数値情報を維持
管理という観点から分類整理した結果を
表 -1 に示す。この結果から分かるように、
広域の情報に関しては、様々な分野での
デジタル化が進んでおり、データの入手
も比較的容易な環境が整ってきている。
表層地質に関しては、表－１に示したよ
うに 50m メッシ ュ 地 質 図、1/50,000 ～
1/200,000 表層地質図、土壌分類図、土壌
分類図などのデータを入手することがで
きる。既往のボーリング調査結果は、柱
状図として「Kunijiban」などのデータベー
スとして公開されており、地質情報の共
有化が進められている。

表－１　国土の数値情報の実態調査結果
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　したがって、広域の変状に対しては概
略の要因分析、事前の要因分析が比較的
容易に行える環境が整ってきたと言える。
しかし、個別の変状の原因分析に必要な
精度の地形図や地盤リスク情報、気象情
報は整備されていない状況にあり、表－
１のデータを利用した上で、維持管理の中
で行う詳細な地形データやボーリング調査
などを個別に追加していく必要がある。

3.  維持管理で収集整理される主な調査
データ

　地盤変動などに起因した変状の調査で
は、変状箇所周辺の地質分布、地質断面図、
地下水分布などの調査が行われ、地盤変
動の監視を行って安全を確保する場合も
ある。これらの情報は、データベースと
して蓄積しておき、新たな変状が発生し
た場合は、その変状発生箇所およびその
周辺で過去に行われた全ての調査結果を
収集分析することが、効率的に対策を検
討する上で重要となると考えられる。
　このようなことから、これまでに実施
されてきた調査データは、地図情報とリ
ンクさせてデータベースとして蓄積して
いくことが望ましい。

4. 高速道路を対象としたシステムの構築
　以下では、高速道路の維持管理を目的
として、地理情報システム（GIS）の構
築を検討した。ここでは、高速道路周辺
で収集可能な既往の地理データを調べ、
個別の調査結果などを追加して、どのよ
うな評価が可能かを調べた。なお、GIS
エンジンとして応用地質株式会社製の

「MAGIS」を使用した。
　GIS は地理情報を効率的に取り扱う
ツールであるが、どのようなデータを収
集整理し、活用するかはそれぞれの目的

に応じて詳細に設計する必要がある。高
速道路の維持管理を念頭において、検討
すべき事項と着目すべき点を図－１に示
した。図－１に示したように、検討は①
使用すべきデータ、②検索・閲覧方法、
③出力方法の３項目について行う必要が
ある。使用すべきデータは、地形地質に
関するものや高速道路などの施設の位置
関係に関するものがある。詳細は表－１
に示したとおりであるが、維持管理段階
ではより詳細な情報が必要となる。した
がって、既往の調査結果や新たな調査デー
タを適宜追加できることが重要となる。
検索・閲覧は、担当技術者が要因分析で
使用できるようにわかりやすい操作性が
求められる。
　データの検索結果は、速やかに対策検
討の資料に供する形で出力されることが
求められる。
　以上の観点でシステムを構築した事例
を図－２から図－５に示した。

図－１　GIS のシステム構築時
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５．あとがき
　ここで示した事例では、既往の調査デー
タを容易にデータベース化し、簡単な操
作で、知りたい箇所の調査結果に簡単に
アクセスするシステムを構築することが
できた。今後は、変状原因の分析を効率
的に行う手法を検討していくことが課題
である。

選択された箇所の
地質情報表示画面

対象箇所をクリックす
ると地質が選択される

図 - ２　速道路周辺の GIS データ（地形図）

図 - ３　表層地質図データの導入例

図 - ４　データベース機能の表示例（検索結果）

図 - ５　データベース機能の表示例（地下水位）
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3 月11日前後の長町−利府線
断層帯周辺

（株）東北開発コンサルタント　橋本　修一

1. はじめに
　2011 年 ( 平成 23 年 ) 東北地方太平洋沖
地震 ( 以下、3.11 地震という ) の発生後、
東北日本各地で内陸地殻内の地震活動に
変化が見られる。これまで地震がほとん
ど観測されていなかった地域で活発化し
た例もある一方、活動が沈静化している
例もある。仙台都市圏を北東－南西に通
過する長町 - 利府線断層帯周辺における
3.11 地震前後の地震発生状況の変化と、
地質露頭状況を検討した。なお、本稿は
応用地質学会東北支部平成 23 年度研究発
表会での発表内容を基に、その後の知見
も加えて整理したものである。

２．3.11 地震による地殻変動
　3.11 地震の発生に伴い、東北日本に大
規模な地殻変動が生じた。GPS の連続
観測によると、3.11 地震時に、陸域では
最大 5.3m 東南東に水平移動・1.2m 沈降
( 牡鹿観測点 )、余効変動 (M 牡鹿で水平
33cm) も観測されている。変動量は均一
ではなく、震源に近い東部ほど変動量が
大きいことから全体として東南東方向に
引張られていることになる（図１参照）。

３．3.11 地震前後の地震活動の変化
　3.11 地震前後のそれぞれ３ヶ月程度の
地震発生個数を比較すると、たとえば
2003 年宮城県中部の地震の震源域の場合
は、27 個から 7 個 (M0.5 以上 ) とほぼ 1/4
に減少している ( 図２)

　2008 年岩手・宮城内陸地震の震源域に
ついて、3.11 地震の前後半年間を比較す
ると、地震活動は明らかに３月以降低調
に推移している。( 図３)。

　単純に考えれば、3.11 以降の地殻変動
は、東南東方向に引っ張り力が作用した
ことになるため、東北地方に一般的な
NNE 走向の逆断層に対しては、逆断層
としての活動を抑制する作用を与えてい
るものと考えられる。
　このような地震活動度の変化について

図 1 本震 (M9.0) に伴う地殻変動の等変動量線図
( 水平変動量 ) 国土地理院資料

図２3.11 地震前 3 ヶ月 ( 左 ) と地震後３ヶ月 ( 右 ) の宮
城県中部の地震発生状況 ( データは気象庁一元化地震カ
タログによる )

2010 年 2011年

3.11

図３3.11 地震前後６ヶ月間の 2008 年岩手宮城内陸地
震震源域の地震発生状況 ( データは気象庁一元化地震カ
タログによる ) 北緯 38.8 度〜 39.2 度、 東経 140.7 度
〜141.0 度の範囲でカウント
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は、ある特定の地震後の周辺地域の地殻
応力変化、すなわち、静的クーロン応力
の変化 ( Δ CFS) を計算して理解するとい
う検討がなされている。遠田 (2011) は、
3.11 地震によるΔ CFS を、東日本の主
要な活断層について計算した。その結果、
長町 - 利府線断層帯を含む、東北地方の
主要活断層はほぼすべて負のΔ CFS に
なった。すなわちその活動が大きく規制
されることが示された。
　一方、現実には主要活断層以外の何か
所かで地震活動は活発化している。これ
が何を意味するのか、広域的な応力場の
変化から説明が試みられているが、今後
どのように推移するのか今のところ不明
である。長町－利府線断層帯に関しても、
本体からすこし西方の地域で活発化して
いる。

４．3.11 地震前後の長町－利府線周辺
　長町－利府線断層帯に関連する周辺地
域については、次のような地震活動の経
緯を有しているが、最近知られてきた広
範囲な地形変動の検出とあわせて、今後
の推移に留意しておく必要がある。
　1998 年 9 月 15 日、長町－利府線断層
帯の深部延長に相当するとされる落合の
地下浅部 13km で M5.2 の地震が発生して
いる ( 図３)。この時は、同断層帯が引き
起こすであろう『地震の核』が形成され
たとも解釈されていた。その後の活動は
急速に衰えたが、2011 年 3 月 26 日以降、
青葉区大倉付近を中心に小地震が頻発し、
時折 M3 クラスの中地震も発生している。
このうち 4 月 30 日の M3.2 の地震の発震
機構解は、前述した 1998 年９月の地震と
同様、東西～西北西に圧縮軸を持つ逆断
層である ( 図４)。 
 　本年 3 月末以降の中・小規模地震の震
源位置は 1998 年の震源域から 6km 西方

にあり、長町 - 利府線そのものではなく、
隣接した別の構造とみることが適切かも
しれない。解析された２つの節面のうち、
西高角度傾斜の面を地表に延長すると、
むしろ「愛子断層」に近い。

　大きな東方移動地殻変動をうけた地域
でこれまでより東西圧縮が弱まった分、
断層面沿いの法線応力が低下し、結果的
に小さなせん断力でも断層が活動しやす
くなったのかもしれない。
　地震活動は 3 月末から発生し、6 月に
は 10 個 / 日と活発化、7 月に入って低調
になっているが、11 月末日現在も継続し
ている（図５）。これらの情報だけから今
後の経過を予測することはできないが、
地形・地質学的事実として愛子断層に関
わる変形、さらに長町 - 利府線断層帯本
体による地表変形、地質露頭を確実に把
握し、今後活動が拡大した場合に想定さ
れる地表変動、斜面崩壊の危険性が高い
地域や範囲を特定しておくことは、防災
上必要と考えられる。
　田力ほか (2010) は、ALOS 画像を用い
た立体視により、従来写真判読では認識
することの出来ない広域的な変動地形の
抽出を試み、すでに幡谷 (2006）が段丘高

図４　1995 年９月の地震と 2011年 4 月30 日の地震、
長町―利府線断層との位置関係
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度の TT 法を用いて指摘した南北方向の
隆起域 ( 図６) を含めた地域において、複
数の幅広の撓曲と小規模な断層変位を示
唆する地形を認めている。また、これら
は地表まで達しない震源断層が地下深部
に存在する可能性を指摘している。

５．3.11 地震前後の露頭状況変化
　3 月以降活発化している地震の震源域
は、今のところ地下 7 ～ 8km 以深に限定
されており、直接的に地表に影響が生じ
ているものではない。
　念のため、長町―利府線断層帯にかか
わる地表や露頭状況の変化の有無等を検
討している。一例として同断層帯のうち、
バックスラストのひとつである鹿落坂断
層の露頭を示す。同断層は現在では、法
面保護のため観察できないが、渡辺 (1977)
のスケッチ ( 図７) が残されている。
　3.11 地震時に鹿落坂の急傾斜地が崩壊
しているが、スケッチから推定すると、鹿
落坂断層のやや北方で表層崩壊し、下方
の木造家屋を破壊しているように見える
( 写真１、4 月 2 日撮影 )。木造家屋撤去後
は、スケッチに表現されている地層傾斜も
遠望することができる ( 写真２、4 月 24 日
撮影 )。なお、同断層の走向方向の周辺の
地表に膨隆などの変形は認められない。

図 5　2011 年 3 月から11 月の大倉付近の地震発生状
況 (M1 以上。上：M-T 図、下：N-T 図。北緯 38.2 度〜
38.4 度、 東経140.6 度〜140.8 度の範囲。鶴岡 ,1998
の手法による ) 

図６　幡谷 (2006) による過去 10 万年程度の隆起量の
分布と活構造

図 7　渡辺 (1977) による鹿落坂断層の露頭スケッチ（一部加筆）

写真１　鹿落坂の斜面崩壊（4 月 2 日撮影）
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６．おわりに－断層露頭の整備
　長町－利府線断層帯の活動履歴はまだ
不明な点が多く残されている。また、3.11
後の変動が今後、既知の活断層に具体
的にどう影響するのか予断を許さないと
ころもある。現在の小規模な地震活動が
仮に拡大し、全体にわたって破壊するこ
とを想定した場合、地表変形が顕在化す
るの場としての断層露頭の存在と性状を
知っておくことは重要である。
　ただ、現在は地表改変が進んで露頭の
存在すら不明になっている場合もある。
一方で、土地造成に伴い一時的に出現す
る断層露頭もあるが、多くの場合記録は
散逸しがちである。

　これらの露頭を再整理して保存するこ
とは、応用地質学的な基礎資料として議
論の場を提供することになり、今後の活
断層評価に基本的な地質情報を的確に提
供でき、また、地域防災にも貢献できる
ものと考えられる。

【参考文献】
幡谷竜太 (2006) 河成段丘を用いた第四紀
後期の隆起量評価方法の検討 (3)- 過去 10
万年の隆起量分布により明らかにされる
内陸部の地殻運動 -、電力中央研究所報告、
N05017,21p.
田力正好・水本匡起・松田時彦・松浦律子・
今泉俊文・横山隆三 (2010) 奥羽脊梁山脈
東縁 , 仙北平野周辺の変動地形と活構造．
日本地震学会 2010 年秋季大会講演予稿集
(P3-57)
遠田晋次 (2011) 本震前後の地殻応力変化
と地震応答、活断層への影響、シンポジ
ウ 2011 年東北地方太平洋沖地震に伴う内
陸活断層の挙動と地震活動・地殻変動」
講演予稿集 p.15-18.
鶴岡　弘 . WWW を用いた地震情報検索・
解析システムの開発．情報処理学会研究
報告 ; データベースシステム 115-9, 情報学
基礎 49-9, 65-70(1998). 
渡辺萬次郎 (1977) わが町仙台。宝文堂。

写真２　鹿落坂の斜面崩壊（4月24日撮影）。鹿落坂断層は養生シー
ト手前のモルタル吹きつけ部と推定。木造家屋は撤去されている。
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東北地方太平洋沖地震の津波堆積物
（株）ダイヤコンサルタント 東北支社

高野　邦夫、大内　学、新山　雅憲
　伊藤　靖雄、中倉　弘道

1. はじめに
　平成 23 年 3 月 11 日午後 2 時 46 分頃に
発生した東北地方太平洋沖地震（マグニ
チュード 9）は、死者、行方不明者が約
19,334 人（平成 23 年 9 月公表）の甚大な
被害をもたらしたが、被害のほとんどは
地震発生後約 30 分以降に東北から北関東
の沿岸部に襲来した大津波によるもので
ある。この大津波は貞観地震（西暦 860 年）
に類似する大規模なものであり、津波浸
水高は、久慈港で 8.67m、宮古港で 8.16m、
陸前高田で 17.6m、釜石で 11.76m、大船
渡で 10.69m、陸前高田で 17.60m、気仙
沼で 5.86m、女 川 港 で 19.13m、石 巻 港
で 7.66m、仙台港で 13.87m、若林区荒浜
で 12.37m、仙台空港で 11.72m、相馬港で
10.89m、小名浜港で 6.95m と観測史上最
大の高さを記録している。本稿では東北
地方太平洋沖地震の津波によりもたらさ
れた津波堆積物の性状、分布等の調査結
果について報告する。

２．津波堆積物調査位置及び手法
　津波堆積物の調査は、宮城県下の沿岸
低地部の主に農地よりなる平野部で、海
岸側に建築物等の遮蔽物が少ない①仙台
市若林区荒浜、②名取市下増田③亘理郡
山元町磯浜の 3 箇所で実施した（図 -1）。

調査は概ね海岸線に直交する方向で津波
浸水域の踏査を行い、海岸より約 100 ～
500m の間隔で深さ 0.1 ～ 0.4m のテスト
ピットを掘削し、津波堆積物の断面観察
を行った（図 -2）。

３．津波堆積物の分類
　津波堆積物は、上位から浮遊物、粘土層、
砂層の 3 層に区分される。
　3.1 浮遊物
　浮遊物は、木片、枯草、人工物などで
あり、津波浸水範囲の全域に散在して分
布している。今回の地震では家屋、車、
船など多様な人工物が瓦礫として津波到
達範囲に大量に堆積している。なお、古
い時代の津波では、人工物の割合は少な
くなり、草、木、動物遺体等の自然物の
割合が多くなると考えられる。
　3.2 粘土層
　粘土層は、津波が引いた後も冠水して
いた窪地等の低地部に分布し、海側で浸
食された表土や沿岸域に堆積した粘土等
を起源とする細粒分が堆積したものであ
る。本層は暗褐色～黒褐色を呈する有機
質粘土よりなり、しばしば植物片を含み、
厚さは 0.1 ～ 6.5cm である（写真 -1,2）。
なお、粘土層を新聞報道等では津波ヘド
ロと称している。図 -1　調査位置

※ 当該地図は電子国土ポータルによる1／ 600,000 地図を引用した

図 -2 仙台市若林区荒浜地区の調査箇所
3 月12 日撮影正射画像：水田に海水が冠水する（国土地理院ホームページより引用）
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　3.3 砂　層
　砂層は津波浸水範囲に広く分布し、海
底、海浜、砂丘等に分布していた砂が津
波により陸域に運搬され堆積したもので
ある。海岸付近の津波による浸食域と内
陸側の津波到達域の約 0.1 ～ 1km の範囲
には分布しない傾向がある。砂層の上位
には有機質な粘土層が分布することが多
い（写真 3 ～ 5）。砂層の厚さは、概ね 0.1
～ 35cm であり、主に 3 ～ 20cm の範囲で
あることが多く、内陸側に向かって粒径、
層厚を減ずる傾向が認められる。

　砂層は灰色～褐灰色を呈し、粒径は場
所により細砂～粗砂と多様であり、平行
葉理が認められることもあるが、無層理
で級化構造も不明瞭であることが多い。
有機質土の偽礫を含む箇所や礫、陶器片
等を含む箇所が認められる。色調や粒径
は海浜、砂丘等の浸食域の構成物を反映
していると考えられる（写真 3 ～ 7）。

写真 -1　粘土層（図 -1 の地点 7 の産状）

写真 -2　砂層を伴わない粘土層 （図 -1の地点11での産状）

写真 -3　粘土層に被覆される砂層
　（宮城県亘理郡山元町磯浜）

写真 -4　葉理の認められる砂層 （図1の地点4での産状）

写真 -5　無層理の砂層（図 -1 の地点 1 での産状）

写真 -6　粘土層を伴わない砂層
砂層 1 は塑上時に堆積、砂層 2 は引潮時に堆積

（図 -1 の地点 5 での産状）
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４．津波浸水域の堆積物による区分 
　津波浸水範囲は、津波堆積物の層相、
分布等から、海側より浸食域、砂層堆積域、
粘土層堆積域に区分される。
　4.1 浸食域（無堆積域）
　浸食域は海岸線から海浜、砂丘付近に
分布し、表層の地盤や舗装等が部分的に
剥ぎ取られる等の主に地盤面が津波によ
り浸食された場所である。堤防や道路盛
土等の高い箇所の陸側で顕著な浸食が認
められる。これは、津波が高所を乗り越
えて、陸側の段差で滝のように流下した
際に地盤を浸食したものと考えられる。
アスファルト舗装等が剥ぎ取られて窪地
となっている箇所も認められる（写真 -8
～ 12）。部分的に引き波で堆積したと考え
られる砂層が認められ箇所もある。

写真 -7　粘土偽礫を伴う砂層
引潮時に堆積した砂層 2 の基底付近に粘土礫が含まれる

　（図 -1 の地点 3 での産状）

写真 -8　津波の浸食による水路の形成
左側は津波により侵食され水路状を呈する溝状の窪地。
防潮林の松は大部分が押し倒されている。

（仙台市若林区荒浜・図 -2 左下参照）

写真 -9　津波により破壊された防潮堤
背面（右側）が津波により抉られている。手前の水域は
写真 -8 の浸食部に同じ。

（仙台市若林区荒浜・図 -2 左下参照）

写真 -10　津波侵食による盛土の破損
貞山堀沿いの堤防（サイクリングロード）の舗装等表層が
津波により剥がされている。内陸側が侵食され窪地となっ
ている。

（仙台市若林区荒浜・図 -2）

写真 -11　津波による漁港の舗装面の浸食
津波により窪地状に浸食される。

（宮城県亘理郡山元町磯浜漁港）
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　4.2 砂層堆積域
　砂層堆積域は浸食域の内陸側に分布し、
津波が浸入した際に海底、海浜、砂丘等
から運搬されてきた砂が堆積する範囲で
ある。なお、津波が引いた後も冠水して
いた低地部では砂層の上位に薄い粘土層
が堆積している（写真 13,14）。

写真 -12　津波による防潮堤背面の侵食
防潮堤背面が溝状に侵食される。倒壊する防潮堤手前の
水域は侵食により形成された窪地。

（宮城県亘理郡山元町磯浜漁港）

　4.3 粘土層堆積域
　粘土層と砂層の分布域は重複しているこ
とが多いが、砂層分布範囲の内陸側に分布
する粘土を主体とする範囲を粘土層堆積域
と定義した。粘土層堆積域は砂が沈殿した
後の津波がさらに内陸側に浸入した範囲で
あり、主に薄い有機質粘土層、軽い浮遊物
が分布している ( 図 -15 ～ 17)。 

写真 -13　砂層堆積域（水田）
水田の表面が厚さ約 5 〜15cm の砂層に被覆される。引
き波時に砂層が堆積したこと、冠水時間が短かったこと等
から粘土層は1cm 以下と薄い。

（仙台市若林区荒浜・図 -2 の1 地点周辺）

写真 -14 冠水のため表層を薄く粘土に被覆される砂層堆積域（水田） 
手前は道路から運ばれたアスファルト舗装片が散在する。砂層の
厚さは約18cmで表層は厚さ約 8mm の粘土層に被覆される。

（仙台市若林区荒浜・図 -2 の 3 地点周辺）

写真 -15　粘土層堆積域（水田）
水田の中に厚さ 2 〜 3cm の有機質粘土が堆積している

（仙台市若林区荒浜・図 -2 の 8 地点周辺）

写真 -16　粘土層堆積域の近景
粘土層の基底に厚さ 0.5cm 以下の層状〜レンズ状の砂
層を伴う。さらに内陸では砂層は分布しない。

（仙台市若林区荒浜・図 -2 の 8 地点付近）

写真 -17　粘土層堆積域表層の状況 
（宮城県名取市仙台空港北側の農地）
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　4.4 津波浸水域先端付近の状況
　粘土層堆積域より内陸側の浸水および
遡上範囲先端付近では有機質粘土層が極
めて薄くなり、軽い浮遊物が分布してい
る（図 -19）。

　4.5 津波堆積物の分布及び側方変化
　本調査は、海岸平野の主に農地を主体
とする範囲を対象としたため、津波堆積
物の分布状況、構成物の側方変化を連続
的に確認することができた。津波浸水域
は、砂層、粘土層の分布から、海側より
浸食域、砂層堆積域、粘土層堆積域に区
分される（図 -3）。地表の起伏等の影響を
受けるものの、砂層堆積域での砂層の厚
さは内陸側に従い薄くなり、細粒化する

傾向がある。粘土は、主に冠水域に堆積
するため、冠水域に分布する砂層を薄く
被覆し、内陸側の砂層が分布しない範囲
では粘土層だけが分布している。さらに
内陸側の津波遡上域では粘土がほとんど
分布しなくなる傾向が認められる（図 -4）。
砂層堆積域、粘土層堆積域の表層は軽い
浮遊物に被覆されるが（写真 -18）、津波
遡上域の先端部では、粘土層がほとんど
分布しないで、軽い草本類や小枝などの
浮遊物のみ堆積している（写真 -19）。

５．おわりに
　歴史地震の津波堆積物に関する調査・
研究は、砂層の有無に着目して実施され
るが、 砂層は風成、高潮、洪水等のイベン
トによっても形成される可能性があること
から、粘土や泥炭等に挟まれる砂層を津
波堆積物として認定することが難しい場
合がある。今回の津波堆積物の調査結果
によれば、 砂層の直上に有機質な粘土層、
樹木等の植物遺体が分布することが多い
ことから、砂層の上位にこれらが分布す
る場合には津波堆積物とみなせるものと
考えられる。また、砂層が連続しない内
陸側にあっても、 砂層と同一層準に有機質

図 -18　瓦礫により多い尽くされる農地
漂流物の下位には砂層あるいは粘土層が分布する

（宮城県名取市仙台空港北側）

図 -19 遡上域先端部
砂層、粘土層は認められず枯れ草、小枝などの厚さ 1 〜
数 cm の軽い漂流物のみ分布する。赤矢印より下の苔が
枯れている部分が津波到達範囲である。

図 -3　津波遡上域の堆積物による区分
（仙台市若林区荒浜地区）
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な粘土層、樹木等の植物遺体の濃集層が
分布する場合には、これらは津波到達範
囲の指標となることから、 この粘土層及び
濃集層の分布域も津波が到達した範囲と
して認定してよいと考えられる。

【参考文献】

(1) 藤原治 (2004) 地震イベント堆積物研究
の重要性と防災研究への展望、地質学論
集第 58 号
(2) 七山太 (2004) 遡上津波堆積物概論 - 沿
岸低地の津波堆積物に関するレビューか
ら得られた堆積学的認定基準、地質学論
集第 58 号

図 -4　砂層、粘土層の厚さと海岸線からの距離
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図 -5　津波堆積物の模式地質断面図　- 仙台市若林区荒浜地区 -
（断面線は図 -2、3 の調査地点を連ねている）
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1. 地震の概要（日本観測史上最大の規模と震源域）
地震の名称 平成23年東北日本太平洋  沖地震
発生日時： 2011年3月11日、14時46分18.1秒
震央：  三陸沖  約130km 

 北緯38度6分12秒 
東経142度51分36秒 
震源の深さ：24km

規模： モーメントマグニチュード (Mw)9.0
震源域： 岩手県沖から茨城県沖南北約500km、東西約200km
最大震度： 震度7( 宮城県栗原市築館町、計測震度6.67)
最大加速度 (PGA)：2,933ガル ( 宮城県栗原市 )
地震の種類 : 海溝型地震、逆断層型

東日本大震災報告
地震の概要と被害状況

技術委員会

日本付近のプレート分布および、
本震震源域・余震域の分布

気象庁資料

　・地震は単一ではなく、3つの地震が連動したもの ( 連動型地震 )。　気象庁
　・ 大きな断層破壊が、1. 宮城県沖、2. 宮城県のさらに沖合、3. 茨城県北部沖の陸に近い部

分の順に起こった。　東京大学地震研究所
　・ 地震はプレート境界海溝側の浅い部分と陸地側の深い部分で往復する形で破壊が進行

した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サイエンス2011年5月20日付け
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2. 震災の概要（死者・行方不明者数は関東大震災、明治三陸地震に次ぐ戦後最大の自然災害）
　震災の名称：東日本大震災
　津波被害： 東日本の太平洋側で波高10m 以上、最大遡上高40.5m に上る大津波が発生し、

東北地方と関東地方の太平洋沿岸部に壊滅的な被害をもたらした。 
津波による浸水域は561k ㎡に上り、その後地盤沈下により長期的な浸水箇
所も発生している。

　液状化被害： 東日本の広範囲で地盤の液状化が観測され、千葉県浦安市では埋め立て地
が大半を占めていることから市面積の85％が液状化した。

　人的被害：死亡 (15,843名 )、行方不明 (3,469名 )、負傷 (5,890名 ) 2011.12.22現在　警察庁
　建物被害：全壊 (126,315戸 )、半壊 (227,339戸 )、一部破損 (643,038戸 ) 2011.12.12現在　警察庁

　他　道路・鉄道・航空・港湾施設、農地に甚大な被害が生じた。これらの被害は津波に
よりもたらされたものが大半を占める。
　また地震と津波による被害を受けた福島第一原子力発電所の放射性物質の漏洩を伴う
事故により、深刻かつ長期的な二次災害に直面している。
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東北地質調査業協会としての動き

広報委員会

１．災害対策本部の設置
　初動の態勢として、地震発生の翌々日（3/13）には早坂理事長の指示のもと、在仙協会員
の協力を得て災害協定を締結している東北地方整備局ならびに宮城県土木部に応援協力を
打診・情報確認に動きました。宮城県土木部から応援要請の打診があり、その対応に向けて早
坂理事長によって災害対策本部の立ち上げ宣言と対策本部詰め役員が緊急召集されました。
　名　　称： H23年東北地質調査業協会災害対策本部（協会事務局内）
　本 部 長：    早坂理事長（宮城県理事）
　副本部長：    大友総務委員長（宮城県理事）、高野技術委員長（宮城県理事）、
　　　　　  高橋広報委員長（宮城県理事）
　役　　員：鶴原技術委員（宮城県理事代理）、西山事務局長

　以下に災害対策本部の動きと災害時の被害状況調査（緊急点検調査）の動きを時系列で
示します。
　・ 3/14　災害対策本部の立ち上げと同時に、同日付けで下記に示す宮城県土木部長から応援

協力が正式要請された。宮城県会員を始め青森・岩手･秋田･山形及び福島県会員に派遣要
請を打診、受諾会員各社に緊急通行車両等確認書等の申請手続きを指示。青森・福島･岩手
県会員は各県内それぞれに災害対応するとの回答を受諾。

　・ 3/16　宮城県土木部に対策本部設置を報告し要請内容を確認。会員各社との調整、体制づ
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くりの相互連絡及びアンケート形式による各社の社員、社屋、事務所等の被害状況の確認作業
に着手。

　・ 3/18　宮城県土木部で技術打合せ（調査方法、点検要領、結果報告等）。担当者召集の連絡。
　・ 3/19　対策本部で担当者会議。班構成、名簿作成と調査方法、点検要領、結果報告等の指示。
　・ 3/20　宮城県土木部に班編制と名簿等を提出。3/22からの現地着手を打診。
　・ 3/22 ～　緊急点検開始。一次調査として震度5強以上を観測した34市町村の内、宮城県

沿岸部を除く22市町村を対象。土砂災害危険箇所のうち、土石流危険渓流1,850箇所、地す
べり危険箇所55箇所を18社32班体制で着手（うち、山形県会員3社3班、秋田県会員4社6班）。
なお、急傾斜地崩壊危険箇所については ( 社 ) 全国特定法面保護協会東北支部が担当。

　・ 3/24　沿岸部への二次調査の打診要請があり、それに向けて体制づくり。山形･秋田県会
員を除く一次調査班を継続導入する方針を決定。この時点で事務局がまとめた安否確認･被
害状況のアンケート集計結果を全協会員に向けて発信。

　・ 3/27　二次調査の点検要領の確認。班編制、名簿等の提出。宮城県沿岸部12市町村を対象。
土砂災害危険箇所のうち、土石流危険渓流1,095箇所、地すべり危険箇所4箇所を11社30班
体制で担当。

　・3/29 ～　沿岸部12市町村の二次調査を開始。
　・ 4/ 8 ～　前日4/7発生の余震（震度6）に対する再点検調査要請への対応確認。一次、二次

調査の現地進捗状況及び結果報告、取りまとめ状況の確認。
　――以降は、対策本部を委員長会が代行――
　・ 4/11　東北地方整備局へ災害協力の打診と情報交換。
　――この間、担当した各社・各班による宮城県土木部への個別の報告及び連絡がとり交わされ、
　　　4月中旬には現地調査を終了、以降、取りまとめに入り5月上旬には報告が完了――
　・ 7/20　一連の緊急点検業務完了に伴い宮城県土木部を表敬訪問、河川砂防課、事業管理

課に御礼の挨拶。
　　  なお、災害対策本部は平成24年3月末までを目処に設置を継続中。

２．支援活動など
　震災に伴い、( 社 ) 全国地質調査業協会連合会を始めとする各地区協会ならびに関係機関･
団体から暖かい励ましの言葉、義捐金･見舞金等が当協会に寄せられました。また、災害対策
本部にも協会員各社から陣中見舞いをいただきました。ここに記して厚く御礼申しあげます。　
　

（１）災害復興への寄付
　( 社 ) 全国地質調査業協会連合会からの義捐金100万円を、被災県の青森県、岩手県、宮城
県及び福島県に「災害復興寄付金」として全額寄付させていただきました。青森県へ金10万円、
岩手 ･宮城･ 福島県にそれぞれ金30万円を寄付させていただき、各県知事から丁重なる礼状が
届いております。

（２）学術的支援
　( 社 ) 全国地質調査業協会連合会を始めとする各地区協会ならびに関係機関･団体からの見
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舞金総額278万円の一部を学術的支援に有効に活用させていただくことにしました。
　東日本大震災により、地質、古生物、考古、歴史、民俗学等に関わる標本や資料も少なからず
破損・消失するなどしました。とりわけ、当協会の専門技術を支える重要な地質学に関わる学術
貢献活動の一端として、地質、古生物学に関わる標本や資料の復元・保存事業を支援することに
し、東北大学総合学術博物館の化石レスキュー事業に金10万円、岩手県立博物館に地質標本
整理用の物品10万円分寄贈することにしました。東北大学総合学術博物館の永広昌之名誉教
授から御礼のメッセージを、岩手県立博物館の大石雅之首席専門学芸員からは、当協会の申し出
に大変感謝しているとの謝辞をいただいております。（別添　詳細記事を掲載）

3．技術講演会の開催と講演論文集発行
　学術的支援と同様、大震災復興に向けた協会の姿勢として、寄せられた見舞金を有効に活用
する行事等をアンケートで会員に募ったところ、協会員からは協会誌「大地」に震災特集を組みそ
の発行費用に充てる意見、有識者による講演会を開催して記念論文集を発行して記録に残す意
見等がありました。協会として後者の講演会を参加費無料で市民向けに開放することを決定し、
当協会も一員である「宮城県沖地震対策研究協議会」の各位にお力添えをいただき、共催という
かたちで開催しました。講演会の日時、会場および演題等は以下のポスター・チラシに示したとお
りです。

東日本大震災に関する

技術講演会
－巨大地震・巨大津波がもたらした被害と教訓－
昨年3月11日に発生した東日本大震災は、事前に想定されていた規模をはるかに上回る地震による戦後最悪の災害となり、津波
によって沿岸域で壊滅的な被害が生じたと同時に、長時間の地盤震動により多くの建物や地盤の被害が引き起こされました。
現在この災害について様々な調査が行われ、復興に向けた検討が進められておりますが、宮城県沖地震対策研究協議会および
東北地質調査業協会は、地震・津波・振動・地盤の４つの項目について、これまでで明らかになった東日本大震災の実態と、
今後の復興および地震災害低減への課題に関する講演会を開催いたします。

■主　催：宮城県沖地震対策研究協議会、東北地質調査業協会
■後　援：国土交通省東北地方整備局、宮城県、岩手県、福島県、仙台市、
　　　　  東北電力、JR東日本仙台支社

2012年2月23日（木）13：30～16：25（13:10受付開始）
仙台市青年文化センター シアターホール
仙台市青葉区旭ヶ丘3-27-5　 TEL：022-276-2110
（仙台市営地下鉄　旭ヶ丘駅より徒歩2分）　●CPD証明書発行

■問 合 せ 先：宮城県沖地震対策研究協議会事務局（大野） 
 TEL 022-795-6169／FAX 022-795-7854／kyogikai@saigai.str.archi.tohoku.ac.jp 

■参加申し込み：参加を希望される方は、所属機関名、部署名、氏名、連絡先を記入の上、下記宛にメールあるいはファックスにて申し込んでください。
 定員になり次第、参加申し込みを締め切らせていただきます。
 東北地質調査業協会事務局　　TEL 022-299-9470／FAX 022-298-6260／tohoku-geo@nifty.ne.jp

至泉中央 至南光台

至八乙女

北根交差点

台原森林公園

仙台市
科学館 旭ヶ丘

小学校

旭ヶ丘
市民センター

青年文化センター
旭ヶ丘駅

定　員
550名
参加費・論文集
無 料

下記の要領で
事前に参加申し込みをしてください

場所：宮城県気仙沼市大島浦の浜港　撮影日 平成 23年 3月 31日　
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講演会　会場風景（1） 講演会　会場風景（2）

ご挨拶される長谷川会長

源栄正人教授

海野徳仁教授

風間基樹教授

越村俊一准教授

挨拶する早坂理事長
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　講演会は、地震・津波・振動・地盤の４つの項目について、これまでで明らかになった東
日本大震災の実態と、今後の復興および地震災害低減への課題に関し、「宮城県沖地震対
策研究協議会」会長　長谷川昭氏（東北大学名誉教授）の開催挨拶から始まり、海野徳仁氏

（東北大学教授）、越村俊一氏（東北大学准教授）、源栄正人氏（東北大学教授）、風間基樹氏
（東北大学教授）の４氏がそれぞれのご専門の立場から講演されました。会場への来場者
は400名を数え、その中に一般市民の方々の参加申し込みが50名を超えるなど、各方面か
らの関心の高さとともに会場は熱気に包まれました。講演の終わりに、当協会の早坂功理
事長が閉会の挨拶をされ、各関係機関への謝意ならびに当講演会の盛行を宣言し、成功裡
に終了しました。なお、記念論文集2,000部は、来場者はもちろんのこと各関係機関およ
び大学等の学術機関にも広く配布し、一般市民の方々にも東日本大震災への当協会の取り
組み姿勢をアピールする良い機会を得たと考えています。　　　　　　　　　　　　　
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　平成23年3月11日に発生した東北地方
太平洋沖地震による東日本大震災によっ
て、多くの尊い人命や貴重な財産、そし
て膨大な社会資本を失うことになりまし
た。同時に、主に津波によって博物館な
どが被災し、地質、古生物、考古、歴史、
民俗学等に関わる標本や資料も少なから
ず失われました。これらのうち、考古、
歴史、民俗学に関わる標本や資料は文化
財指定や登録が行われているものが多
く、行政ルートでの標本や資料の保存、
修復がなされているものの、地質、古生
物学に関わるものはその対象から漏れる
ことが多いという実態でした。
　当協会の会員企業は、地震発生直後か
ら、緊急の災害調査や復旧・復興事業に関
わる調査・設計業務に対応し、大いに社会
貢献したことはご存じのとおりです。さ
らに今回、当協会の専門技術を支える重
要な地質学に関わる学術貢献をすること
にしたのです。すなわち、行政ルートの
対象から漏れることの多い地質、古生物
学に関わる標本や資料の保存事業を支援
することにしたのです。
　大震災によって被災した歌津魚竜館所
有の貴重なウタツギョリュウなどの大型
化石を、回収、保管、修復する事業を東北
大学総合学術博物館の永広昌之名誉教授
が中心となって実施されているという情
報を得ました。また、陸前高田市立博物
館では被災後、職員や他の研究機関職員、
自衛隊員などにより別の場所に運び出さ
れた多くの地質標本を、洗浄、保管、修復
する事業を岩手県立博物館の大石雅之首
席専門学芸員を中心に実施されているお
話も伺いました。
　そこで、当協会より、この二つの事業
を支援すべく、東北大学総合学術博物館
には事業経費の支援として金10万円を寄
付し、岩手県立博物館には地質標本整理
用の物品を10万円分寄贈ずることにいた

東日本大震災に関わる当協会の
学術的な支援について

理事・広報副委員長
佐々木　和彦

しました。
　東北大学総合学術博物館には、平成23
年11月に寄付を行い、永広昌之名誉教授
からお礼のメッセージをいただきました。
　岩手県立博物館の大石雅之首席専門学
芸員からは、当協会の申し出に大変感謝
していただきましたが、地質標本整理や
その他修復作業が大変忙しく、必要な物
品のチェックにまだまだ時間がかかると
のことでした。そのため、今回の「大地
52号」発刊までには物品寄贈ができませ
んでしたが、大石雅之首席専門学芸員の
作業が一段落した段階で、不足する物品
を教えていただきそれらを寄贈すること
にしています。

 

寄付金を贈呈する早坂理事長（右）と
東北大学総合学術博物館の永広昌之名誉教授（左）

寄付金に対する東北大学からのお礼文書
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　この博物館は岩手県の県制百年を記念
して昭和55年（1980年）10月に開館した
総合博物館です。地質時代から現代にい
たる地質・考古・歴史・民俗・生物などの
資料が展示され、岩手県の自然と文化が
理解できるようになっています。

（同館のホームページより）

3.11大震災で被災した歌津「魚竜館」標本のレスキュー事業
東北大学総合学術博物館　　永広昌之

　2011年3月11日の東北地方太平洋沖地震によって発生した大津波は東北日本の太平洋沿岸域に大きな被害を
もたらし，海岸沿いの地域では多くの人命が失われ，また，建築物やライフラインが壊滅的な被害を受けた．津波
に襲われた建物にはいくつかの博物館施設もあった．被災した文化財・資料・標本などの貴重な文化遺産を安全に
保管し，洗浄・除菌や修復を行い，後世に継承するために，文化庁が中心となって文化財レスキューの活動が各地で
行われたが，宮城県に自然史分野を扱う博物館はなかったので，東北大学総合学術博物館は文化財レスキュー宮
城の自然史標本担当となった．ここでは，南三陸地域の自然史標本のレスキュー活動のうち，地質標本レスキュー
の概要について紹介する．
　宮城県南三陸地域では，気仙沼市の岩井崎プロムナードセンター，南三陸町歌津の魚竜館，石巻市の雄勝公民
館，女川町のマリンパル女川などに地質標本が収蔵・展示されていた．調査・標本レスキュー作業はライフラインの
回復を待って，4月以降に行われた．
　岩井崎プロムナードセンターは，3階建ての建物全体が水没し，建物外壁は残ったが，内部はほぼ完全に破壊さ
れた．センターには地元気仙沼のペルム紀化石標本や岩井崎石灰岩標本など数10点の化石・岩石標本があったが，
大部分は流失し，回収されたのは腕足類など10点のみであった．
　雄勝公民館は2階建ての建物全体が壊滅的な被害を受けた．2階展示室に地質標本があったが，その展示物
の詳細は不明であり，調査の際にはウミユリ石灰岩の標本1点のみが確認された．
　マリンパル女川には東北大学総合学術博物館が貸出した約50点の化石標本が1階に展示されていた．展示室
の内部はほぼ完全に破壊され，重油混じりの土砂が流入していた．幸い化石展示ケースは軽微な破損で，標本はす
べて回収された．
　南三陸町の魚竜館は，旧歌津町館崎での世界最古（前期三畳紀）の魚竜ウタツギョリュウの発見（1970年），管の
浜での中期三畳紀のクダノハマギョリュウの発見（1985年）を契機として，1990年に建設された．魚竜館は水産
振興センター 2 階展示室とクダノハマ魚竜化石産地露頭を覆う「魚竜館」からなる．旧歌津町はベザーノ魚竜の産
地として有名なイタリア・ベザーノ市と友好都市条約を結び，1999年には魚竜館を会場とする国際魚竜化石サミッ
トを開催している．このサミット開催を機に，魚竜館は多くの魚竜標本を展示する「魚竜」博物館へと発展した．魚
竜館は2階屋根を越える津波に襲われたが，建物外壁は残り，多くの展示標本類は展示室内部を激しく移動したも
のの，展示室内にとどまっていた．50数点あった魚竜・アンモノイド・貝類等の化石標本は，損壊したものもあったが，
2点を除いて回収できた．4月4日の予備調査以降，数回にわた
る調査と小型の標本のレスキュー事業が行われた．大型魚竜標
本の回収は困難であったが，文化庁の援助を受けて，10月30日
～11月1日に大型クレーン車を導入して搬出した．
　レスキューされた標本の一部には，破損や海水による劣化が見
られた．これら標本を未来に継承し，研究・教育あるは普及への
活用を図るためには早急な修復作業が望まれていた．とくに，11
月1日に救出されたドイツ・ホルツマーデン産のジュラ紀大型魚
竜標本（Stenopterigius：125.5 cm×294.5 cm）は，裏打ちボー
ドが海水により劣化し，また，鉄製フレームは腐食し，錆びに覆わ
れていた．そのため12月に化石本体をボードから切り取り，ボー
ドの劣化した部分を除去し，新たなボードにはりつけ，さらにステ
ンレス製フレームで強化する修復作業を業者に委託し，行った．
現在魚竜館からレスキューされた化石標本類の多くは総合学術
博物館に保管されており，修復されたホルツマーデン産標本とベ
ザーノ産三畳紀魚竜化石標本（レプリカ）の2点の大型標本は仙
台市科学館で展示されている．
　なお，ホルツマーデン産魚竜標本の修復経費には，日本地質
学会および東北地質調査業協会からの助成金をあてた．ここに
謝意を表する次第である．

東北大学総合学術博物館の永広昌之名誉教授からのメッセージ

岩手県立博物館

修復されたドイツ・ホルツマーデン産魚竜化石
（仙台市科学館エントランスホール）

歌津「魚竜館」からの大型標本レスキュー作業
（2011 年 11 月 1日）
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あの日 
　岩手県内陸に位置する北上市でも雪が
消えた春の穏やかな週末の午後、携帯電
話の異様な警報音と同時に、あの強烈な
揺れが襲ってきた。携帯電話の画面には、

「宮城県沖で強い地震」。一瞬にして、机
上のモニターや書類が飛び落ち、重ねた
本箱や書棚が倒れた。
　2 階の事務室の揺れはあまりにも大き
く、机に掴まって体を支えるのが精一杯
で、身動きがとれない。揺れは間もなく
収まるだろう…そんな考えを見透かした
かのように、二度、三度と揺れが激しく
なった。誰かの悲鳴が聞こえた。一体、
何が起こっているのだろう。天井の照明
がすーっと消え、咄嗟にスイッチを入れ
たテレビの画面も暗くなった。
　3 分だったのか、5 分だったのか、よ
うやく揺れが収まり、机から手を離した
ときに、強い余震が来た。
　机の間の通路は、文字通り足の踏み場
もない状態で、壁に架けた賞状の額はす
べて傾き、震動でロックが外れて開いた
窓からは冷たい外気が流れこんでくる。
絶え間ない余震の度に、外に見える電柱
と電線が大きく揺れる。
　揺れが続く中、とりあえず、事務室の
出入り口までの床に落ちた物を脇へ押し
やり、通路を確保した。それ以外は何か
らどう手をつけていいのか分からない。
　1 階の揺れは 2 階ほど大きくなかった
ようで、壁の額はそのまま。しかしタイ
ムレコーダは、針が 2 時 47 分を指した
まま、カウンターから転がり落ちていた。
　外出から帰社した社員が、信号機が消
えているとの情報を伝えてきた。
　16 時、とりあえずの片付けをし、女性
社員を帰宅させた後、県と建設業協会と
の協定で深度 4 以上の地震時に行なうこと
になっている点検パトロールに出発した。
　車載のテレビは、震度情報と大津波警
報とに重ねて、乾いた土色の田に黒いシ
ミが広がるように津波が流れこむ様子を
映している。その映像は、音が無い故に

かえって不気味さと恐怖を感じさせた。
　やはり大変なことが起きつつある。そ
う思う一方で、信号が消え、行き交う車
の速度がいつもよりやや速く感じる以外
は、普段と変わらない風景が車窓の外を
流れているのが不思議だった。
　あれほどの揺れにもかかわらず、建造
物の被害は殆ど見られない。パトロール
対象の道路も橋も堤防も、ひとつの橋で
舗装の継ぎ目が破砕されていた以外は無
事だった。
　18 時、社員と現場の無事を確認し、翌
朝再集合することとして、ひとまず解散。

一ヶ月後まで
　翌 12 日。7 時半に集合し、社員の家族
と家屋の無事が確認できた。10 時まで社
内の点検と整理。現場で出番の少ない旧
式の発電機を分電盤に接続して、最低限
の電力を確保。まず携帯電話の充電とは、
時代を象徴する光景だった。積み上げた
資材の一部が崩れ、本社建物の一部が破
損した以外は、目立った被害はなかった。
10 時に解散
　13 日昼頃に信号機が、17 時過ぎに電
気が、相次いで復旧。月並みの感想だが、
電気のありがたさを改めて感じた。電気
は回復したものの、車両の燃料の補給は
できない。
　14 日、片付けを済ませて、12 時に解散。
当面は、会社の近隣の数名の保安要員以
外、自宅待機とすることとした。
　得意先の情報も安否も不明だったが、
沿岸部の協力会社の社員 2 名が津波で行
方不明との悲報が入った。
　地震から 1 週間ほど経ち、市の関連施
設の応急修理等の要請があり、出社可能
な社員で対応した。
　しかし、生活必需品や生鮮食料が枯渇
し始め、コンビニエンス・ストアでは入
荷の情報と共に列ができるようになっ
た。あの地震で、一体、歴史が何年逆戻
りしたのだろうか。
　ガソリンスタンドには早朝から長い列

旭ボーリング（株）間舎　美幸

3.11 大地震をふりかえって
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ができ、会社のトラックの燃料も心細く
なってきたが、18 日からはガソリンスタ
ンドで一日 100 リットルの燃料を融通して
もらうことができるようになり、ひとまず
ある程度の動きができるようになった。
　この頃に、会社の駐車場に止めていた
トラックの燃料が、夜間に抜き取られる
事件があった。それからは、車体が擦り
合うほどに並べ近づけ、盗難を防ぐこと
にした。
　23 日、陸前高田市から水道水源井戸の
点検を依頼された。水源井戸は、平成初
期に気仙川～矢作川筋に設置されたもの
である。当社で電気探査や調査ボーリン
グ、井戸完成後の揚水試験を行なった経
緯があるが、広田湾から遡上した津波で
水没した。
　沿岸部の被災地の井戸掘削の依頼が来
るようになり、ガソリンスタンドの給油
体制も整ったため、28 日から半月ぶりに
通常勤務とすることとした。
　余震もようやく間遠になった 4 月 7 日
の夜、マグニチュード 7.4 の強い余震が
発生。再び停電で信号が消え、多くの車
が飛ぶような速さで走る国道を通って会
社に駆けつけ、2 階の事務室に入ると、
懐中電灯の光に浮かんだ光景は、性懲り
もなく積み上げた書棚がひっくり返り、
あの 3 月 11 日と全く同じだった。それで
も、停電は翌日の夕方に復旧した。
　会社の業務も日常生活がほぼ元通りの
状態となったのは、地震から漸くひと月
が経ってからだった。

半年が過ぎて
　4 月下旬から、被災地の仮設住宅を中
心として、水源井戸掘削の依頼が数多く
寄せられるようになった。被災地の窮状
を思い、6 月下旬までは、ほぼすべての
休日返上の作業が続いた。半年の間に当
社 で 掘 削 し た 井 戸 は、42 件、 延 べ 約
900m に及ぶ。
　5 月には、県の沿岸部の基幹産業のひ
とつであるサケ・マス増殖に使われる井
戸の洗浄・復旧作業の依頼があった。14
河川筋の 30 箇所以上での作業は、6 月末
までかかった。
　会社から沿岸の各地へは、北上山地を
超える必要があり、100km を越える箇所
も多い。当初は、ライフライン復旧工事
の交通規制が至る所であり、ボランティ
ア活動などの車両も多く、あちらこちら
で渋滞が発生した。
　また、宿泊施設が確保できず、やむな
く会社から片道 2 時間以上をかけて通勤

することを余儀なくされた。
　初夏の豊かな緑に染まる北上山地を越
えて海岸へ下がって行くと、ある地点－
津波到達地点から急に景色が一変する。
この時の胸がつまるような思いは、何度
通っても変わることがなかった。
　一方、被災地での地質調査も依頼が入
り始め、現在までに 31 件に及んでいる。
6 月には、壊滅的な被害を受けた沿岸の
自治体で、復興計画策定のための地質調
査に携わることができた。
　震災前後の土質試験結果を比較すると、
地震時の長く激しい振動が影響したため
か、コンシステンシーの状況にかなりの
差が見られるなど、調査地の地盤が、震
災や津波に耐える街づくりには厳しい状
況であることがわかり、復興までの道の
りの遠さを改めて感じた。
　現地でのボーリング作業中にも、行方
のわからない親族の手掛かりを求め探す
人の姿を見るなど、厳しい現実を目の当
りにした。

　例年ゴールデンウィーク前に行なう安
全大会を、ようやく作業が一段落した 7
月の第一土曜日に開催し、社内の緊急時
連絡体制を整備することが議論され、携
帯電話の一斉送信メールで伝達すること
とした。
　あの地震を体験して、あれほどの揺れ
の最中には、ほとんど何も考えられない
し、行動できないことがよくわかった。
　そして、‘その後’ には、何が必要にな
るかもわかった。
　そのためには、普段から考え、準備して
おくこと必要だということが理解できた。
　そして、仕事がある喜び、仕事ができ
る喜びを感じることができた。
　‘この次’ のことなど考えたくはないし、
あってはならないのだが、敢えてそれに
備えることが、職業人としての使命なの
だろう。
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【地震の記憶】 
　実体験として記憶に残っている大きな
地震は、青森県に住んでいた時で 1964
年の新潟地震と 1968 年の十勝沖地震、
東京での 1983 年の日本海中部沖地震、
米国での 1989 年のロマ・プリータ地震、
そして今回の大地震である。体感的に
もっとも大きかったカリフォルニア州サ
ンノゼ市の南を震源としたロマ・プリー
タ地震であるが、この地震の揺れはわず
か 15 秒程度であったと記憶している。
しかし、あまりに激しい上下動で反射的
に机の下に身を入れたのを覚えている。
地震の揺れがおさまってみると事務所の
すべての棚が倒れ、あたり一面に書類が
散乱していた。災害規模は今回の大震災
に比べれば比較にならないほど小さい
が、それでも橋梁の倒壊など大きな被害を
出した点では記憶に新しいものである。
　当社の社員では、今回の地震よりも震
源からの距離が近かった日本海中部沖地
震の時の方がすごかったと言っている
が、私はこの時に新宿の高層ビルにいて
昼食を終えたばっかりで、高層ビル特有
の大きな揺れを感じていた。しかし、地
上階では地震があったことさえ気づかな
かった人が多かったようである。

【3.11 大地震】
　3.11 大地震は、地震の周期が長かった
こともあり、激しい揺れを感じなかった
が、まるで船にのっているときのように
ゆらゆらしたものであった。ちょうど一
週間前に似たような長周期の地震があっ
たことから、すぐに収まるだろうと思っ
ていた。しかし、揺れは次第に大きくな
りはじめ、立っているのがやっとの状態。
これは大変な地震だと思った瞬間に停電
となり、揺れが収まってから窓から外を
見たが特に被害があった様子もなかっ
た。この時点では停電しても固定電話は
バッテリーで作動しており、携帯電話も
つながっていたので、現場との連絡は可
能であったが数分後には携帯電話も不通

大泉開発（株）長内　利夫

となり、外部と遮断された状態になって
しまった。唯一の情報源はラジオとワン
セグ放送からのもので、これによって震
源地や地震の規模、被災状況を知ること
ができたといえる。
　地震発生から約 10 分ほどたってから、
当然であるが我が家の状況が気になりだ
した。車で 10 分程度の距離であったの
で会社の承諾を得て様子を確認に一時帰
宅することにした。道路の信号は大半が
作動していないので交差点付近は多少渋
滞気味であったが、時間帯の関係もあり
まだ大渋滞にまではなっていなかった。
逆にいつもより早く自宅についたように
感じた。特に我が家に異常がないことを
確認して、すぐさま会社に引き返した。
この時点ではまだ津波が東北太平洋沿岸
部に到達していない。
　会社に戻ったのが、15:25 分ごろであっ
た。会社では仕事ができる状態になく、
3 月上旬はまだまだ寒く、エアコンが止っ
ているので社員の多くは石油ストーブに
よる暖を取っていた。次第に地震および
津波の情報が入るようになり、大変な事
態になっていると伝えられた。正直なと
ころ私は、翌日（土曜日で休み）の電気
が回復する昼ごろまで、あの驚くべき津
波の映像を知らなかった。ただ、ラジオ
の「凄まじい状況になっている」と繰り
返し放送されていたのを聞いていた。
　工事現場はおおかた掘削工程が済んで
いて付帯設備工事の施工中にあり、また
温泉掘削現場も仮設が終了して掘削準備
作業をおこなっていたために、特に危険
性は感じなかったとのことであった。ま
た、地質調査の現場も平坦地での作業ば
かりであったので、作業を一時休止した
のみで通常通り作業を継続していた。こ
のように地震直後に現場との連絡が取れ
たので、現場状況を確認することができ
たが、もし数分遅れると安否確認が困難
になっていたと思う。現場では車のラジ
オで地震情報を得ていたので、万一の場
合には避難行動がとれる状況にあり、逐
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次入る災害状況から作業を早めに切り上
げたとのことである。

【大停電】
　一方、社内では、停電が長引きそうで
あることから通常業務ができないと判断
し、帰宅時の危険性を考慮して 16:30 分
で終業が指示された。
　すでに道路は渋滞状態に入っており、
スーパーマーケットも食糧・電池・ロー
ソクなどを買う人たちで混雑している状
態であった。また、ガソリンスタンドも
停電により給油できず、ほぼ全ての店が
閉めていた。
　停電そのものが極めてまれであり、長
時間しかも広域にわたる停電を経験した
のはロマ・プリータ地震以来である。こ
の時の地震での停電は約 3 日にわたった
が、不思議にも電話と水道が全くの障害
なしであった。困ったのは、調理器・暖
房が電気であったことである。そもそも
場所的に真夏でも冷房を必要としないの
で 10 月となると朝夕の風が非常に冷たく
暖房は必須であった。食事は買い置きの
缶詰・パン・ビールで何とか凌いだ。こ
の時以来、オール電化だけは避けるべき
と心得ていた。たぶん、この大震災で同
じように気づいた人が多かったのではな
いでしょうか。
　帰宅してからは、余震が続く中、石油
ストーブを付けているが防寒を着たまま
毛布に包まり、ローソクの明かりでラジ
オを聴き、一夜を過ごした。この夜のす
べての明かりが消えた空を眺め、雪明り
もあってか結構明るいものだとあまり経
験できない夜空を何とも不思議に感じた。
　後で知ったことであるが、このとき北
海道新幹線のトンネル工事に付帯した計
算を依頼されていて、たまたま検討条件
に変更が生じたので再検討を頼まれてい
た。4 月から施工に入る予定であったこ
とから急がされていたが、停電によって
トンネル工事のバッチャープラントがコ
ンクリートで固まってしまい、その後の
4 月 7 日夜の停電もあって 4 月 18 日まで
トンネル掘削が完全にストップしてし
まったとのことであった。このような大
停電は誰も予想していなかったであろう。
同じように生産ラインが停電によって止
まった場合に再稼働までかなりの時間を
要することは、中越地震などで知られて
いることでもあり、間接的な被害は広範
囲におよぶものであることを強く感じさ
せられた。

【SF であることを願う】
　青森県でも太平洋沿岸では津波による
大きな被害が出たが、幸いにも会社のあ
る青森市から日本海側の津軽地方では最
たる被害もなかった。翌日、3 月 12 日の
昼少し前に電気が回復した。これでやっ
と SF 映画のスローモーションを見てい
るかのような恐ろしい映像をテレビで知
ることができた。ここ最近の阪神淡路大
震災、新潟県中越地震、岩手宮城内陸地
震にしても映像情報はかなりあり、大変
な災害だと感じるものが多くあった。し
かし、今回の地震では被災地での住民に
よる映像、自衛隊による映像、その他報
道機関による映像と多様な映像が撮影さ
れており、地震そのものよりも津波の破
壊力と水の恐ろしさに肝をつぶしたと
言ってもいい。
　その後に NHK 特集で放送されていた
九死一生を得た人達の証言を聞くにつけ
紙一重の違いであると思わざるを得な
かった。今でも当時の新聞・映像を見る
と本当に SF の世界を見ているような錯
覚に陥ってしまう。

【地震後の対応】
　地震後の 1 週間は、軽油およびガソリ
ンの供給が滞ってしまい、思うように動
けなかったのは事実である。企業によっ
てはガソリンの確保に狂走したような話
も聞くが、1 時間近く並んで一台あたり
20 リットルまでの制限での給油を受けた
のも仕方がないことであった。農家の方々
もハウス用の燃料が手に入りにくくなり、
それに価格も急激に上がってしまったの
で一時青息吐息の状態になったようであ
る。さらに物流の滞りが拍車をかけるよ
うに資材調達の目途が立たないなど業務
への影響が出始め 3 月末あたりまで続い
たと記憶している。当然、食料品にして
も同じであったが被災地に比べれば不自
由などと言えるものでなかった。
　このように大した影響がなかったが、
ただ、老人福祉施設で暖房を 100% 温泉
床暖に依存していたために、地震当日に
急遽対応に当たらざるを得なくなる事態
が生じた。まず、早々に発電機・軽油タ
ンクを手配し、電源を発電機に切り替え
て当座をしのぐようにした。幸いにも停
電は、翌日までであったために安堵した
が、これが長引けば暖房を完全に灯油ス
トーブで対応せざるを得なかった。
　省エネ対策も大切であるが、このよう
な施設ではやはり万一のことも考えてお
かなければいけないものである。
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【液状化現象】
　地質調査に関わった人、あるいは構造
物の設計に関わった人たちは、液状化に
よって生じる現象は基礎知識として誰し
も持っている。しかし、実際に液状化が
起きている状態を見た人はそんなに多く
ないのではないでしょうか。近頃はイン
ターネットで容易に閲覧することができ
るが、少なくとも私は、液状化の被災し
た現場を見たことはない。日本海中部沖
地震の時に青森県津軽地方の車力村一帯
は砂地盤であるために被害が多かったと
報告されており、学校の校庭に避難した
生徒（当時）の話では、地震が収まるや
いなや校庭のあちこちで一斉に泥水（噴
砂）が噴き上げたと語っている。人口密
度から見れば千葉県浦安市一帯の被害の
方が比較にならないであろうが、一生も
のの買い物をしたにも関わらず予想外の
被害にあわせないためにも地質調査に関わ
る一人としてその責任の大きさを感じる。
　いままで液状化の検討は、一般低層住
宅に関してはあまり考慮されていなかっ
た一面があったと思われる。少なくとも
このような低層住宅の地質調査は、簡易
性および低コストの点でスウェーデン式
サウンディング試験が多用されている。
土質のあいまいさに合わせて地耐力の確
認とならざるを得ない点で、液状化の検
討・評価を実施しているケースは少ない
であろう。そもそも、一般住宅の場合に
は地盤に手をかけるとなると施工費が跳
ね上がってしまうため、施工者も敬遠す
る風潮にあるのは確かである。

【もとの福島を願う】
　福島第一原子力発電所の事故は、自然
災害である地震・津波とは全く異なった
ものを感じた。それは、地球温暖化にとっ
て最もクリーンなエネルギーとのうたい
文句が色あせて見えたことにある。
　私の友人が、最近、東京から青森まで
飛行機に線量計を携帯して乗った。住ま
いはつくば市であるが青森は放射線量が
少ないと言って私に見せてくれた際に、
この飛行で福島県の上空では確かに線量
が高かったと話していた。
　そうは言うものの、少なくとも福島県
の農産物（私には福島県といえば桃と柿
しかでてこないが）・水産物が風評被害を
乗り越えて以前のように福島ブランドで
市場に出回るようになってほしい。今で
もスーパーマーケットの生鮮売り場には
福島県産のものを目にすることはない。
私には福島の桃と柿が問題なく出回れば、
以前の福島に戻ったと思えるし、そのよ
うになることを心から希望している。

【最後に】
　平成 23 年 3 月 11 日と刻まれたと墓碑
名の多さに只々驚かされるとともに自然
の脅威に対してはいかに無力であるかを
感じながら、亡くなられた方々のご冥福
を祈らずにはおられない。嵐が去れば何
事も無かったかのような静かな風景を見
せられると、3.11 は何だったのかと思っ
てしまう。
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　東北地方太平洋沖地震から半年以上経
過し、私の生活している仙台市も復旧が
進み、日々の生活をする上では、ほとん
どその影響を感じないようになってきて
います。
　勿論、報道されているように不自由な
生活を強いられている方々がいまだ多く
おられることも、現在仙台市の置かれて
いる状況を示していると思います。
　本稿の執筆にあたり、私はこれまで震
災後、自身の状況を顧みることもありま
せんでした。自分自身を振り返ることも
含めて、今回、筆を執らせて頂くことに
しました。
　私は、3.11 東北地方太平洋沖地震の発
生時、たまたまお休みを頂いており、自
宅にいるところでした。
　地震直前、突然、テレビから緊急地震
速報の音が聞こえてきました。その時私
は、それほど危険を感じていなかったよ
うに思います。大きな揺れがあるだろう
が大丈夫だろう、そんな風に考えていた
と記憶しています。
　速報が終わらないうちに、嫌な地鳴り
とともに住んでいるマンションが大きく
揺れ始めます。10 秒、20 秒、30 秒…と
いつもなら収まる筈なのに、増々揺れは
大きくなっていきます。座っていること
もできないほどの揺れです。棚にあるも
のが次々と落ちて、食器の割れる音もし
ています。それでもなお、まだ立ってい
られない揺れが続いて、身を任せる他あ
りません。
　後で知りましたが、地震は 2 分程度の
継続時間だったようですが、随分長い時
間揺れていたように感じました。
　幸い建物自体はほとんど被害がなく、家
の中はひどい有様でしたが、身の危険を感
じることはありませんでした。怖さよりも
呆然としていたことを覚えています。
　地震直後は、実家の家族に無事を携帯
メールで連絡しました。もう通話はでき
ない状態でした。間もなく、メールも困
難な状態になりました。

応用地質（株）東北支社 ジオテクニカルセンター　久米　啓介

　その後は、とりあえず会社に向かうこ
とにしました。会社に着くと建物は倒壊
せず、全員無事に近くの公園に避難して
いました。皆一様に緊張した面持ちで、 
家族や関係者の安否を気遣っていました。
　私は無事であることを報告し、帰宅す
ることにしました。帰宅途中は、折から
降り出した雪で非常に寒かったことを思
い出します。
　その後、地震当日は少し自宅を片付け
ることにしました。しかし、ライフライ
ンは全て停止しており、日が落ちると寒
さと暗さで作業を中断せざるを得ません
でした。仕方なく、早めに床に入ること
にしました。
　その夜、自宅近くの病院へ向かう救急車
のサイレンが止むことはありませんでした。
　私は津波によって沿岸部があのような
状況にあるなんて露にも考えていません
でした。
　10km 先では多くの人が津波に呑まれ、
寒さで凍えているときに、私はその事態
を想像することができなかったのです。
自分の愚鈍さに本当に呆れ、情けないと
思います。
　実際、何かできたかといえば、何もで
きなかったでしょう。ただ、被災者を慮
ることさえもできなかった自分に今も憤
りを感じています。
　翌日 (3/12) は、事務所の整理と災害時
の緊急要請に対応するため、会社に向か
いました。

3.11 大地震をふりかえって

写真 -1　地震後の社内の様子
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　事務所内は棚が倒れ、物が散乱する状
態でしたが、集まった社員で手分けして
資材を集めたり、ラジオで情報収集を行
いました。
　午後になり、仙台河川国道事務所から、
北上川下流河川事務所との連絡がうまく
取れないので状況把握も兼ねて応援に
行ってほしいとの要請があり、私を含め
て 2 人で翌日 3/13 に石巻へ向かうことに
なりました。
　その際、地震時に仙台港近くの多賀城
市のホテルに宿泊し、車が津波によって
流され、帰れなくなっている石巻周辺出
身の作業員の方数名を送り届けることに
もなりました。
　作業員を迎えに最初に向かった多賀城
市は、3/13 の段階では、ほとんど手つか
ずの状態でした。ホテルの前は津波によっ
て沢山の車が折り重なるようにして、放
置されている状態でした。ホテルの 1 階
部分も津波によってほとんどが流された
状態でした。

　作業員の方々は、女川など最も被害の
大きな地区の出身でした。その時は私も
正確な情報を把握していませんでしたが、
自宅の場所を聞いたときにどのような反
応すれば良いか戸惑った記憶があります。
　作業員の方々と石巻の市街地で別れた
際に、私は「頑張ってください」とあり
きたりな言葉しかかけられませんでした。
時折、もっと気の利いた言葉をなかった
かと考えますが、未だに相応しい言葉が
思いつきません。
　北上下流河川事務所に着くと、事務所
内は避難している人や事務所の方々、復
旧作業を行う業者で一杯になって、物々
しい状況になっていました。
　復旧作業の中心は、市街地の排水作業で
あり、多くの施工業者が昼夜問わずポンプ
や土のう積みを行う状況のようでした。
　市街地では、冠水によって至る所が通
行止めのため、渋滞が発生しており、車
での移動がままなりませんでした。

　また、物資や水を求める人々で店舗や
給水所では長い列ができている状態でし
た。徐々に物資が足らなくなりつつあり、
特にガソリンスタンドの大半は既に売り
切れて閉店する店舗が多かったように記
憶しています。
　我々は北上川下流河川事務所から、飯
野川出張所の復旧支援を要請され、北上
川下流部堤防の被災状況調査を行いまし
た。下流部の堤防は、津波によって消失
している箇所や大きく崩壊している箇所
が多数確認されました。
　北上川下流域の調査を 2 日間行った後、
仙台に戻り、また別の業務に当たること
になりました。仙台に戻ると、自宅のラ
イフラインはほとんど復旧しており、物
資が少ないことを除けば平時の生活を行
えるようになっていました。

　仙台市内でも、地区によってライフラ
インの復旧に差があり、地区によっては、
電気が復旧するのに 1 週間程度、都市ガ
スに至っては 1 ヶ月程度かかって復旧し
たところもあるようです。
　その後、1 ヶ月程度は主に堤防やのり
面の被害状況調査の業務を行うとともに、
地震によって中断した業務の成果を取り
まとめることを行っていました。
　震災から半年経過して、幸いなことに
日々の生活は、地震前とほとんど変わら
ない生活ができるようになりました。た
だ、生活、仕事の両面において地震の影
響を感じない日はありません。
　間違いなく、この震災は私の中で大き
な出来事であったと思います。しかし、
この震災が自分にどう影響したのか、正
直なところ自分でも整理ができていない
状態です。
　ですが、地質調査業に携わるものとし
て、今回の震災の経験は、今後に生かさ
なければならないことであると感じてい
るとともに、必要となるときが来るので
はと思っています。

写真 -2　多賀城市市街地の様子 (3.13)

写真 -3　津波によって消失した堤防
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1．震災発生時
　私が会社で GIS 作業をしている時、急
に上司の携帯電話がビーッビーッという
警報音を発しました。「なんだ？ 緊急地
震速報だって。」と上司が言うと同時に大
きな揺れがきました。直感的に停電にな
ると思った隣の先輩はすぐ「上書き保存
～！」と皆に呼びかけました。私はファ
イル保存後すぐ机の下に隠れましたが、他
の先輩方の「これは中にいては危険だ！！」
という声を聞き、コートを持たず内履きの
まま急いで外へ逃げ出しました。
　外へ出ると電柱や家屋が大きく横に揺
さぶられているのが見えました。道路が
波打って動き、まるでベルトコンベアー
の上に乗って居るように感じましたが、
立っていることは出来ました。また、今
まで聞いたことのない地鳴りが聞こえま
した。気がつくと社員はほぼ全員外へ避
難しており、揺れが収まるまで屋外で過
ごしました。興奮していたせいか、あま
り寒さは感じられませんでした。
　会社は秋田県横手市にありますが、近
くの震度観測点の記録は震度 4 でした。
揺れはかなり大きく感じたのですが、あ
れで震度 4 であれば震度 5 以上の地域の
方々が感じた恐ろしさはいかほどのもの
だっただろうと思う次第です。

2．震災直後～ 1 ヶ月の状況
◆地震直後
　揺れが収まった後社屋に戻り、ラジオ
や携帯のインターネット、ワンセグテレ
ビで情報収集をしました。わが社では幸
いにも本棚の倒壊や物品の損壊等は一切
ありませんでしたが、電気と水道が止ま
りました。普段使っていなかった石油ス
トーブを出して暖を取り、携帯型の自家
発電装置を作動させてテレビをつけ、地
震情報の収集をしました。震源が宮城県
沖で最大震度は震度 7 であること、大津波
警報が発表されたことなどを知りました。
　私は家族と連絡が取れたので会社で待
機しておりましたが、家族に電話が通じ

奥山ボーリング（株）防災部　高堂　陶子

なかった社員は家族の安否や家屋の状況
を確認しに一時帰宅しました。翌日は土
曜日で会社は休みでしたが、私は上司と
相談して翌朝電気が復旧したら出勤する
ことにし、就業時間の前でしたが明るい
うちに帰宅しました。
　アパートへ帰宅した時にはまだ停電が
続いておりましたが水道はなぜか止まっ
ていなかったので急いで浴槽やペットボ
トルに水を貯め、懐中電灯・ラジオを準
備しました。数時間後アパートの水道も
止まりました。ただしガスは使用できた
ので温かい食事を取ることができました。
水が使えない状況だったので、食器洗い
を省くため使い捨て紙皿にサランラップ
を巻いて使いました。その日は買ってき
た惣菜とカップラーメン、苺を食べ簡単
に夕食を済ませました。私は地震に怖気
付いて少食になってしまいましたが、母
はしっかり食べていました。
　食後、携帯メールで友人の安否を確認
しました。仙台や福島以外に住む友人に
はすぐ連絡がつきましたが、福島の友人
とはその日夜遅く、仙台の友人とは 3 日
経ってようやく連絡がつき、無事を確認
できました。
　その夜は大きい揺れが来たらすぐ逃げ
られるようなるべく玄関の近くにふとん
を敷いて寝ました。頻繁に余震があった
ので地震情報をすぐ得られるようラジオ
をつけたまま寝ました。ラジオから聞こ
えてきた緊急地震速報で何回か目が覚め、
この日はゆっくり休むことができません
でした。

◆翌日・3 月 12 日（土）
　翌朝も停電・断水は続いていましたが、
10 時頃アパートの電気が復旧したので震
災対応をするため出勤しました。アパー
トと会社は 2km 圏内にあるため「きっと
会社の電気も復旧しただろう」と思い出
社したのですが、会社ではまだ停電・断
水が続いておりました。後から知りまし
たが、電気は道路一つ隔てるだけでも配

3.11 大地震をふりかえって
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電経路が違うため復旧に差が出るようで
す。水道は停電で取水ポンプが止まった
ため既にタンクに溜まっていた水が無く
なった時点で断水になったようです。
　出勤時会社には誰もおらず、先輩方は
既に道路・斜面の点検に出た後でした。
わが社では 12 日には秋田県内を中心に手
分けして各現場の点検を行いました。写
真 1 はそのとき連絡確認に使用していた
ホワイトボードで、発注者との連絡状況
や各自の行き先が記してあります。

◆翌々日・3 月 13 日（日）
　13 日午前 1 時頃には秋田県全域で電気
が復旧し、会社の電気と水道、固定電話
も復旧しました。わが社では 12 日に県内
の点検を終えたので 13 日には秋田県外へ
足を伸ばし、3 班に別れて岩手・宮城・
山形県の道路・斜面の点検を行いました。
ガソリン不足のため移動範囲は限定され
ましたが、盛岡・大船渡・鳴子方面の国道・
県道沿いの路面・斜面、沿道のライフラ
インの状況を確認しました。何件か斜面
災害を発見しましたが、震度が大きかっ
た割に件数が少ないように感じました。
13 日夜に各班が点検した情報をまとめて
会社のウェブサイトにアップロードしま
した。また、地すべり学会のメーリング
リストを使用し、登録者へ向けて点検結
果を情報発信しました。

◆ 3 月 14 日～ 1 ヶ月後
　会社は月曜から通常業務体制に戻りま
したが、1 ヶ月間はガソリンを十分に確
保できず、遠距離出張するのに苦労しま
した。当時はガソリンスタンドが 2000 円
または 10 リットル制限で販売しており、
ガソリンを入れるために何時間も列に並
ばねばなりませんでした。時には並ぶ列

が国道まで及んで渋滞が発生し、通行に支
障をきたしておりました。また、ガソリン
の定期的な入荷が見込めず閉店している
店舗が数多くあり、わが社のマイカー通勤
者は会社へ来るにも苦労しておりました。
　他に印象的だったことは高速道路の交
通量の変化です。私は震災以前から毎週
末高速道路を利用して秋田市の実家に帰
省していましたが、地震から 1 週間後の
土日はガソリン不足の影響なのか交通量
に以前に比べて極端に少ない状況でした。
一般車両はほとんどなく、自衛隊の災害
派遣車両を何台か見かける程度でした。2
週間後の週末から次第に交通量が増え始
め、1 ヶ月経つと地震前には見かけなかっ
た東海・関西地方の車（電力関連）を見
かけるようになりました。時間が経つに
つれ、震災前と同じ交通量に戻っていき
ました。

3．半年を経過して
　今回の地震を経験して、私の行動や気
持ちに次のような変化がありました。ま
ず海外ニュースを積極的に見るようにな
りました。これは海外と日本のメディア
で原発関連の報道の仕方に差があること
を感じた為視聴を始めました。時には日
本で報道されないニュースを見ることも
あり、日本では情報が制限されているの
ではないかと疑心暗鬼になることがあり
ます。
　次に 3 日分の水・食料を備蓄するよう
になりました。これは以前会った奥尻島
地震経験者の「3 日間は助けが来ない」
という言葉を思い出し、始めました。
　また、人間は自然の前では全く無力で
あると強く感じるようになりました。想
定外の範囲にまで津波が及び田老町の世
界一の防波堤が簡単に破壊されたこと、
津波によりたくさんの命が失われたこと
等から、自然への畏怖の念を絶対に忘れ
てはならないと感じるようになりました。
　その他、旅行や出張時で土地勘がない
場所に出かけた際、最低限避難経路を確
認するようになりました。
　今回わが社は地震後道路・斜面点検を
行いましたが、もしもっと大きな被害に
遭っていた場合は点検どころではなかっ
たのではないかと推測します。しかしど
んな災害時でもすぐ対応できるよう行動
計画を思案したり、物品を準備したりす
る等、日々の心構えと行動が大切である
と感じます。

写真 1：連絡確認用ホワイトボード
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（株）新東京ジオ・システム　堀江　四郎

3.11 大地震をふりかえって

　平成 23 年 3 月 11 日午後 2 時 46 分、私
は、山形市にある山形県村山総合支庁本
庁舎 2 階「講堂」にいた。山形県主催の
初めての企画で、地域サポート団体（河
川アダプト団体）交流会があり、160 団
体 200 名以上が参加していたと思われる。
　開会より 1 時間が経ち、4 団体の活動
事例紹介及び活動報告が終了し、意見交
換会に入った。「活動の高齢化、活動にお
ける創意工夫」について意見を交わして
いたその時、突然、会場の数ヵ所で携帯
電話の緊急地震情報の警戒音が鳴り響い
た。と同時に、今までに経験したことの
無い大きな揺れで、長テーブルの上にあっ
た冊子や資料の書類が床に飛び散った。
テーブルの下に潜り込む人あり、床に腰
を掛ける人ありと皆が様々な対応をして
いた。大きな揺れは、だんだん強くなり、
5 ～ 6 分続いたのだろうか。照明の明か
りが消えて、とにかく長く感じられた。
揺れが収まると、「只ならぬことが発生し
た…」という雰囲気が会場を支配した。
短い沈黙の時間があり、まもなく主催の
県職員より会合の中断と併せてこのまま
終了する旨の話があり散会し、会場をあ
とにした。
　会社に連絡を取ろうと、何度も電話し
たが通じなかった。会社までは車で 30 ～
40 分の所、信号が止まり、渋滞が激しく
2 時間掛けてやっとたどり着いた。社内
では、社員達が手分けして安否確認の電
話を掛けていた。『大丈夫でしたか？ 何回
掛けても繋がらなくて…』と言われ、当
時の通信回線はパンク状態だったようだ。
　午後 5 時過ぎには、全社員と関連会社
に安否確認の連絡が取れたが、ただ 1 社、
福島県南相馬市のＳボーリングさんのみ
に連絡が取れなかった。大きな災害に会
われていたことは、後日知った。帰路、
時折雪がちらつく漆黒の町を走行、太古
の深い暗闇を通り抜けるような感覚の中、
普段なら 40 分程の道のりを 2 時間掛けて
帰宅した。
　余震に怯え、寒さに震えながら、手探

りで、軽い食事を済ませ寝床を作り、携
帯ラジオに耳をあて、その夜は、いくら
眠ったのか記憶は曖昧だ。忘れられない
長い一日が終わった。
　震災の翌日より、被災地の隣接県であ
る山形は、物資補給など災害地支援の中
継拠点としての役割をはたすことになっ
た。全国からの救援物資を集積し、効果
的に被災地に搬送するため陸上、海上、
そして航空のあらゆる輸送機関が動員さ
れた。山形空港では、自衛隊はじめ米軍
の航空機の飛来が日増しに増えてきた。
また仙台方面への移動の需要増大に対応
すべく、民間旅客機の増便がなされ、開
港始まって以来の混雑ぶりであった。
　輸送上の問題点としては、山形県では
高速道路のミッシグリング（連結されて
いない体系）が多いため救援物資搬送等
で早急な対応ができなかったことであっ
た。その時始めて、高速交通網のネット
ワークがいかに重要かを如実に証明され
た。高速道路のミッシングリング区間解
消、ネットワーク化の早期整備推進が望
まれている。
　震災直後、被災地の各機関より災害復
旧の依頼が県内の地質調査業各社にあっ
た。災害復旧対策の地質調査はじめ、津
波の浸水による水源施設の塩害対策工事
や仮設住宅用の水源さく井工事等である。
地質調査は、被災した道路、鉄道、港湾
と海岸護岸等インフラのうち緊急に復旧
すべきものが優先して行われた。被災地
での現場作業にあたっては、食事宿泊の
確保や燃料はじめ資機材の調達に大変苦
労したと聞く。
　また、迅速に施工された水源の復旧や
開発においては、被災民より『ありがたい。
命の水だ』と言って涙を浮かべられた。
その顔が今でも心の奥に残っていると作
業に当たった者達が当時を振りかえって
話していた。
　その他、山形県の震災被害の特筆なも
のとして、温泉源の異変がある。大震災
の直後から、山形県中央部に位置する、
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天童市、中山町、寒河江市、河北町と大
江町の温泉源の数箇所で自噴が止まった
り、揚湯量が低下したり、また源泉の湯
がほとんど枯れた状態になったところも
あった。原因は、地震による地殻変動の
可能性が高いが、本格的な解明が待たれ
ている。これらの機能低下対策としては、
揚湯設備の変更、代替源泉の新設などに
よって迅速に対応された。源泉湯量は震
災前の機能に回復し、以前と変わらぬ営
業が行われています。
　震災から 4 ヶ月後、私はボランティア
で多賀城市のブロック塀の解体・処理作
業に参加しました。テレビで被災地の映
像を見る度に『自分に出来ることはない

か』その思いが募っていた。
　作業前に多賀城市社会福祉協議会の方
より「ボランティアさせていただくとい
う気持ちで現地に入ってください。私た
ちは、助けに行くのではありません。共
に生きるのですから……」と言われた。
被災地住民と短い時間の語らいであった
が、非日常の恐怖や不安な生活を体験さ
れた人達の感情を理解することが出来た。

「生きる」ことに「活きる」という、共有
する価値観を持つ人と人の気持ちが繋が
るのを感じた。
　「共に生きる」という気持ちを持てば、
現在の世情不安な混沌とした社会も良い
方向に変わって行く様な気がする。
　このたびの震災経験は、今後の生き方
の教訓として心に留め置き、有事の際に
は行動したい。
　わが山形県は数日の停電と品不足程度
で済んだが、震災後、9 ヶ月になろうと
している今でも、避難生活を送り、通常
の生活が出来ない方々が多くいることに
心が痛む。
　一日でも早く、一人でも多くの人が元
の生活に戻れるように、我われの実力、
底力を発揮して頑張ろう。
　そして、安心・安全な毎日道が暮らせ
る美しい東北を再生しようではないか。

2011.11.30 記
ボランティアで多賀城市内でのブロック塀解体処理作業中
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2011.3.11 14:46　　その時私は
　3 階会議室、毎月開催される月例会会
議が行なわれ、年度末決算に向けての経
営状況の確認が進んでいた。
　ガタガタと小さな揺れが少し続いたと
思ったらユサユサと大きな揺れに変わっ
た、地震だ ! 大きいなと感じた途端、ユッ
サユッサの揺れに変わった。車輪付の椅
子のためテーブルとの間が近くなったり
遠くなったりする。立てない！ テーブル
にしがみ付いてるしかない、テーブルご
と窓際まで吹っ飛ぶ、更に揺れは続く、
長い！咄嗟に宮城県沖が震源だ、新春講
演会で海野教授より拝聴したアスペリ
ティモデルの話が思い出された。
　一旦揺れが収まったのをみて、全員で
3 階から駆け下り駐車場に集まった、1 階・
2 階の社員も駆け下り集合してくる。大
声で安否怪我の状況を報告するよう社員
に指示する。倒れてきたスチール製書類
棚を抑えようとして掌に裂傷を負い、巻
いたタオルが真っ赤になっている社員を
見つけた。付き添えを付け近くの病院へ
送る。幸いこの社員以外、怪我を負った
者は居なかった。余震が少し収まったの
を待ち、社屋の外見に大きな被害が無い
のを確認して社屋内に戻ると、社屋内は
書棚が倒れ、書類は飛び出し、パソコン
はケーブルに繋がれたまま宙吊りに、壁
に飾ってあった絵画・書画は落下し額の
硝子が割れている。テレビも台から転げ
落ち外枠が欠けたがブラウン管は壊れて
いなかった。テーブルと椅子だけで備品
の少ない広い部屋での会議だったのが怪
我を免れた要因であった。それから通勤
時、背負って歩いているサブザックのポ
ケットからラジオと LED ライトを持ち出
した。大津波警報が発令されている。翌
日知ることになるが、この時太平洋沿岸
に大津波が押し寄せ、いわき市内で死者
310 名、行方不明 38 名の痛ましい犠牲者
を出している。
　固定電話は通じない、携帯電話も通じ
ない、外部との連絡方法はまったく閉ざ

地質基礎工業（株）代表取締役　菅野　昭夫

3.11 大地震をふりかえって
常に渦中の中心で居ること !

されたように思われた。社員の安否は刻々
と報告が上がってきて安堵、掌に怪我を
した社員も 7 針縫合措置を受けたが大丈
夫の報告。
　ケイタイメールが通じる！ 落ち着く
と、家族の安否が心配になり電話で連絡
を取ろうとしたが繋がらない。メールの
着信音、神奈川県大和に所帯をもつ長女
から安否確認メールが届いた。こちらか
らも短文なら 3 度に一度の割合でメール
を送信することが出来き、このメールの
やり取りで家族全員の安否を確認するこ
とが出来た。
　災害対策本部立上げの必要性を感じた、
社長を先頭に役員と総務人員で、1 階来
客出入り口脇の一部屋に災害対策本部を
設置した。此処がそれ以降 4 月一杯まで
の対策本部となった。
　外に出ると寒い、小雪が舞って来た様
にも見える。会社の照明は点いてる、停
電していない。社員の安否、社屋の安全
性を確認して、午後 4 時 30 分に全社員退
社の指示を出した。

その直後～ 1 ヶ月の行動
　翌 12 日、早朝会社へ出向く、通常なら
土曜日で出勤社員は少ないが、片付けの
ため出社する社員が多く居る。
　通話不能状態の電話が鳴った。県の出
先建設事務所からである、県などには一
方通行の電話回線があるらしく、災害応
援協定に基づく急傾斜地点検の緊急要請
である。当社も所属する ( 社 ) 福島県地質
調査業協会は平成 20 年の秋季総会で「災
害時緊急行動本部」の設置を決定し体制
を整え、平成 21 年 4 月に福島県土木部と

「大規模災害時における応援に関する協
定」を結んでいた。3 月 15 日まで、急傾
斜地指定地域の総点検を実施し報告して
欲しいとの要請であった。浜通り、中通り、
会津地区と点検調査の内容は斜面崩壊で
あったり地すべりであったり少しずつ異
なっていたが、延べ 100 名を超える技術
者がこの要請に応じた。いわき地区は当
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社をセンターとして会員の協力でこの要
請に応じることができた。後の協会に対
する県の評価は高いものがあった。
　福島県浜通り東京電力第一原発のメル
トダウンは恐ろしいほどの被害をもたら
していた。
　3.15 菅総理大臣の「国民の皆様へのメッ
セージ、引き続く枝野官房長官の発表」
を昼のテレビニュースで確認し、22 日ま
で全社員自宅待機処置(出勤扱い)を決定、
その場で社員へ示達。22 日の社業再開を
予定として、各自所在連絡を取りながら
の行動を指示した。この期間いわきを離
れて南へ、西へと家族を連れて社員が避
難した事は随時連絡があった。自分も自
宅は離れなかったものの出勤は見合わせ
ていた。
　自宅待機指示翌日、社員の一人 ( 地す
べり災害対応で自主的に出社 ) から「TOP
が不在では対外的に困ります」の進言を
受けて、ハット我に返り、其の時から対
策本部に詰め、電話応対をしながら指揮
をとった。正にこの時期に仕事に取り組
む熱意、或いは会社に対する忠誠心を持っ
た社員とそうでない社員との区別がいっ
ぺんに明確になった。
　何か出来ることがありますかと言って
本部を訪ねる若い社員、発注者の要望に何
とか応えようと駆けずり回る中堅社員、感
謝で涙が出て止まらなかった時があった、
動揺せず常に中心に居て情報を集め指揮
をすることが TOP の役目と肝に命じた。
　4.11 震度 6 弱の直下型余震 ( 福島県浜
通り地震 M7.0) が発生。
　地表地震断層が湯ノ岳南麓にて西北西 -
東南東方向に延長 15km の範囲に直線的
に出現、そのズレは南東側落ちの「正断層」
で、落差は 50 ～ 70cm、一部横ズレを伴
うものてあった。既知の地質断層「井戸
沢断層、湯ノ岳断層」に沿って「正断層」
の地表地震断層が出現した。いわき市内
における被害は津波災害を除いて、この
地震による被害の方が甚大であった。我
が家もこの被害を受け、棟瓦は崩落し、
室内の壁には亀裂が走り、家具調度も壊
れた。前年台所を中心としたリフォーム
を行なった際に、食器棚には震動ストッ
パー・硝子飛散防止フィルムを取付けて
たお陰で割れ物が発生することは無かっ
たのが幸いであった。罹災証明は「半壊」
の評価。会社からの見舞金や、前年の所
得税還付、医療費自己負担分ゼロの恩恵
を受け、高速料金は無料になったし、多
くの援助を受けありがたく思っている。
　地質屋を生業としてきた者が地表断層

「正断層」を目の当たりに観察できるこ
とは正に歴史的な経験であったと感じて
いる。

半年を経過して
　道路・河川、土木部関連の査定は 14 次
まで完了し、港湾・下水道・教育委員会
関係、農地・林務の査定が佳境で進んで
いる。この査定業務の為の作業が多忙を
極めた。3月末から8月お盆の時期までは、
社員が取れる休暇は一月に一日有るか無
いかの忙しさ勤務振りであった。現地調
査写真撮影のためのポール持ち・テープ
持ちのアルバイトが毎朝 10 数人ミーテン
グの後各現場へ散らばって行っていた。
　残業も含め極限での社員の働きぶりで
り、月の残業が 100 時間を越える社員も
出てきた。差し入れをしたり、激励をし
たり、熱中症対策を小まめに手当てした
り、社員の健康管理には随分気を使った。
現在、社員に還元する方策を検討してい
るが、年末の賞与、年度末の業績連動賞
与でそれに報いることを決定している。
又上限 5 万円を限度に、福利厚生の一環
として家族でスパリゾートハワイアンズ
宿泊遊興をプレゼントし、ドキュメンタ
リー映画「がんぱっぺフラガール！」の
ペアーでの鑑賞券も配った。
　17 次 ( 年内 21 次 ) までの査定業務の山
はほぼピークを過ぎ、通年の忙しさと同
じ荷重になってきた。
　会社の業績見通しは年度当初計画を上
回って完工できそうだ。
　最大の教訓は、経営トップとしては常
に渦中の中心に居て、動揺することなく、
情報を集め、的確な指示を下し、社員の
安全を図りながら物事を進める事。まさ
かの時の行動で社員の忠誠心がいっぺん
に判った様に、トップの評価も此処で決
まったと思っている。
　社員の一言が自分の行動を決めるきっか
けになったことは大変嬉しいことである。
　来年の賀状には、「壊れた棟瓦も葺き上
がったし、部屋のリフォーム完了したし、
放射線測定値も 0.2 以下だし、スパリゾー
トハワイアンズもフルオープンするので
是非いわきに来てくんちぇよ！　」と言
う挨拶文が書けると思っている。

2011.11.11 記
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2011 年 3 月 11日、その時・・・
　グラッ、グラッ。直観的に大きな地震で
あることを察知し、身構える。５階建て社
屋の３階オフィスで最初の揺れを感じる。
しばらく様子を伺うが、一向に治まる気配
が無いばかりか、これまでに経験したこと
がない揺れがどんどん増幅していく。同じ
フロアーにいた同僚と共に机の下に避難す
るが、何をすればよいのか頭には浮かばな
かった。直前まで作業をしていたパソコン
が転倒しないことと、床と天井がくずれな
いことだけをひたすら祈っていた。初期微
振動の後の大きな揺れがやっと治まりそう
になった後、さらにそれ以上の強い揺れが
続く。この揺れも治まることなく、またも
次の大きな揺れが始まるという、これまで
に感じたことのない、不思議な振動パター
ンである。とてつもなく長く感じる時間の
なかで揺られ続け、さすがに「もう止まっ
てくれ！」と叫びたくなる。
　数分にもわたった長い揺れがやっと治ま
り、自分の体と周囲の建物が何とか無事で
あったのが不思議なくらいであった。呆然
とした雰囲気の中で、家族の安否が気がか
りであり、自分自身の無事も知らせたく、
携帯を取り出す。しかし、すでに連絡はと
れず、とりあえずメールだけを発信した。
　やっと現実に戻り、同僚の無事と建物内
の被害状況を把握しなければと、社内の状
況確認に動き出す。
　幸い、社屋や社内には致命的な被害はな
かったが、天井から照明器具や換気扇のフ
レームなどが垂れ下っている。社内にいる
メンバーの無事はすぐに確認できたので、
その後の対応を検討するため、全員が５階
フロアーに集まった。社内は停電のため、
テレビ等での情報入手は困難であった。幸
いノートパソコンを用いたネットでの情報
検索は可能で、震源域や地震の規模などが
判明するにつけ、事の重大さを実感する。
そうこうしているうちに、津波警報が飛び
交い、社外や現場に出かけている社員の安
否確認にも緊張感が一気に高まるが、携帯
電話は思うように機能しない。

（株）テクノ長谷　技術部　島本　昌憲

3.11 大地震をふりかえって
３．１１東日本大震災、その時、その後

　わかる限りで社員の安否情報は、少しず
つ集まったが、海岸近くの現場で作業中の
数名の安否がなかなか把握できない。つい
にネット情報で、津波の第一波到来の知ら
せが入る。気持ちは焦るが、如何ともし難
く、ただ時間が過ぎるばかりである。
　津波襲来の様子を気にしつつも、すでに
仙台市内の道路も大渋滞となっている。３
月１１日の午後、外は雪が舞っている。社
員が少しでも早く、無事に自宅にたどり着
けるよう、帰宅手段を検討する。社内の車
をかき集め、同方面の者は乗合って帰宅す
ることにする。幸い３月１１日は金曜日で、
全員出社するのは３日後の月曜日とし、と
にかく各人の家族と自宅の安全を確保する
ことを優先させた。

帰宅後、小学校への避難
　同僚と車に乗合い、帰途につく。雪が舞
う中、早く帰宅したいと気持ちは高ぶるが、
街中はどこも大渋滞で、どのルートを選ぼ
うとも車は一向に進まない。信号も作動して
いないが、暴徒化はみられない。車の脇では、
徒歩で帰宅する人々が黙々と歩みを進める
が、その表情に余裕はない。渋滞で停車中も、
余震のため何度も大きな揺れを感じ、車窓
から見える電線も大きく揺れている。
　通常なら 30 分の道のりだが、2 時間以
上もかかってやっとの思いで自宅近くまで
辿りつく。途中で車から降り、自宅まで残
り 1 ｋｍの道のりを歩いて家路を急ぐ。夕
刻で周囲も暗く、さらに街区全体が停電の
ため、ゴーストタウンのような雰囲気に包
まれている。2 時間以上もかけて地下鉄の
駅から歩いて来たという人に出会う。様子
を聞くと、地下鉄駅ではいつまで待っても
バスが来る気配はなく、タクシーには長蛇
の列。仕方なく歩くことを選んだとのこと。
覚悟を決めて歩き始めたものの、寒さと疲
れで何度も泣きたくなり、それでも必死で
自宅を目指している。お互いにもう少しだ
と励ましあいながら自宅へ急ぐ。やっとの
思いで、家にたどり着いたものの、家の前
の道路は水道管が破裂し水浸し、団地内は
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停電で真っ暗である。自宅の玄関前では、
妻が一足先に無事帰宅をはたしていた。し
かし、繰り返す余震と暗さ・寒さのため家
の中に留まる気にはなれず、仕方なく自家
用車内で毛布にくるまっていた。先ずは、
互いの無事を喜びあったが、その夜は家の
中でゆっくり眠ることも期待できず、やむ
なく避難所である学区内の小学校に避難す
ることとした。

食料、ガソリン事情
　小学校の体育館には、団地内の人々が大
勢集まっていた。館内には、大型のストー
ブが準備され、町内の役員の方々が交代で
お世話くださり、お湯や毛布などの救援物
資が提供された。こんな折に、自分や家族
の身も顧みず、お世話くださる方々がいる
とは、頭がさがるばかりであった。自分自
身では何もできず、ただその恩恵を受ける
のみであった。
　小学校の体育館は避難してきた住民で溢
れ、全員は横になれず、座ったまま一夜を
過ごす人も少なからずいた。ひっきりなし
に続く余震で、小さな子供たちも不安な夜
を過ごさざるを得なかった。
　小学校の体育館で何とか寒さを凌ぎ、翌
朝自宅に戻る。一夜明け、明るくなって自
宅周辺の様子を確かめると、あちこちに思
わぬ変状が見つかった。改めて地震エネル
ギーが大きかったことを痛感する（写真１）。

　電気、ガス、水道は全て停止し、復旧の
見通しは立たない。腹が減っては軍はでき
ぬと、先ずは食料の調達を考え、自宅周辺
で営業している店を探すが容易には見つか
らない。数ヶ所のコンビニで食料調達を試
みるが、一人当たり購入可能な分量と品目
は限られている。見知らぬ人々との情報交
換も重ね、何とか入手する。さらに大きな問
題は、自動車の燃料確保であった。ほとん
どの給油所では、緊急車両以外は給油でき
ない。何とか給油可能な店を見つけても、
そこには車が集中し、数時間から半日は列
をなして待つ必要がある。それでも給油で
きれば幸いで、並んでも途中でガソリンが
品切れとなり、入手不能となることもあった。

通勤難民
　日常生活上、大きな問題は通勤であった。
団地内から最寄りの地下鉄駅までのバスは
間引き運行され、地下鉄も泉中央駅と台原
駅間が不通となった。この間は、バスによっ
て代行運転されたが、代行バスに乗車する
には長蛇の列に並ぶ必要がある。やっとの
思いで乗りこんだバスも、出発直後には通
勤ラッシュの車と給油待ちの車が溢れ返る
道路上で動きが取れなくなる。平常の地下
鉄では１０分もかからない上記駅間を、代
行バスでは１時間以上もかかってしまう。
通勤に２時間以上も費やすこととなり、ま
さに通勤難民状態である。これだけで気力
も体力的にもぐったりとなる。こんな状態
が、1 か月以上も続いた。

半年を経過して、そして教訓
　半年を経過して、少しずつ復旧、復興に
向かう動きが具体化しつつある。周囲の
方々から、あの時こんな行動を取ったとい
う経験談が自分自身にとっても大変参考に
なっている。一方で、偶然にも大きな被害
を受けずに済んだだけなのに、それをよし
として、それらに対して今後の防災対応が
十分にできていないことも多々ある。この
ような震災が二度と起こらないことを願う
が、避けて通れないことでもある。今回の
経験を少しでも今後の糧とするには、自分
自身や周囲の方々の経験を忘れず、少しで
も身の回りの被害を少なくする工夫が必要
なのであろう。しかし、今後の復旧、復興
に向けて自分一人でできることは限られて
いる。家族はじめ周囲の方々と協力して困
難に立ち向かえる土俵づくりの大切さが身
にしみる。互いに助け合える関係を常日頃
から築く努力を重ねたい。
　今回の震災で大きく変わったことも多い
が、その一方で、遠くに見える泉ヶ岳のよ
うに変わらぬ姿もある（写真２）。私たちは
自然の営みの中で生かされていることを忘
れずに、驕らず今とこれからの時間を大切
にしたいと思う。

写真１：自宅周辺の亀裂

写真 2：変わらぬ景色
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　東日本大震災、それは文章で語り尽く
せない出来事であった。3 月 11 日午後 2
時 46 分、私は会社で机に向かい業務に取
り組んでいた。揺れが始まった時「地震だ」
位にしか思わなかった。一旦収まったか
に思えた揺れが、ミシミシ・ガタガタと
不気味な音を立て再び激しく揺れ出し、
机上のものが飛び散り立っていることも
出来ないほどになった。
　「もしや宮城沖地震」一瞬そう思った。
頭の中が真っ白になり歩くことも困難な
中、どうにか事務室と玄関のドア２箇所
をこじ開け外に飛び出した。外も地鳴り
をあげながら激しく揺れ、近隣の建物や
電柱が倒壊するのではと思えた。土ほこ
りが舞い、空は不気味な灰色と化し、夕
暮時を思わせた。立っていられない程の
揺れはなおも続き、このまま揺れが収ま
らないのではとまで思えてしまった。ど
のくらい時間が経過しただろう、やっと
揺れが和らぎ職員が青ざめた顔をして玄
関から飛び出して来た、女子職員の中に
は仲間と抱き合って呆然と立ちつくす人、
しゃがみ込んで声が出なくなってしまう
人、地震の凄さを物語っていた。在社職
員全員が無事で何事もなかったことを確
認し、皆で喜び合った。その時の姿が今
でも忘れられない。揺れが収まっても恐
怖心の余り、しばらくの間、事務所内へ
戻ることが出来なかった。
　時間も大分経過し室内に戻って唖然と
した。特に２階事務室はひどかった。倒
壊した物や飛散した資料、書籍等で足の
着き場もない程のひどい状況。2 階にい
た職員が誰１人負傷もせずに避難できた
のが奇跡と思えた。
　ライフラインでは電気と電話が使用で
きなくなったが、水道は断水を免れた（ガ
スはプロパン使用）。電気がつかないので
明るい内に社内の安全対策を施し、今後
の行動・予定等の打合せを行い、全職員
が帰路についた。
　帰り道がまた大変であった。交差点の
信号が機能していないこともあり大渋滞

東北ボーリング（株）総務部長　大越　永司

3.11 大地震をふりかえって
忘れることの出来ない東日本大震災

で車が全く前へ進めない。でもこの渋滞
でびっくりする光景を目の当たりにした。
カーテレビが青森県八戸港の津波の様子
を映し出していた。海水が岸壁を越え市
街地へ向かっている。漁船が建物近くま
で流されている。今までに見たこともな
い規模の津波だ。地震にばかり気を取ら
れ津波のことは全く考えていなかったの
だ。そしてこの時点では気付いていなかっ
た後述するもの凄い事が岩手・宮城・福
島県の海岸沿いで起こっていたのだ。
　渋滞により３時間以上かかって午後７
時過ぎに帰宅した。自宅はライフライン
の全てが使えなくなっていた。ローソク
で灯りを採りながら食事をし、携帯ラジ
オで被害状況等の報道に聞き入った。大
変な事になっていることは感じ取れたが、
目で確認できないので状況が実感として
伝わってこなかった。
　翌日（土曜日）、翌々日（日曜日）は会
社も休みなので自宅の被害対応をした。
自宅は家具類の転倒防止対策を施してい
たので食器類が僅かに破損し、棚等から
の落下物被害が少しあった程度で建物の
被害はなかった。近隣を見ても被害は余
り目に付かなかった。ただ、ライフライ
ンの復旧に結構な時間がかかったので、
この後はこれまで経験したことのない不
自由な生活を強いられることになってし
まった。
　3 月 14 日（月）会社へ出勤。公共交通
機関が使用できず、出勤が困難な状況だっ
たにもかかわらず多くの職員が出勤した。
落ち込んでいる顔も見あたらない。皆元
気な様子である。家族で犠牲になった人
も無い事が確認できほっとしたが、津波
によって自宅を失った職員が 2 名いた。2
日間、会社内の散乱物の後片づけや転倒
した移動書庫の撤去作業をしたが、停電
が続き、通勤の足も確保できず、メール
などの通信手段も途絶えた状況では業務
もできないと判断し、3 月 16 日から 19
日まで一部役職員を除き自宅待機措置と
し た。 私 は 老 体 に む ち を 打 ち、 片 道
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16km の通勤路を往復 2 時間少々かけて 1
週間ほど自転車通勤した。登り坂、向い
風の大変さ、トラック、乗用車の走る 4
号線バイパスの走行の怖さも体験した、
同時に車の運転者として自転車通行に対
する心構えも学んだ。
　食糧の購入やガソリンの確保もこれま
でにない様な苦労、経験をした。食料に
ついては営業している店も少なく、開店
している店はどこに行っても長蛇の列。
品物を購入するまでに半日以上を要する
のはざらであった。しかも長い時間待っ
ても僅かな量や限られた種類の食料しか
手にすることが出来ない。そこで家族や
会社の仲間で協力しあい、分担購入など
の策も講じた。
　ガソリンも緊急車用スタンドはあって
も、一般車の給油が可能なスタンドは数
少なく、そこには車が 2km 以上も列をな
し、それに起因する渋滞現象がそっちこっ
ちで見られた。私も給油のために日曜日
午前 4 時に自宅近くのガソリンスタンド
に出向いたが既に 1km 以上の長い列が出
来ており（列の中には前日から置き放し
にしている車も数多くあった）、給油出来
たのは昼近くになった。その日は朝方雪
が降り非常に寒く、給油待ちの間はエン
ジンをかけてないととても耐えられなく、
ガス欠との板挟みになった苦い思いがあ
る。食料、ガソリンを購入するのにこん
なに苦労した経験はかつてなかった。
　地震発生から間もない頃であるが、他
県ナンバーの支援車が列をなして走って
いるのを目にした時、感謝の気持ちでいっ
ぱいになった。特に沖縄、九州ナンバー
の支援車の列を見た時は、遠いところか
らと思わず目頭が熱くなった。全国から
の応援・支援、協力もあり、ライフライ
ンも順次回復した。
　生活する上でライフラインはどれも欠
かすことは出来ないが、人間生きてゆく
ためには、飲料用はもちろんトイレ、風
呂等々、水が最も重要であることを痛感
した。1 ケ月ぶりに入った我が家の風呂
は夢見心地であったことを今でも忘れな
い。電気が回復した時は世の中が急に明
るくなった。と同時に前述したもの凄い
光景を見てしまう事になる。携帯ラジオ
で情報等は耳にしていたし、八戸港の津
波の状況はカーテレビで見ていたが自宅
テレビで度々映し出された気仙沼港や沿
岸地区の様子を見た時は我が目を疑った。

「これ本当なの !」まるで映画でも見てい
る様な感覚、津波の怖さ、恐ろしさをい
やと言うほど思い知らされた。

　大津波襲来から時が経過し、業務の関
係で岩手県宮古市、宮城県南三陸町や仙
台市若林区蒲生、名取市閖上を訪れた。
被災地に足を踏み入れ、その光景を目に
した瞬間、これまでの光景からのあまり
の変わり様に言葉が出ず、津波の凄まじ
さをまざまざと見せつけられ、体が震え
るほどのショックを受けた。
　3 月 11 日以降も度重なる余震が発生し
た。揺れが始まると本震時の教訓を元に
ガスの元栓点検、避難路の確保や各自の
安全確保等を素早く指示した。
　本震と余震で我が社の社屋や什器備品
などに相当な被害を被った。社屋外壁及
び腰壁コンクリートの剥離、落下、ひび
割れ、主要柱基礎部の破損、出入り口ド
アの変形、敷地境界塀の破損、ひび割れ。
室内では壁クロス、石膏ボード、窓ガラ
スの破損、ひび割れ、床コンクリートの
ひび割れ等々。什器備品では 2 階事務室
の書庫、ロッカー、キャビネット類は倒
壊あるいは変形し、殆どを廃棄処分とし
た。蛍光灯や空調関連設備も破損し、一
部のパソコンも机から落下し使用不能に
なった。　　
　社屋の修復工事を急ぎたかったが、工
事が開始できたのは震災後 5 ヶ月以上
経った 8 月 17 日であった。我々の屋内業
務を継続しながらの工事だったので、大
変不自由な思いをした。修復工事は 9 月
末に完工した。
　私どもは東日本大震災でこれまでに経
験した事のない大変な思いをした。しか
しながら、もっともっと大変で辛い思い
をされている方が多数おられることも
知っている。これからは、被災地の復興
のために地質調査会社として、そしてそ
の一員として、震災復興事業に精一杯取
り組まなければならないと思っている。

写 真：　3 月11日の本震により２階事務室では移動書庫
が事務机の上に転倒した。怪我人が出なかったことが奇
跡と思えた。
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　2011 年 3 月 11 日、14 時 46 分 ... こ の
日時を数ヶ月を経った今でもハッキリと
憶えている。
　私は帰社途中にて銀行に寄り、駐車場
に車を止めたところだった。
　携帯から聞き慣れない音が聞こえ、液
晶を見ると「宮城県沖での緊急地震速報」
との表示が ... 頭の中では「宮城県沖がと
うとう来た !」と、頭に浮かんだことを憶
えている。
　車外に出て、ドアのロックを掛けた瞬
間に経験したことのない揺れが来まし
た。足下を踏みしめつつ 2 分ほど待って
いると、最大の揺れが襲ってきました。
　下から突き上げられる衝撃と立っていら
れない程の横揺れ、車はダンスをしている
かのごとく激しく動き出し、正直このまま
横転するのではないかと思ったほどです。
　想像以上の激震が収まると銀行の壁面
が崩れ落ち、下校途中の小学生が悲鳴を
上げしゃがみこみ、辺り一面の信号機が
一斉に沈黙していました。
　揺れが治まり、私が最初にしたことは
親族に安否を報告することでした。
　宮城県沖とのことで、離れた場所にい
る千葉の姉夫婦宅へ電話を入れました。
ですが、千葉では揺れの真っ最中であり、
半ばパニックになっている姉に対し「大
丈夫 ! ここより揺れないはずだから安心
しろ」等と意味不明なことを云いながら、
安否報告を行いました。
　後日、首都圏方面でもかなりの揺れが
あったことを知り、もう少し冷静な言い
方があったのではないかと反省した次第
です。
　車に乗り込み帰社する際、周辺の信号
は停止しておりましたが、近くの道路工
事をしていた交通誘導員が率先して渋滞
を捌いてくれ、その周辺では車がスムー
ズに流れていました。
　社に帰り着いた時、社員は社屋から退
去しており、社内も書棚やロッカーが倒
れ、机上の書類等がそれこそ足の踏み場
もないほどに散乱しておりました。

土木地質（株）総務部　橋本　岳祉

3.11 大地震をふりかえって
東日本大震災付記

　余震も続いているなか社内整理をする
わけにも行かず、上司の一人と相談し社
員の帰宅を指示。
　現場に出ていた社員に対してメモを残
して出ましたが、メモの内容が「全社員
帰社します、怪我人はいません」との内
容の為に、誰が帰宅し誰が無事なのか不
明だった事が後に判明。反省点として以
後この様な事案の場合は名前を記載する
ことに。
　翌日出社すると現場に出ていた社員が帰
社時にメモを残しており、この時点で全社
員の安否を確認することが出来ました。
　当社は、「伝言ダイヤル」による安否
確認連絡網を構築しており、震災の一週
間前にも訓練を行っておりましたが、電
気・ガス・水道・電話網等が全てを停止
した時には全く役に立たず、むしろメモ
の張り出しによる伝達手法が効果を上げ
ました。
　社員の安否が確認出来た後に発生した
問題はライフラインの確保でした。当社
はプロパンガスの為、湯沸かしなどは問
題がなかったのですが飲料水の確保が問
題でした。
　幸いなことに社員の実家では水道が出
ているとのことで、ペットボトルなどを
集めて日参する日々が続き、一週間ほど
社内整理と協力会社の安否確認に追われ
つつ、その間は社員同士の知恵の出し合
いで、日常業務を取り戻していった感じ
です。
　震災より数日後から業務の引合いが発
生し始めましたが、この時点では全国的
なガソリン不足が叫ばれ、会社保有車の
ガソリン量と引合い先の距離計算をする
毎日でした。しかし、東北地質調査業協
会は宮城県との間に「地震後の土砂災害
危険箇所等緊急点検業務」を締結してお
り、その業務に使用する車輌には緊急車
両の申請許可が下り、混乱の中でも優先
的にガソリン供給が受けられたことは、
配車担当者としては安堵の思いでした。
　3 月 30 日に水道が回復し当社のライフ
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ラインが全て整う頃でも、未だに公共機
関の乗り物は不通が多く、私も自車のガ
ソリン無くなってから安定供給されるま
では、暫くのあいだ徒歩で出社しており
ました。
　社員やその家族も含めて人的被害は無
かったのですが、時間が経つにつれて津
波による友人の被害も聞こえはじめ、改
めて地震の恐怖を身近に感じたことを憶
えております。
　沿岸各地には未だに津波の生々しい爪
痕が残されておりますが、震災前の普段

社屋基礎の被災

社屋基礎の被災 2

社内倒壊した棚、間仕切戸ガラスの破損

震災直後の社内（非常灯点灯）

通りの日常を迎えるその日まで、我々は
復興という名の戦いに挑み続け、今回の
震災による反省点を含めてより良いもの
を次世代に引き継がなくてはと思ってお
ります。
　最後に、この度の震災により被災され
た方や、お亡くなりになられた方々に哀
悼の意を示すとともに、ライフラインの
復旧に向けて尽力された方々と、我々被
災地に手を差し伸べてくれた全ての方々
に、この場を借りて御礼を申し上げます。
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1. はじめに 
　宮城県は東日本大震災の巨大津波によ
り、死者が 9,506 人（2012.1.17 調べ）、行
方不明者が 1,805 人、避難者数 125,008 人

（2012.1.12 調べ）と東北地方の中でも最大
の被害を受け、平成 23 年 3 月 11 日は宮
城県民にとって歴史上最悪の日として記
憶に刻まれることとなった。マグニチュー
ド 9 の巨大津波は、福島第 1 原子力発電
所の炉心溶融、水素爆発による放射性物
質の拡散などの深刻な事故を発生させ、
政府のエネルギー政策は大きな変更を余
儀なくされている。一方で救援、復旧に
際して高規格道路網の有効性が再認識さ
れ、社会基盤整備に対する世論も大きく
変化し、東日本大震災は日本国の政策全
体に大きな影響を与えつつある。

2. 強震動の体験
　3 月 11 日 14 時 56 分に発生した 2011
年東北地方太平洋沖地震は仙台市に震度
6 弱から 6 強の揺れをもたらした。小生
は仙台市青葉区一番町の 15 階建てビルの
13 階にある事務所で地震に遭遇した。
　先ず、携帯電話の地震速報の警報音が
鳴り、程なくして小さな縦揺れに次いで
強い横揺れが始まった。小生は、机で仕
事をしていたが、立ち上がって 2m ほど
離れた入口まで行き、立ったまま両手で
体を支えた。2 日前の 3 月 9 日 11 時 45
分（本震の約 51 時間前）にも宮城県沖を
震源とする M7.2、最大震度 5 弱の地震が
起きていたことから、揺れが始まったと
きには「すぐに揺れは終わるだろう」と
考えていたが、強い揺れが 1 分ほど続い
たときには「予想されていた宮城県沖地
震がついに起きてしまった」と思い直し
た。1 分を過ぎても揺れは収まらず、徐々
に大きくなり、目の前で大きく揺れてい
た書棚が倒れるのを無言で眺めていた。
女子事務員の悲鳴を聞きながら「この強
い揺れは何時まで続くのだろうか」、「こ
のビルが倒壊してここで死ぬかもしれな
い」などと考えていた。震動が 2 分を過
ぎた頃に停電で照明が消えたため「職員
が使用中であったパソコン中のファイル
は大丈夫かな」と呑気な事を考えていた。

（株）ダイヤコンサルタント東北支社　高野　邦夫

　ようやく震動が収まったので（後で揺
れが約 3 分間続いたことを知った）、部屋
を出ると、停電のため薄暗い事務所内に
多くの書棚が倒れ、床に書籍や書類が大
量に散らばり足の踏み場もない中で、社
員が呆然として立っていた。小生は地震
の間は立ち続けていたため、船酔いのよ

3.11 大地震をふりかえって
仙台での東日本大震災

写真 -1　 事務所の多数の書棚が転倒したが職員は机の下
にいたため無事であった。

写真 -2　事務所北西側の被災の様子。

写真 -3　事務所天井の一部が落下した。
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うな眩暈を感じていた。事務所の備品の
被害は大きかったが、幸いにも負傷者は
いなかった。また、業務の継続に深刻な
打撃を与えることが懸念されたパソコン
やサーバーも無事であった。

3. 強震動の後
　地震後 10 分を過ぎた頃に、ビル管理者
より一旦外に出るよう指示があり、階段
で下に降り、避難場所である近所の保育
園のグラウンドに行った。すでに数百人
の人々が集まっており、グラウンドに入
ることが出来なかったので、ビルの脇の
道路で同僚と話しながら立っていた。そ
の間に地下鉄、JR 線など主要交通機関が
動いていないこと、信号が作動していな
いため車も徐行していること、携帯のワ
ンセグテレビで仙台空港に津波が押寄せ
ていることなどの異常事態になっている
ことを知り、16 時頃には職員を帰宅させ
た。その頃には、明かりが無いにもかか
わらず営業を再開していたコンビニに行
列ができはじめていた。

　数人の職員と事務所に戻り , 事務所内
の通路だけは確保して、17 時ごろに残っ
た職員と帰宅した。
　帰宅後、電池や弁当を買いにコンビニ
に行ったが、すでに長蛇の列で 1 時間ほ
ど後に店内に入ったときには弁当や電池
などはすべて売り切れであった。この時
深刻な物資不足になることに気づき、レ
トルト食品、缶詰などを購入した。その
後数日でコンビニからほとんどの商品が
消え、食料、燃料などの物資不足が続く
こととなった。3 月のまだ寒い時期にラ
イフラインが停止したため、比較的地震
被害が軽微であった仙台市街地の住民も
不便な生活を強いられることとなった。

　仙台市街地のライフラインの復旧時期
は地区によって異なるが、電気、水道は
全国からの応援のおかげで早い地区では
数日から 10 日前後で復旧したが、都市ガ
スは被害が大きかったため復旧までに
1 ヶ月以上を要した地区もあった。
　無料の炊き出し、食堂の被災者用の安
価な弁当の店頭販売、本社からの支援物
資などの援助のおかげで欠食するまでに
困窮することはなかった。
　なお、仙台市街地では宅地造成地の埋
土範囲の住宅に大きな被害があったこと
を後に知ることとなる。

4. 洪積台地の地震動
　仙台市の長町 - 利府線より西側市街地
は薄い礫層が新第三紀層を被覆する段丘
面であるため比較的地震に強い地盤であ
り、東側は軟弱な沖積低地であるため地
震に弱い地盤と言われている。
　弊社が入居しているビルは西側の地震
に強い段丘面に位置しているが、ビルは
1979 年（昭和 54 年）に建てられ、32 年
が経過した古いビルであったこと、15 階

写真 -4　 避難場所の幼稚園のグラウンドに集まる人々を
弊社の窓から撮影

写真 -5　避難場所に入れなかった路上の人々
（仙台市青葉区一番町）

写真 -6　仙台市青葉通りの地震後の状況
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建てビルの 13 階に事務所があったことな
どのため、地上の震度は 6 弱であったが、
13 階の事務所では、揺れが増幅されて震
度は 7 であったと思われる。なお、当ビ
ルの 5 階付近より下では書棚の転倒など
はなく、1 階に入居している書店を地震
直後に覗いたが、本が数冊落ちている程
度の軽微な被害であった。このことから、
耐震設計によるビルの場合には低層階の
揺れが小さい場合でも高層階は揺れが増
幅されて非常に大きくなることをあらた
めて実感した次第である。

5. 宮城県との災害協定に基づく活動
　東日本大震災後の 3 月 14 日に宮城県土
木部から東北地質調査業協会に前年に締
結した災害協定に基づいて地震後の土砂
災害危険箇所の緊急点検業務の依頼が
入った。これに迅速に対応するため、早
坂理事長を本部長として大友総務委員長、
高橋広報委員長、鶴原宮城県理事代理、
西山事務局長、小生の 6 名を委員とする
東北地質調査業協会災害対策本部を緊急
に設立した。3 月 14 日から 3 月 27 日の
間に毎日のように協会に通い、計 8 回の
会議を行うとともに、宮城県土木部との
打合せ、会員各社への連絡、調整などを
行った。
　3 月 16 日に宮城県土木部防災砂防課砂
防・傾斜地保全班の森本技師と初回打合せ

を行った。調査は宮城県および地震被害が
少なかった秋田県・山形県の会員企業で分
担し、3 月 22 日より内陸部の土石流危険
渓流と地すべり危険箇所の緊急点検を開始
した。さらに宮城県から津波被害を受けた
沿岸部の調査を追加で依頼され、3 月 29 日
より沿岸部の調査を開始した。これには小
生も参加し、津波被害による沿岸部の惨状
を目にすることとなった。
　宮城県内の砂防施設の現地調査は、調査
結果を毎日県庁土木部にメールにて報告
し、4 月中旬には概ね現地調査を終えるこ
とができた。

6. おわりに
　本稿では主に小生が体験した仙台市で
の東日本大震災時の状況を紹介した。
　東日本大震災から約 10 ヶ月が経過して
いるが、まだ多くの方々が行方不明であ
り、被災者の多くは仮設住宅に入ってお
られる。復興への道のりは遠いものの、「が
んばろう ! 東北」、「がんばるっちゃ ! 宮城」
のスローガンの下に本格的な復興事業が
始まりつつある。我が家のマンションも
クラックなどの補修がようやく終わろう
としている。
　津波で壊滅的な被害を受けた沿岸部が
10 年後には見違えるように復興している
ことを祈念して筆を置くこととする。

写真 -7　地震時の地すべりによる住宅被害
（仙台市青葉区折立）

写真 -8　地震時の斜面崩壊による住宅被害
（仙台市青葉区西花苑）

写真 -9 津波被害を受けた民宿
（宮城県女川町小屋取）

写真 -10　津波による壊滅的な被害状況
（宮城県女川町塚浜）
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女性からのひとこと
（株）北杜地質センター

藤村　聡子

　東日本大震災からまもなく１年を迎えよ
うとしています。
　あの大地震の時、私は自分のデスクで納
期の迫った報告書の入力作業をしていま
した。数日前にも少し大きめの地震があり
ましたので、その余震だろうぐらいに思っ
ていたところ、だんだん揺れは強くなり、
私はその場にしゃがみこんでしばらく動け
ず呆然としてしまいました。　地震発生後
すぐに停電になりましたので、ラジオで状
況を把握するまでの数分間、入力中だった
データがとんでしまったことへのショック
の方が大きかったことを覚えています（結
果、データは残っていたので大丈夫でし
たが）。
　また、私の親戚・友人で沿岸部に住ん
でいる人もおりましたので、なかなか連絡
がつかず焦りましたが、幸いにも全員無事
が確認できました。
　当社は内陸部にあるため建物への被害
はなく、停電と停電に伴う断水があったく
らいで、停電も翌日夕方には復旧しました
ので、業務に大きな支障がでることもなく

今日まで頑張っております。
　普段の地質調査に加え被災地の沿岸部
での復興のための地質調査もあるため例
年よりも忙しい一年となりましたが、こ
れからもひとつひとつ丁寧に仕事に励ん
でいきたいと思っております。
　さて、私は社内で現業事務を担当して
おり４年目になります。仕事内容といえ
ば、現場から毎日あがってくる柱状図の
データや写真の整理、報告書の入力・製
本作業などです。また最近は、電子納品
やテクリスの作成、時には電子入札の作
業も頼まれるようになりました。
　電子納品について勉強をしている中で、
CALS/EC インストラクター (RCI) とい
う資格があることを知り、社長からは何
かひとつでも資格試験にチャレンジする
ように常々言われておりましたので、挑
戦してみることにしました。RCI の受験
資格が「20 歳以上」これひとつだけだっ
たのも受けてみようと思ったきっかけと
いっても過言ではありませんが。
　今回は RCI を取得するまでの珍道中を
記してみたいと思います。

〈受験を決めてから〉
　受験してみようと思ったのは昨年の 5 月
中旬でした。しかしその時はもうすでに締
め切ったあとでしたので、1 年間は頭の片
隅に残したまま過ごし、今年受験しました。
　試験範囲は市販されているガイドブッ
クの中からのみです。“なんだ簡単じゃな
いか” と初めは思いましたが、実際勉強
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していくと、電子入札・電子納品の部分
はなんとなくわかるのですが、CALS/EC
のこれまでの流れや工事の分野などは
まったくわかりません。軽い考えで受験
を決めてしまった自分を一瞬悔やみまし
た。でもあきらめるわけにはいきません。
　仕事の合間や休日などにゆっくりと時
間をかけて過去問とガイドブックとをに
らめっこしながら勉強を進めていきまし
た。そしてなんとか試験直前には、過去
問で満点とはいいませんがそこそこの点
数がとれるまでにはできるようになって
いました。あとは本番でどれだけできる
かです。

〈受験日当日〉
　そして、いざ受験当日です。私は緊張
するとよく腹痛を起こすのですが、その
腹痛が当日の朝に襲ってきたのです。最
近はそんなことはなかったのに。試験と
いうものが久しぶりだったからかもしれ
ません。幸い余裕を持って早い時間の新
幹線を予約していましたので、時間を変
更してギリギリまで自宅で安静にして、
飲まず食わずのまま受験会場の東京へと
向かいました。
　実際に会場につくと落ち着いてきたの
か腹痛もおさまって、無事に受験するこ
とができました。なんとか試験時間中に
全問終えることはでき、なんとか勉強の
成果は出せたように思いました。しかし
これが本来の体調だったら、もう少し粘
れたのかなぁとの思いもありました。

〈合格してから〉
　結果は 2 ヶ月後の 9 月末でした。その
数日前に正答が公開されたのですが、思っ
たほどとれていなかったので、少しドキ
ドキしていました。ですので、ホームペー
ジで番号を見つけたときはほっとし、そ
して合格証が届いたことで、また一つ資
格をとることができたと実感しました。
会社にも無事に合格を報告することがで
き、少しは貢献できるのではと思ってい
ます。
　CALS/EC は生き物というか、日々変
わりつつある分野だと考えています。私
自身、合格したことにおごられることな
く勉強をつづけていきたいと思います。
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地質調査技士に合格して

（株）東北地質　秋山　政一

　それは突然起こりました。年度末の忙
しい時期が例年よりやや早めに終わろう
としていたころ、とてつもない大津波を
伴う大震災「3.11」です。
　その後の状況は周知の通りです。私自
身もライフラインの寸断で、自分の身の
回りのことで精一杯の日々が１～２週間
ほど続きました。このような状況の中、
会社から緊急の連絡が入りました。震災
に係わる仕事の連絡で津波追跡調査並び
に土砂災害の緊急点検の現地調査を実施
するとのことでした。この時、私は初め
て直接被災地の現状を目の当たりにする
こととなりました。　
  その状況は凄まじく、ただ唖然とする
ばかり。ここに住んでいた人達は、ここ
にあったであろう建物は、道路は、線路
は……。
　私はこれまで、３度地質調査技士の検
定試験を受験しましたが、何れも不合格
の結果となっていました。ただその結果
に対し、それほど悔しいと思うこともな
く、当然といえば当然の結果と認識して
いました。これまでボーリング助手を主
体として地質調査の仕事に携わってきた
私にとって、地質調査技士の資格とは、
ボーリング機長として必要な資格と考え
ておりましたから、その時までに取得す
ればよい資格でもあったわけです。従っ

て、その資格試験に取り組む姿勢はけっ
して積極的なものではありませんでした。
　勉強方法といえば定番のボーリングポ
ケットブックを試験直前になってからよ
うやく目を通し、慌てて過去の問題集
や受講テキストの問題を解くというよう
な、付け焼き刃的なものでした。このよ
うなことを毎回繰り返していましたか
ら、不合格となるのも当然であったと思
います。また、まだ経験年数が足りない
からとか、仕事が忙しく勉強に十分な時
間がとれなかったからなどと自分に言い
聞かせていたように思えます。
　しかし、今回起こった未曾有の大震災、
その惨状を目の当たりにしたとき、今回
は何としても合格したいという強い気持
ちがありました。震災絡みの仕事により
例年より忙しい状況でありましたが、時
間があれば参考書に目を通すようにし、
何とか合格することができました。
　震災後、復興に係わる調査が非常に多
くなっています。そしてこれから数年は
このような環境の中で仕事に従事するこ
とが続くものと思われます。今後は、震
災復興の為の仕事に従事できることに感
謝の気持ちを持ちながら、日々精進し、
地質調査技術者としての誇りを持って社
会に貢献できるよう頑張っていきたいと
思っています。
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東邦技術（株）　藤田　裕幸

　現在私は、会社で室内土質試験に従事し
ております。この度は地質調査技士の ｢ 現
場技術・管理部門 ｣ の土質試験コースを受
験させていただきました。
　土質試験コースの試験は隔年での実施
であるため、今年を逃してしまうと次に受
験できるのは 2 年後となってしまうことか
ら相応のプレッシャーがありました。　そ
こで私は、確実な知識を得るために事前講
習会を受講させていただくことにしました。
地質調査技士検定試験は幅広い分野から出
題されるため独学だけですべてを網羅する
ことは困難であると思えたためです。また
試験で問われる内容は、法規や測量 ･ ボー
リング技術の知識など今後地質調査の仕事
に携わっていく上で重要なものですので、
有資格者を目指す者としてこれを機会に正
しく理解したいという思いもありました。
　事前講習会は 2 日間にわたり各分野ごと
に講師の先生方が講義をしてくださいまし
た。最新の事情や出題傾向の高い重要分野
の説明を受けることができ、試験勉強のポ
イントや試験の全容を把握するためにはと
ても役立ちました。
　特に勉強になったことは筆記試験の対策
です。今まで、記述式の試験というものは
殆ど受験したことがなく、文章のまとめ方
や試験に向けての準備事項などを知ること
ができ、とても助かりました。
　もちろん、たった 2 日で試験対策が完全
になるわけではありませんので、後は帰っ
てからの自学自習です。私はまず講習会で
ポイントとして聞いた箇所の復習と暗記を
行いました。調査機器の各部の名称や必要
な法規の内容などを暗記し、その上で過去

問をとき、間違った箇所をもう一度暗記と
いう繰返しです。
　記述問題の経験論文は、講習会で習った
文章の組み立て方にしたがって実際に原稿
用紙に書いてみたものを上司に添削しても
らいました。何度か訂正を加えたものを頭
に叩き込み内容の要点と文章の流れを覚え
ようと努めました。
　他の記述問題に関しては、土質試験に関
する問題だけは必ず選択したいと考え、試
験方法を赤本などで確認するなどの対策を
とりました。
　試験当日、選択問題に関しては確かな手
ごたえを得ることができました。試験後に
貼り出された解答での自己採点でもまずま
ずの正答率だったため、安堵したことを覚
えています。
　記述試験を受験して何より大変だったこ
とは、答案の後半は手が疲れてしまい、丁
寧な字を書くことが困難だったということ
でした。字を書く機会が少なくなっている
せいですので、勉強のほかに長文を書く練
習をもっとするべきだったと反省いたしま
した。
　結果、無事に合格できたことをうれしく
思います。
　試験勉強をする上で、事前講習会に参加
できたことが特に有意であったと私は思い
ました。試験の傾向やポイントを教わるこ
とで勉強の方向性がつかめたため、広い試
験範囲に対応できたのだと考えています。
　今後も学ぶ姿勢を持ち続け、地質調査技
士として恥じない仕事ができるよう努めて
いきたいと思っております。
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若手技術者セミナーに参加して

１．はじめに
　私は、自社の東北支社において、土質を
専門とするグループに所属する 3 年目の若
手技術者です。今回、仙台市を代表する地
下鉄東西線建設工事の現場見学会、さらに
意見交流会に参加しましたので以下に参加
報告を兼ねて感想を述べます。

２．地下鉄東西線施工現場での現場研修
（１）薬師堂工区
　薬師堂工区は、土被りが約 8.6 ～ 12.0m、
外径 5400mm でシールド工法によりトンネ
ルが掘削されています。掘削の対象は主
に粘土混じり砂礫となります。シールドは、
設置したセグメントで反力をとって掘進し
ていく工法ですが、掘削が分布地質や地下
水位に左右されるので地質調査の重要性を
再確認することができました。

（２）西公園工区
　西公園工区では、NATM 工法および開
削工法によりトンネルが掘削されています。
私は、トンネルが東北地方太平洋沖地震の
影響を受け変状していないかどうか気にな

りました。現場の説明では、施工に影響を
及ぼす問題は発生していないとのことでし
た。また、断層型（内陸直下型）の地震に
対しては、修復可能な程度で被害が抑えら
れるよう設計されていることを知りました。
これは、性能設計の考え方を導入している
ことを後で知りました。

３．グループディスカッション
（１）技術の伝承について
　グループディスカッションでは、私と年
齢の近い人が 7 ～ 8 人いて、皆自分と同じ
ような悩みを抱えているのだと知りました。
例えば、ボーリング現場の管理について話
題がありました。昔は、ボーリング機長と
同宿することで教科書に書いていない掘削
技術が受け継がれたそうです。最近は、こ
のような風習がすたれてきており、技術力
及びコミュニケーション不足が原因で、指
示事項の伝達がうまくできず現場運営に支
障をきたすこともあります。私も同様な経
験があり、技術の伝承の重要性を感じさせ
られました。

（２）資格取得について
　私は、地質調査技士試験の勉強法という
トピックスを挙げました。来年度、受験予
定で参考にしようと考えたからです。過去
問を解くということがよりベストな勉強法で
あることが再確認できました。

４．さいごに
　地質調査業界全体で、若手技術者が減
少しており、来年以降のセミナーは、「若手
セミナー」では無くなる可能性があること
を聞きました。セミナーの名称が変わった
としても、このような若手技術者たちが意
見を交換しあい、ベテラン技術者の方から
意見を聞ける場はこれからも必要だと思い
ます。地質調査において「経験を積むこと」
がとても重要な要素だと考えるからです。
　最後にこのような貴重なセミナーに参加
した経験を今後の業務に活かし “良い仕事”
につながるよう頑張りたいと思いました。

応用地質（株）　寺方　淳治

写真１　木ノ下トンネル現場

写真２　西公園トンネル現場
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　本稿は平成 23 年度 10 月 6、7 日に掛け
て実施された若手技術者セミナーの参加
報告である。本セミナーは、現場見学会
やディスカッションを経て、技術の向上と
若手技術者間の親睦を深めるという趣旨の
もと毎年開催されている。実際に参加して
みると、若手と言っても本セミナーにはこ
の業界で長年勤められ、経験を積まれてき
た方々が多数参加されていた。私にとって
今回のセミナーは、そういった経験豊富な
方々と、普段中々聞くことができない仕事
上の悩みや現場でのノウハウ等について話
すことができた非常に新鮮で有意義なもの
となった。以下に本セミナーで実施した現
場見学会とグループディスカッションにつ
いて、簡単にではあるが概要と感想を記述
する。

〈現場見学会〉
　10 月 6 日に実施された現場見学会は、
仙台市内地下鉄東西線の施工現場で行っ
た。本工事は仙台市内の地下鉄南北線と
交差する約 14km の路線を、13 の駅で繋
ぐ地下鉄工事である。見学箇所は薬師堂
工区と西公園工区の 2 箇所である。始めに
見学した薬師堂工区は、薬師堂駅と連坊駅

（駅名は全て仮称）間を繋ぐ約 1km のシー
ルドトンネル区間である。本区間は施工深
度に比較的透水性の高い土砂が堆積して
おり、駅部は止水性を考慮した連続地中壁
工法が採用され、トンネル部もシールド工
法により、掘削後の地盤の安定性を確保し
ながら工事が進められている。見学におい
ては、実際にトンネルの先端まで歩き、掘
進時の様子をシールド内部から観察するこ
とができた。私のトンネル工事のイメージ
は、地下水が染み出る坑道で作業員の方々
が泥だらけになりながら土砂を掻き出して
いるというなんとも古くさいものだったが、
トンネル内に入って早々そのイメージは掻
き消されてしまった。孔内はきれいに整理
され、シールドの先端で掘削された土砂は
コンベヤーで次々と搬出されていくなど、
現場内は非常に効率化されていた。

　2 箇所目の西公園区間でも同様の印象を
受けた。少しでも作業しやすいように、事
故を起こさないようにという気配りがいた
る所に感じられ、洗練されていると思った。
今回見学した現場においては、3 月 11 日
の東北地方太平洋沖地震発生時も大きな
事故などが発生することはなかったという
話を伺い、普段の安全管理の重要性を改
めて実感することができた。

〈グループディスカッション〉
　グループディスカッションは、現場見学
会の翌日に秋保グランドホテルにて実施さ
れた。本ディスカッションは参加者を 2 グ
ループに分け、それぞれに決められた議題
に関して年齢関係無く意見を述べ合うとい
う方式で行った。私が参加したグループで
は、土木業界、調査業界で働いていく上
での悩みやモチベーションの保ち方が議題
として挙げられたが、最終的には新入社
員の育て方から地質調査技士の試験対策
など多岐にわたる参加者の疑問点に関して
非常に活発な意見交換が行われた。先に
記述した通り、本セミナーには若手と言っ
ても、下は 20 代から上は 40 代まで幅広い
年齢層が集まっている。私としては、この
業界で多くの経験を積んできた方々は、そ
れぞれ自分の考え方を持っていて、対立す
ることがあってもそれを主張していくこと
ができることに感銘を受けた。また、自分
の抱えていた悩みも、皆が同じように通っ
てきた道だということがわかり、アドバイ
スを頂くこともできとても有意義な時間を
過ごすことが出来た。業界内での若手技
術者の減少から、来年度から本セミナーは

「若手」をはずすことも検討しているらし
い。今後本セミナーに多くの若手が参加し、
その中で自分の考えを話すことができるよ
う、少しずつ成長していきたいと思う。

（株）ダイヤコンサルタント　谷口　雄太
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平成 23 年度・出前講義の紹介
東北地質調査業協会

技術委員長　高野　邦夫

1. はじめに
　東北地質調査業協会は、地域の地盤 ･
地質に精通した技術者集団として様々な活
動を行っている。技術委員会では会員の技
術力向上のための活動、外部の講習会への
講師派遣等を担当している。本稿では、平
成 23 年度に仙台市立工業高校で地質調査
に関する理解を深めてもらうために行った

「出前講義」について紹介する。

2. デュアルシステム地域ものづくり人　
　材育成事業に係る技術指導者派遣
　仙台市立仙台工業高校からの依頼によ
り、定時制課程と全日制課程の高校生を対
象として 2 回の出前講義、実習を行った。

(1) 仙台工業高校定時制課程
　建築土木科土木定時制課程コースの 1
年生を対象として 9 月 6 日に地質調査に
関する講義、実習のために講師 4 名を派
遣した。
　筆者は、パワーポイントにより、①地
質調査業はなぜ必要か、地震、津波など
の自然災害とは、③地質調査業はどのよ
うなことをしているか等についての講義
を行った。今年は東日本大震災の津波被
害が甚大であったことから、地震、津波
について詳しく説明し、津波から助かる
ためには、とにかく地震直後に高台に非
難するしかないことを強調した。
　講義の後、グラウンドに移動し、テク
ノ長谷株式会社の御協力によりボーリン
グ調査の実習を行った（写真 1~3）。

(2) 仙台工業高校土木科
　土木科 1 学年を対象に、10 月 5 日に講
義、ボーリング調査、表面波探査の実習
のために講師 7 名を派遣した。講義は定
時制課程と同じ内容で筆者が担当し、ボー
リング調査はテクノ長谷株式会社、浅層
反射法は応用地質株式会社が担当した。
　ボーリング調査の講師は、仙台工業高

校の卒業生であるテクノ長谷株式会社の
日野氏他 2 名が担当された。

　ボーリングは、実際にグラウンドで掘
削、コア採取、検尺、現場記録写真、土
質コア観察法等についての実習を行った

（写真 4~8）。
　表面波探査は、応用地質株式会社の
佐々木支社長他 2 名が担当され、グラウ
ンドに測線を設定し、探査の原理、方法、

写真 -１　講義開始前の理事長のご挨拶

写真 -2　講義の様子

写真 -3　ボーリングの実習
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解析法等についての実習を行った。
　定時制、全日制のいずれの学生さん達
も講義、実習を熱心に受講され、グラウ
ンドの地下に関する理解を深めてもらえ
たものと考えている。彼らの中から地質
調査業界に興味を持ち、当業界に就職す
る人材が輩出することを期待したい。

3. おわりに
高校への出前講義は地質調査業の認知

度を上げるために毎年実施している。こ
の出前講義を開催するためには、会員企
業の御協力が不可欠である。本年度は東
日本大震災の復旧業務で大変忙しい時期
であったにも関わらず、快く御協力をい
ただいたテクノ長谷株式会社ならびに応
用地質株式会社の講師の皆様、協会代表
として挨拶を担当された早坂理事長に厚
く御礼を申し上げる次第である。

写真 -4　グラウンドでの実習前に整列する高校生

写真 -5　ボーリング実習の様子

写真 -6　掘削されたコアと高校生

　　写真 -7　表面波震源の実習

　　　写真 -8　表面波探査のデータの確認
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国土交通省 東北地方整備局との
意見交換会

広報委員長　高橋　克実

　東北地方整備局と当協会の意見交換会
が、平成24年1月24日（ 水）14:00 ～ 15:30
に東北地方整備局大会議室にて開催されま
した。その内容を以下にご報告いたします。

「出席者」
　東北地方整備局からは企画部長　川嶋
直樹様、技術調整管理官　伊藤友良様、技
術調整開発調整官　齋藤廣見様、河川情
報管理官　葛西敏彦様、道路調査官　林
崎吉克様、技術管理課長　加藤信行様、技
術管理課長補佐　槻山敏昭様の7名がご
出席されました。
　当協会側からは早坂理事長、奥山副理事
長、大友理事、高野理事、佐々木理事、坂
本理事、高橋理事、奥山理事、菅野理事、
西山事務局長、村上事務局長代理、高橋の
12名と記録係として真坂広報委員、羽生田
広報委員、大沼広報委員が出席しました。

「主な内容」
　槻山技術管理課長補佐に司会をご担当し
ていただき、川嶋企画部長、早坂理事長に
開会のご挨拶をいただいた後、高野理事が
当協会の主な活動内容を紹介し、意見交換

に入りました。意見交換は以下の議事に沿っ
て行われました。

① 地質調査技術の有効活用について（防
災･減災及びコスト縮減への貢献）

②地質調査の適切な発注について
③低価格入札について
④その他
地質調査技術の有効活用についてでは、

防災･減災の観点において、当協会は特に
東日本大震災を経験した東北地方の各地
域の地盤状況に精通し、いわゆる地質リス
クを熟知していることをアピール。本格復旧
に向けた土木構造物などの建設プロジェク
トに対し、計画段階から地質調査技術者の
参画、施工段階への地質調査技術者の参
画促進にくわえ、JV 発注やそれ以外に門
戸を拡大できないかを望みました。併せて、
地質リスクマネジメントを管理する「地質ア
ドバイザー」制度の創設を検討していること
などを紹介しました。
　地質調査の適切な発注についてでは、地
質調査業務が分離発注されている状況に
感謝するとともに、現状の発注 ･入札状況
がどのような内容（件数、比率など）となって
いるか、今後の本格的な復興にむけて予定
される事業や予算等はどのような内容・規
模が見込まれるかなどをお聞きしました。
　低価格入札についてでは、昨年来の発注
方式なかで「総合評価方式による発注形態
に少しずつスライドする」と方向付けされた
なか、現状の低価格入札契約発生状況につ
いては、大幅にその発生率が下降したこと
をお聞きしました。

その他では、積算関係、受注機会の確保

ご臨席いただいた東北地方整備局各位
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に関しての地元企業の実績要件緩和などに
ついてフリートーキング形式で前向きなご見
解とご意見をいただきました。
　併せて、宮城県土木部との災害協定にも
とづき実施した地震後の土砂災害危険箇
所緊急点検、東北の地盤情報共有システム
として立ち上がった「みちのくGIDAS」運用
への積極的な参画、来たる2/23（木）に主催
する「東日本大震災に関する技術講演会」な
どについて協会活動を紹介した後、奥山副

理事長による閉会挨拶で閉会した。
「謝辞」
　公務多忙の中、当協会との意見交換会を
快く承諾され、司会や会場の提供、資料作
成などの多大なご協力をいただいた東北地
方整備局の関係各位に厚く御礼申し上げま
す。また､ 記録・写真係を担当された真坂
委員、羽生田委員、大沼委員の広報委員各
位に心より感謝いたします。

意見交換会の様子
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わたくしごと
地質基礎工業（株）代表取締役

菅野　昭夫

　新任理事（福島県）に就任いたしましたの
でご挨拶を申し上げます。
　「大地」52 号に、同時 2 本の寄稿する機
会を頂きました。
　東日本大震災の経験は、「震災特集」に
て寄稿しました。本文は、私の生い立ち、
雑感などについて記載させていだきます。

サマータイ
小生の胸元を良くご覧下さい。クールビズ

用ドレスアップ・タイ「クールタイ」です。
　ネクタイなしでは首周が締まらない、接客
時失礼にならないかと何時も不安で、去年ま
で夏場はループタイを常用してました。全国
の地方新聞社が推薦する贈答サイト47（よ
んなな）クラブで見つけた福島民報社お勧
め品です。今年の夏はクールタイで過ごしま
した。大ヒット映画「のだめカンタービレ 最
終楽章前編」でオーケストラのシンバル役が
着けているのもクールタイです。

出生
　1947 年福島県川俣町にて生を受け、戦後
派団塊世代の一人です。地元高校・大学を
経て 1971 年常磐開発（株）に入社。1977
年コンサル部門を分離、新会社を立ち上げ
た現在の地質基礎工業（株）へ移籍、一貫
して常磐系列の会社で勤務。現在代表締役
を努めております。
　縁あって、福島からいわきに職を求めて移
り住み、現在、湯ノ岳（ゆのだけ）の麓、白
水の里に居を構えております。

この道に入る動機　　
　地質に興味を持つようになったのは、高校
時代の恩師の影響が大であった様に思いま
す。地元の川俣高校へ入学した時の担任が
地質の先生で、経緯は忘れましたが、川俣
町と浪江町の行政境、地区名を「水境」と
言い、西に流れると阿武隈川水系、東に流
れると請戸川水系で本当の分水嶺に当たる
地勢を示しているところ、ここで日山（1057m）
に連なる白馬石山（しらまいしやま821m）に、

花崗岩・御影石の調査に連れて行ってもらっ
たのがそのきっかけでした。45 年も前のこ
と、現在の石切り場など開発されて無かった
と記憶しているし、銘石白馬石（しらまいし）
など開発採石していなかったと思います。開
発のための地質調査だったのかもしれませ
んが、白い花崗岩の露頭を探して一日山麓を
歩き回ったのを思い出します。
　大学では高校地学の教員に成るべく教育
学と地学を学びました。地学の中でも地質学・
地史学を卒論に専攻し、フィールドは耶麻郡
山都町相川（現在の喜多方市山都町相川）
周辺、対象は新第三紀鮮新世から第四期
更新世に掛けての堆積層を相手に、地史を
編み、古生物化石を研究しました。大学最
終学年時、指導教授の勧めがあって教員に
ならず民間企業へ、現在の会社へ就職を選
んだという経緯です。

支店勤務、山形での思い出
　入社してからの住民票は山形市内の方が
長く結婚前 4 年、平成 2 年から出向期間・
本社管理部配属期間を除いて 15 年間、40
年の会社人生の中で山形住民であった期間
がなんと19 年間もあります。支店勤務中最
高の売上高を達成したのも自慢です。サトイ
モ・牛肉・しょうゆ・砂糖味の芋煮を覚えた
のも、そばが大好きになったのも、もっての
ほか（食用菊）を好きになったのも青菜（せ
いさい）漬がうまいのも、山形県の形が人の
左向き顔であるのも、支店勤務の思い出です。

防災士　
　2006 年 1 月に「防災士」（日本防災士機
構）の資格を取得しました。
　「自助・共助・共同」を謳い文句にボラン
テア活動が主体の活動です。
　今般の東日本大震災被災では、此処で学
んだ事が大変役立ちました。緑のジャンパー
を身に着けた防災士会員が救助活動に大変
活躍しているのが見られました。1995 年 1
月死者 6,437 名を出した阪神・淡路大震災
が契機となって、もっとも身近なところでの
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共助活動が生死を分かつことが教訓として
示されました。
　いわきに住んでいては、災害に巻き込まれ
ても24 時間生き延びれば命が救われる可
能性は大です。自分と家族の身を守る時間
が 24 時間あれば、あとは公共の救助隊が
来てくれます。この 24 時間の身を守るのが
自助・共助・共同です。近に年寄りが何人い
るかを調べ、食器棚に防散フィルムを貼り、
ストッパーを付け、家具を作り付けにしたり
する事から始まっています。今、資格保有者
が何人いるかが評価される時代、会社に一
人は居ても良い資格者です。

趣味、野菜つくり
　自宅前に 60 坪ほどの野菜畑を趣味の範
囲で耕作しています。4 才と2 歳の男孫を畑
で遊ばせながら土曜・日曜日は大忙し、三度
豆・スナックエンドウ・グリーンピースの種まき
を終わらせ、玉葱の植え床を作りました。赤
玉 160 本、黄玉 360 本の苗を植えつける予
定です。青首大根が首回り25cm、聖護院
大根が直径 15cmに育ち毎日食してます。20
本苗植えつけた白菜「黄ごころ 80日」を昨日
初収穫しました、2kg 以上あります。同数「90
日黄ごころ」も夜盗虫に蝕まれること無く結球
し始まり、鉢巻をかけ来春まで食べれます。
韮・サニーレタス・京菜・二十日大根、ほうれ
ん草・つる紫が収穫時です。サトイモも大収穫、
牛肉こんにゃく舞茸砂糖しょうゆ味の山形芋
煮が最高です。来春はハート型・星型のキュ
ウリを作ります。夏場は明るくなると同時に働
き出し、暗くなるまで雑草との戦いです、これ
が仕事へのエネギーに為ってます。

ゴルフ
　ゴルフ暦 12 年、支店勤務から本社へ転
勤になってから始めました。現在ハンデ 23、
最近まで「女性用クラブがスイングに合って
ます」とのショップの勧めで、ピンクバッジ・
ロフト12.5°、MP400、フレックス Aのドラ
イバーとアイアンを愛用してました。これを
昨年からゴルフを始めた娘にせがまれ手放
し、今年夏からはメタルバッチ・ロフト11.5・
MP600・フレックス R のギアに揃え替えまし
たが、なかなか宜しい。まだまだスコアーが
伸びつつある実感です。常時 90 を切るの
が取りあえずの目標です。スポーツはスキー・
水泳・オリエンテーリング・釣り、最近はそ
れぞれ数が少なくなってきています。

旅行
　5 年前から、世界遺産を目当てに年 1～ 2
回、海外旅行を計画して実行しています。ト

ルコを初回に、アンコールワット、スペイン
の世界遺産とピカソ作品ゲルニカ鑑賞。一
昨年は、チベット問題で一度渡航制限され
た中国四川省九賽溝、昨年は猛暑の中イン
ド、今年は映画「アバター」で有名になった
張家界、来年は実行できるかな？ 。国内名
勝地を制覇せず、海外旅行などもってのほか
と思っていましたが、海外旅行は体力勝負、
足腰が元気なうちでないと出来ないと悟った
ところです。　

白水阿弥陀様
　自宅近くに、国宝白水阿弥陀堂が存在し
ます。岩手平泉藤原秀衡の娘徳姫が、いわ
きの豪族岩城則道に嫁し、則道死後にその
霊を弔う為に、1160 年、生地である平泉の
金色堂を模して建立したと言い伝えられてい
ます。正面三間・側面三間の方三間で、宝
形造り、栩（とち）葺き屋根の素朴な優美で
繊細な姿をしています。堂内部には、木造
阿弥陀三尊（阿弥陀如来、観世音菩薩、勢
至菩薩）と特國天・多聞天の二天が収めら
れています。
　時 、々早朝、阿弥陀堂の周辺をウォーキ
ングしますが、季節に応じて素晴らしい景観
が楽しめます。初冬には周辺紅葉の真っ只
中に薄く霜化粧して凛として佇む堂の姿が見
られ池には鴨が数多く飛来してきます。
　初夏には庭園に燦然と咲き誇る大輪の大
賀蓮・古代蓮 (Neiumbo nucifera) が見れま
す。2000 年前弥生時代の泥質土層から採
取した 3 粒の種から発芽開花に成功したも
のです。早朝五時半頃までには開花し、午
後三時頃までには閉じ、3 日間（3 回）繰り
返し、4日目には花びらが散ります。
　近くには、常磐炭田発祥の地とされる弥
勒沢があります。明治時代から昭和 40 年
代にかけて、いわき地方の中心となった石炭
産業、その石炭を弥勒沢で発見し、いわき
石炭の基礎を築いた片寄平蔵（かたよせへ
いぞう）の頌徳碑があります。

エコリーダーを目指して勉強中
　昨年 eco 検定（環境社会検定試験）に
合格しエコピープルを名乗ってます。世の
中「エコ eco 」がキーワード、幅広い環
境問題に対する基本的な知識を身につけて、
問題意識を持ち、日常の行動に踏み出すこ
とが必要と感じてます。企業の CSR 活動が
評価される時代になっており、来年には科
学技術部門でエコリーダーになれるようテキ
ストを購入し勉強を始めました。

2011.11.14 記
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青森県理事を拝命して
大泉開発（株）代表取締役社長

坂本　興平

●はじめに
　一昨年 1 月、先代（坂本和彦）社長が
他界し、取締役会を経て 2 月1 日より代表
取締役社長に就任致しました。他界後の協
会理事残任期間は弊社（坂本和記）会長
が仰せつかることとなり、その後今年 5 月
13 日の定期総会において、青森県理事を
新任で仰せつかりました。
　早坂理事長を始め、大先輩方のご指導、
ご助言を賜りながら、本協会発展の為、大
変微力ではございますが尽力して参る所存
でございます。どうぞ宜しくお願い申し上げ
ます。

●生い立ち
　私は 1979 年 1 月に青森県北津軽郡鶴田
町で生まれました。小学校・中学校・高等
学校とも地元の青森県内の学校に通学しま
した。部活動は、剣道をひたすらやってお
りました。父親から「武道をやれ」という
教えもあり、小学校低学年から道場に通い、
中学校卒業までずっと明け暮れておりまし
た。お蔭で、地方大会ではそれなりの成績
を収めることができました。高等学校に入
学後、進学クラスに入ったため、部活動は【あ
る一定の成績以上の者】に限定され、浅学
菲才な私は部活動を辞めることになります。
また、すべてが成績順の為、クラスの人員
編成も男性が 7 名・女性が 29 名という特
殊な高校生活を送っておりました。男性が
7 名で一番苦労したのは、毎年開催される
球技大会等（サッカー・バスケットボール・
ソフトボール・バレーボールなど）分刻みで
すべての種目に参加したことです。今となっ
ては、非常に楽しい思い出です。
　その後、父親と同じ関東地方の大学へ進
学し勉強は人並みにしておりました。大学
時代しかできないということもあり、建設業
以外の様々な業種のアルバイトを経験致し
ました。アルバイトで稼いだお金で、大型

自動二輪の免許を取得し、ハーレーダビッ
トソンを購入しております。夏季休暇は、友
人と全国各地へツーリング等を楽しむ大学
生活でした。

●会社生活
　大学では土木施設工学を専攻し、2001
年就職氷河期ではありましたが、たまたま
運良く大手ゼネコンに入社することが出来ま
した。入社後大きな現場への配属が決まり、
初めての現場は 6 工区全長 26.455ｋｍ（当
時、陸上では世界最長）の NATM 工法
による山岳トンネルの現場でした。最初は
携帯の電波も通じない国有林地内の現場
の為、今振り返ると 2 週間程度は戸惑うこ
とが多かったと感じております。ただ私が
幸せだったのは、上司に恵まれたというこ
とです。この現場に在籍していた 2005 年
6 月に現在の家内と結婚しております。仲人
は当時のトンネル現場の所長ご夫妻にお願
い致しました。今現在も、公私ともにご指
導をいただいております。
　24 時間稼働の現場でしたので、JV 他社・
協力業者と共に（4 年 6 ヶ月）朝から晩ま
で同じ現場事務所、宿舎で生活を送り、様々
なことを勉強させていただきました。今現
在の会社においても、この初めての現場で
の経験が非常に役立っていると心から感謝
をしております。
　その後、2005 年 9 月より、東北新幹線
の駅舎部を跨ぐ区間（全長 1121 ｍ）の高
架橋工事の現場に赴任して参りました。明
かり工事の経験が初めてでしたので、こち
らの現場も、最初の 2 週間程度は戸惑うこ
とが多かったかもしれません。場所打ち杭

（φ1300 ～φ1800）の施工から、新幹線
のレールが載るまで（3 年間）従事しており
ました。
　そんな中で 2007 年 9 月、先代（坂本和彦）
社長のガン手術 1 回目実施。この段階で、
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リンパへの転移も確認される。良くなると
信じてはいたものの、様 な々方にご相談し、
2008 年 9 月ゼネコンを退社致しました。素
晴らしい上司、同僚に恵まれ、個人的には「も
う少し勉強したかった。」というのが本心で
す。その後、翌 10月より大泉開発㈱に入社。
入社後は、また新入社員のつもりでただひ
たすら仕事に専念する毎日でした。
　2010 年 1 月、先代社長逝去。変化に対
応するのは比較的、得意な方だと勝手に
思っておりましたが、あまりの変化の大きさ
に、また戸惑うことになります。今現在は、
地質調査業協会の先輩方を始め様々な関
係各位の皆様のお蔭で、毎日四苦八苦しな
がら楽しく仕事をさせていただいておりま
す。この場をお借り致しまして、心から感謝、
御礼申し上げます。

●おわりに
　2011 年は、人間の力ではどうにもできな
い天災地変が発生してしまいました。生か
されたものの使命として、この地質調査業
協会を通じ、大変微力ではございますが
少しでも社会貢献していければと思います。
また、先代社長の逝去後、様 な々方々から、
たくさんのご恩を頂戴して参りました。私自
身、いただいたご恩を少しでも恩返しできる
よう、より一層努力して参る所存でございま
すので、どうか素晴らしい大先輩方、今後
ともご指導賜りますよう心からお願い申し上
げます。また、役割果たして役職とすべし
を肝に銘じ、若輩者ではございますが青森
県理事の職責を果たせるよう、邁進して参
ります。
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小関　一美
「まえがき」
　「おらほの会社」の紹介も２巡目にはいっ
ているということです。おらほの会社では
2006 年に最初の紹介をさせていただきまし
て、その時は会社の歴史・事業内容さらに
は本社のある米沢とその周辺風土までご紹
介させていただきました。
　今回は 2 巡目でありますので、2006 年
に事業内容の項で若干紹介しました「地質
環境業務（いわゆる土壌・地下水汚染）」
の取り組みについてその経緯と現況を紹介
します。また、本誌面のタイトルである「お
らほの会社」の「おらほ」という言い回し ( 方
言 ) について米沢での「おらほ」を少し紹
介します。

「土壌・地下水汚染業務の取り組み」
1) 基礎固め
　もともと、米沢では環境庁（当時）の
モデル事業として平成 6 年頃から地下水
汚染の調査がなされていました地元に生
業を求めていながらこの事実は知りませ
んでした。
　しかし、この事業の中で地下水観測用
井戸の設置をお願いしたいという話（受
注会社）がありまして、十数本設置した
ことがきっかけのひとつになったのかも
知れません。
　土壌・地下水汚染に関わる取り組みを始
めたのは今から約 10 年程前からになりま
す。当時は、土壌・地下水汚染という言葉
すらあまり耳にしない環境にありました。
　土壌・地下水汚染という業務がはたして
商売として成り立つものなのかという不安
を抱えてのスタートでしたが地質調査部門
の若者たちが立ち上がったのです。
そこで、当初は地質調査部門の若手社員数
名が、土壌・地下水汚染の調査や浄化を
手がけていた会社へお願いしまして、数年

間出向し、その基礎技術や浄化現場への
対応等様々の技術習得をさせていただきま
した。

2) 全国の現場へ旅立ち
　土壌汚染対策法の制定を契機に、千葉
県内に拠点を設け、出向という立場でした
が勉強先の好意もあり請負という形で色々
な汚染サイトの調査をてがけてきました。
当時は法律の制定とか出向先の客先が工
場・事業場との繋がりがあったことから、
北は北海道、南は福岡県での現場があり、
特に名古屋・大阪周辺での現場がおおかっ
たと思います。
　それこそ全国を股にかけての奮闘であっ
たことから、客先の要望で土曜日・日曜日
は勿論のこと正月や盆休みの無い年もあり
まして、若い社員には苦労していただきま
した。

3) 協会組織の構築
　千葉県内に拠点を置いた社員の奮闘ぶ
りに、本社での取り組みにも熱がはいりま
した。その結果として、土壌汚染対策法の
制定と前後するように、山形県内での協会
の設立や、東北各県内でのネットワークの
構築等を進めてきました。現在も活動して
います。
　
4) 現在の取り組み
　全国を股にかけて取り組んできた事業で
ありますが、バブル経済の崩壊により工場・
事業場の調査や浄化にかける経費の引き
締めや土地取引の低迷等から、土壌・地
下水汚染にかかわる調査案件が低下して
きたことを契機に、千葉県内の拠点を本社
に集約し現在に至っています。
　最近は、土壌・地下水汚染に関わる調査
等の業務が行政機関からも発注になるケー

新和設計（株）
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スも増えてきていますので、受注環境は厳
しいですが積極的に取り組んでおります。
　
5) 印象に残る現場
　私たちは幸運にも多くの土壌・地下水汚
染の現場に携わることが出来ましたが、今
でも印象に残る汚染サイトがあります。
　具体的な汚染現場名は書くことは出来ま
せんが、東北地方の地域で、単位区画（土
壌汚染調査の取り決め）が 30m × 30m で
110 区画の広さをもつ土壌地下水汚染現場
でした。当然、履歴調査から始まり状況調
査・詳細調査さらには対策案の作成まで 3
～ 4 年がかりの業務で、現在も地下水のモ
ニタリングを年 4 回行っています。

6) 本項の最後に
　バブル経済が崩壊し、土地神話が終焉
する中、土壌汚染という極めて深刻な環境
問題を抱え、さらに土地の評価や企業会計
に影響を与えることになる新しい時代を迎
え土地に対する考え方や認識も大胆に変
えなければならないと感じます。自分も相
手も最大の利益が得られるようにコミュニ
ケーションを通じて信頼性を高め問題を解
決していく “ウィン・ウィン・アプローチ”
が最も理想と考えながら前進していくこと
を肝に命じています。

「おらほ」雑感
　「おらほ」= 「我々の、私たちの」の意。
方言は不断着の国語であり、祖先から引き
継いだ貴重な遺産の一つといえるのではな
いでしょうか。最近では「方言かるた」も
登場し方言の楽しみ方がされています。
　タイトルの一部にも使われている「お
らほ」という言葉自体、東北に住む人々
にとっては何の抵抗もなくすんなりと耳
に収まります。

　しかし、「おらほ」と字にしてみると米
沢に住む一部の人（私自身）にとっては何
かしっくりいかないこともあり、辞書を引っ
張り出しました。
　そこで、「米沢方言辞典」というもので
この「おらほ」について調べてみました。
当然、米沢方言辞典では「おらほ」という
言い方はなく、「おらだ」という言い方が
記載されていました。この意味するところ
は、私どもという丁寧な言い方。この「お
らだ」に似た言い方として「おらどこ」や「お
らんどこ」等が使われていますが、我々の
とか私たちのというような意とは少し
ニュアンスが違うかも知れません。
　今から 120 年前（明治 11 年）にイギリス
人のイザベラ・バードがこの「おらだ」の
町である米沢地方を旅して、エデンの園と
言わしめた情景や情緒豊かな所で、どのよ
うな方言で会話がなされたのでしょうか。
　こんなことを考えていましたが、「おら
だの会社」、「おらほの会社」、「・・・の会社」。
やっぱり「おらほの会社」でいいのか。
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　2011 年は、大震災という大きな大きな
出来事がありました。
　この地域に暮らす全ての人が、それぞ
れの 3.11 を体験したことと思います。地
震直後はもちろんのこと、いまでも友人
知人に会うと、「あの時」をいかに過ご
したかが話題になり、悲喜こもごも話が
尽きません。
　勤務先の図書館は、数万冊の図書の散
乱に加えガラス壁の損壊などの被害を受
け、再開までに 2 ヶ月近くを要しました
が、人的な被害は無く現在は日常にもど
っております。

　沿岸部の被害を思うと簡単に言葉にす
ることが躊躇われますが、今回は、生き
残った者の魂の再生の物語ともいえる、
井上ひさしの「父と暮せば」をご紹介い
たします。

　「青葉繁れる」「吉里吉里人」などで知
られる井上ひさしは、高校時代を仙台で
過ごしたゆかりから、仙台文学館の初代
館長を務めました。2010 年 4 月に、肺が
んにより 75 歳で他界してしまいました
が、10 年以上にわたり文学館での仕事を
ご一緒することができました。

「わしの分まで生きてちょんだいよォー」
～井上ひさし「父と暮せば」によせて

仙台市太白図書館
村上　佳子

　「父と暮せば」の初演は 20 年近く前の
1994 年。以来、日本各地はもとよりアメ
リカ、ロシア、中国、フランス、イギリス、
ドイツなど世界各国で上演を重ねている

「劇作家・井上ひさし」の代表作です。
　震災後の 8 月、文学館の企画で仙台で
も上演することができました。予定して
いた会場は震災により使用することがで
きませんでしたが、奇跡的に仙台市中心
部の電力ホールに 1 日の空きができて、
上演が可能になったとのことでした。

　昭和 23 年の広島を舞台とする、父と
娘のふたり芝居『父と暮せば』。
　愛する家族や友人たちを原爆で失いひ
とり生き残った美津江は、「生きている
ことが申し訳ない、自分が幸せになって
は亡くなった皆に申し訳が立たない」と、
ひっそりと暮しています。勤務先の図書
館を訪れた青年との恋からも身を引こう
とする美津江。そんな娘へのやむにやま
れぬ思いから、父・竹造が登場します。
実は、もはやこの世の人ではない竹造は

「娘の恋の応援団長」を自認し、あれこ
れと世話をやきます。原作を読まずに初
めてこの作品を観たときには、しばらく
の間、竹造が幽霊であることに気づきま
せんでした。想い想われているのは確か
なはずの二人の恋のゆくえと、しだいに
明らかになっていく美津江の心の底にあ
る罪の意識。

　「あんときの広島では、死ぬるんが自
然で、生きのこるんが不自然なことやっ
たんじゃ。そうじゃけえ、うちが生きと
るんはおかしい。」
　広島弁で語られる美津江の胸のうちが
心に響いてきます。
　そして、焼き崩れた家の下敷きになっ

震災により散乱した太白図書館の図書
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た父の渾身の叫び。
　「わしの分まで生きてちょんだいよォー」　
　父の願いが、ついに娘を絶望のふちか
ら救い出し、生への歩みを甦らせます。

　原爆投下後の広島で生き残った主人公
の、幸せな恋を求める心と亡くなった者
への贖罪と絶望の心情を、一人二役なら
ぬ二人一役で演じられるこの作品は、観
る者すべての心を打ち、仙台でも会場は
感激の嵐でした。
　震災後半年もたたない時期の上演との
ことで、辛すぎるのではないかとの懸念
もあったようですが、むしろそのような
時だからこそとの思いが実ったのではな
いでしょうか。
　私も、ひとりの知人にこの芝居のチケッ
トを送りました。彼は、津波で妻と中学生
と小学生になる二人の娘を亡くしていまし
た。会場に足を運んでくれた彼から、後日
届いた手紙を、勝手ながら少し紹介させて
いただきます。

　― 幕が降りて最初に頭に浮かんだのは
「希望」という言葉でした。それから、暗
く深い闇の中にいる私にもいつの日か光が
届く日が来るかもしれないという思いももた
らしてくれました。
　また、亡くなった人達も目には見えないだ
けで、ちゃんと私達の近くにいてくれるのだ
と気づかせてくれました。自分は一人ではな
いのだと思うと、少し気持ちを強く持てそう
な気がしています…… ―

　「父と暮せば」は、宮沢りえ、原田芳
雄の主演で映画化されており、現在は
DVD で観ることもできます。
　井上作品には、他にも死者が登場する
物語があります。座長を務めた「こまつ

座」の旗揚げ公演「頭痛肩こり樋口一葉」
や、藤原竜也の主演で評判となった晩年
の作品「ムサシ」もそうです。そして何
よりかつての人気テレビ番組の「ひょっ
こりひょうたん島」は、火山の噴火で死
んだ子どもたちが漂流する物語でした。
　私には、井上ひさしを失った喪失感の
ようなものがあり、震災後も、「ひさし
先生ならなんと言うだろう」などとよく
考えました。そして今、没後出版された
本や昔の作品を改めて読んでいくと、そ
の中の言葉が新たな息吹を持って蘇って
くるように感じています。

井上ひさし『父と暮せば』　文春文庫　2001年 2 月

DVD「父と暮せば」　バンダイビジュアル株式会社
ⓒ 2004「父と暮らせば」パートナーズ
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協会事業報告（平成23年4月1日〜平成24年2月29日）

〈行事経過報告〉

平成 23 年 5 月 18 日

6 月 9 日～ 10 日

7 月 10 日

8 月

9 月 6 日

9 月 8 日～ 9 日

10 月 5 日

10 月 6 日～ 7 日

11 月 4 日

11 月 25 日

11 月 29 日

平成 24 年 1 月 20 日

1 月 24 日

2 月 23 日

総務委員会　平成 23 年度定期総会　　　　　　　（仙台市内）

技術委員会　平成 23 年度地質調査技士資格検定試験事前講習会
　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　     （仙台市内）

技術委員会　平成 23 年度第 46 回地質調査技士資格検定試験  
　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　     （仙台市内）

協　　　会　東北地方整備局との「災害に関する協定」提出

協　　　会　仙台工業高校出前授業　　　　　　   （仙台市内） 

全　地　連　技術フォーラム 2011 京都　　　　 （京都市内）

協　　　会　仙台工業高校出前授業　　　　　      （仙台市内）

技術委員会　若手セミナー開催　　　　　　　　　（仙台市内）

技術委員会　平成 23 年度地質調査技士登録更新講習会　
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（仙台市内）

技術委員会　地質情報管理士資格検定試験 　　　 （仙台市内）

総務委員会　独占禁止法講習会　　 　　　　　 　（仙台市内）

総務委員会　新春講演会並びに賀詞交歓会　　　  （仙台市内）

協　　　会　東北地方整備局との意見交換会　  　 （仙台市内）

協　　　会　東日本大震災に関する技術講演会　　（仙台市内）
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総務委員会
平成23年度通常総会

　東北地質調査業協会の平成 23 年度通
常総会は、平成 23 年 5 月 18 日に仙台市
宮城野区の「仙台ガーデンパレス」に於い
て開催されました。会員総数 47 社の内、
出席 32 社、委任状提出 14 社で過半数以
上の出席が得られ、ここに総会成立を併せ
て報告致します。
　通常総会は、平成 22 年度の事業報告と
収支報告、平成 23 年度事業計画案と予算
案、役員変更の審議が主な内容であり、以
下に概要を報告します。

１．早坂理事長挨拶
　本日はお忙しい中、東北地質調査業協
会の平成 23 年度通常総会に出席していた
だき、大変ありがたく思っております。
　3 月11 日に東日本大震災が発生し、全
地連並びに関係協会や関係方面の方々から
多くの励ましの手紙や義援金をいただいて
おります。皆様方からいただいた義援金は、
会員の方々そして被災された方々の為に有
効に使って行きたい所存でございます。
　大震災により幸い会員の死亡や社屋の流
出等は聞いておりませんが、同業者の中に
は被災を被り社員や親戚が亡くなるというよ
うな、これまでに無い多大な被害を業界関
係に残しております。
　また市や町が津波で一瞬に無くなり、災
害の復旧・復興にはこれから大きな時間と
費用が必要になります。そしてまた我々の
持っている最先端の技術も必要になってき
ます。我々の技術が復旧・復興そして被災
者の為に少しでもお役に立てればと思って
おります。
　当協会におきましては地震発生直後から
災害対策本部を立上げ、協会員の状況把
握、そして国と宮城県から災害協定に基づ
く要請がありました。国については協会を
通さず各事務所から各企業へ直接要請が
行く事になりましたが、宮城県においては

土砂災害の緊急点検を行い、協会を通じ
て宮城県の会員に要請を致しました。また
応援として秋田県と山形県の会員にもご協
力をいただき、宮城県内の土石流点検約
2400 箇所と地すべり点検調査を約 100 箇
所行いました。
　災害が非常に大きいため、今後協会とし
て何をすべきか災害対策本部と理事会で
進めて行きますが、会員の皆様と前向きに
何が必要なのか考えて行きたいと思います。
昨年の総会でも「我々の仕事がいかに大事
であるか、自信をもってＰＲしようじゃない
か」とお話ししましたが、更に大きな声で
我々の仕事がいかに大事であるか、これか
らの復旧・復興に向けて一番大事な仕事を
しているよ、と我々自身そして社員・家族・
関係する方々に理解してもらう良いチャンス
でもあり、自分たちの力と信念が問われる
時期だと思います。
　今日の総会では前年度の事業・会計報告、
そして今年度の予算・事業報告がございま
すので、皆様方からの忌憚ない意見をいた
だき審議をしていただきますようお願い致し
ます。
　「明るく　活力のある元気な協会」会員
による東北の復旧・復興を目指すとともに、
会員の皆様の益々のご多幸を祈念して総会
開催の挨拶とさせていただきます。

２．議事
　議　　　　長：早坂理事長
　議事録署名人： 基礎地盤コンサルタンツ

株式会社　 新田洋一氏
　　　　　　　　株式会社サトー技建
　　　　　　　　　　　　 　櫻井勝三氏

第１号議案　平成 22 年度事業報告承認
　大友総務委員長から「会員数」及び「会
員、役員、委員会に関する事項」、早坂理
事長から「全地連に関する事項」、大友総
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務委員長、高野技術委員長、高橋広報委
員長から「対外関係に関する事項」と「東
北地質調査業協会に関する事項」の報告
があり、第 1 号議案は異議なく承認された。

第２号議案　平成 22 年度収支会計報告及
び監査報告承認
　大友総務委員長から平成 22 年度の収支
報告、菅井監事から監査報告があり、第２
号議案は異議なく承認された。

第３号議案　平成 23 年度事業計画案
　冒頭、早坂理事長より、事業計画案に
ついては震災前に作成したため、震災によ
る影響で各事業がどのように変わるかは、
まだ不確定な部分が多くある旨の説明が
あった。
　その後、事業計画案について各委員長よ
り報告があり、異議なく事業計画として承
認された。

第４号議案　平成 23 年度予算案承認
　大友総務委員長から、総額 27,800,000
円について提案説明があり、異議なく承認
された。

第５号議案　役員改選について
　大友総務委員長から、下記役員変更の
報告があり、異議なく承認された。
　理事の変更（新任）
　理事　青森県　坂本　興平
　　　　　　　　「大泉開発株式会社」
　理事　福島県　菅野　昭夫
　　　　　　　　「地質基礎工業株式会社」
　
その他　規約改正について
　地質調査業協会規約第 16 条の理事は
宮城県 5 名、各県 1 名になっているが、同
第 14 号を充足する形で、理事を各県 1 名
以上に改正した方が宜しいのではないか、

との議案が提案され、また、監事は宮城
県 2 名と規定されているが、こちらも監事 2
名に規約を改正した方が宜しいのではない
か、との議案が提案され、いずれの規約
改正も承認された。
　
　議事は滞りなく終了し、総会は幕を閉じ
ました。
　総会終了後は懇親会に席を移し、早坂
理事長挨拶の後、大友理事の乾杯発声で
宴会となりました。各テーブルでは震災後
の苦労話や近況を確認しあうなど、会員相
互の親睦を深め、大いに盛り上がりました。
最後に奥山副理事長の締めでお開きとなり
ました。
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総務委員会

平成24年（2012年）
新春講演会並びに賀詞交歓会

　去る平成24年1月20日（金）、仙台ガーデン
パレスにて東北地質調査業協会、社団法人
全国さく井協会東北支部、社団法人斜面防
災対策技術協会東北支部の３協会合同によ
る恒例の新春講演会及び賀詞交歓会が開催
されました。
　新春講演会では、講師に国土交通省東北
地方整備局技術調整管理官の伊藤友良様を
お迎えし、「公共事業を取り巻く最近の状況
について」と題して、１）東日本大震災の対応
状況と活用された道路、２）震災の教訓等か
ら得る道路整備の必要性、３）第３次補正予
算と執行状況、４）震災対応のアンケート結
果、の各内容についてご講演を頂きました。

　途中、防災ヘリコプターみちのく号による発
災直後の空撮画像やＣＣＴＶカメラの画像に
よる生 し々い津波被害の状況についてご紹
介があり、参加者は食い入るように画面を見
つめていました。
ご講演の締め括りには、「まさかの時に対す
る備えがいざという時の対応を早める」、「常
日頃からその場所の地質状況を把握しておく
ことの重要性」、「社会に貢献していることを
一般に広く認識してもらうためには視覚的に
訴える画像が有効」、といった貴重なメッセ
ージを頂きました。
　引き続いて行われた賀詞交歓会では、直
前まで行われた新春講演会で熱弁を揮われ
た伊藤様にもご参加頂き、3協会総勢89名
の参加者と報道関係者も加わり、大変な賑わ
いとなりました。
　開会に際し、3協会を代表して当協会理事
長の早坂功氏が挨拶に立ち、「今年は復興
元年として大変重要な年になる、参加者各位

が協力しあい復興に貢献しよう」との力強い
メッセージが発せられ、続いて社団法人斜
面防災対策技術協会会長兼東北支部長（当
協会副理事長）奥山和彦氏による乾杯の発
声で宴席がスタートしました。

　久々の再会に互いの近況を確認し合う姿
や、この季節恒例の東北各県から集まった会
員による各地の積雪状況の話題を肴に酒を
酌み交わす姿が見られ、終始和やかな賀詞
交歓会となりました。

　締め括りは、社団法人全国さく井協会東
北支部長（当協会理事総務委員長）の大友秀
夫氏が、3協会員及びそのご家族の健康と
健勝を祈念した手締めを行い、盛会のうちに
お開きとなりました。

伊藤友良様のご講演

新春講演会場の様子

早坂理事長の年頭挨拶

賀詞交歓会場の様子
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技術委員会

平成23年度（2011年度）
地質調査技士資格検定試験

　平成23年度の地質調査技士資格検定試験が次の日程で行われました。
◆地質調査技士資格検定試験（事前講習会）
　平成23年6月9日～ 10日、宮城県建設産業会館
◆地質調査技士資格検定試験
　平成23年7月9日、宮城県建設産業会館

　仙台会場での受験者数と合格者数および合格率は次のとおりでした。合格者のみなさ
ん、おめでとうございました。

　参考までに、全国での受験者数と合格者数、合格率は以下のように推移しています。
（過去6年分）。今年度は、現場管理と土壌･地下水汚染部門が難しかったことが読み取れます。

部門
仙台会場全受験者 受験者の内、事前講習会受講者

受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率

現場調査部門 27 10 37.0 9 5 55.6

現場管理部門 47 11 23.4 20 6 30.0

土壌地下水汚染部門 5 2 40.0 2 0 0.0

計 79 23 29.1 31 11 35.5

部門 年度 申込者数 ①
受験者数

②
合格者数

合格率
②／① 合格点 100点満

点換算

現場調査

23 265 249 96 38.6 107 61.1

22 321 306 121 39.5 106 60.6

21 331 321 127 39.6 107 61.1

20 309 292 112 38.4 81 55.9

19 290 271 105 38.7 86 59.3

18 369 343 137 39.9 80 55.2

現場管理

23 647 592 173 29.2 139 67.8

22 647 592 180 30.4 128 62.4

21 803 719 224 31.2 135 65.9

20 671 601 194 32.3 142 69.3

19 780 712 217 30.5 138 67.3

18 892 812 244 30.0 144 70.2

土壌・地下水
汚染

23 107 98 24 24.5 140 68.3

22 107 98 34 34.7 143 69.8

21 134 122 38 31.1 144 70.2

20 96 80 26 32.5 153 74.6

19 119 108 35 32.4 139 67.8

18 129 117 38 32.5 150 73.2

89



　なお、今年度の検定試験の終了直後に行いました出口アンケートの内、各部門別の問題
内容の難易程度に関する集計結果ならびに試験時の感想等を以下にまとめました。今後、
試験に挑む方はぜひ参考になさって下さい。

[ 難　易　度 ]

[ 試験の感想 ]

・室内試験などで、聞いたことがあるが実際に見たことが無い試験の問題が難しかった。
・ボーリング以外での孔内調査の問題が難しかった。
・年々範囲が広がり難しくなっているように感じる。
・過去問と出題傾向が変わったような気がした。
・過去問＋αの問題があったので、うろ覚えでは回答に迷うところがあった。
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技術委員会

平成23年度（2011年度）
地質情報管理士資格検定試験

　地質情報管理士は、地質情報の新しい利用形態の環境を見据え、地質情報の電子化・利
用に係わる能力（IT 関連、CALS/EC、座標情報、電子認証など）を有する地質調査技術者
の育成を目的として、平成18年度に資格制度が創設され、今年で6回を迎えます。
　東北地区（仙台会場）における平成23 年度の地質情報管理士試験は、平成23年11月25
日 ( 金 ) に ｢ 仙台市戦災復興記念館 ｣ で開催されました。東日本大震災の影響があったた
めか受験申込者数6名と少なく受験者は5名でした。
　試験は以下の内容で実施されましたが、幅広い範囲・内容で出題され、比較的難易度が
高いと感じられました。

（１）試験時間および試験方法 
　試験時間：午前 -90 分、午後 -90分 
　試験方法：午前 - 択一式、午後 - 記述式 
 

（２）試験内容および配点 
・  午前の部 10:30－12:00 (90分 )
　第1部  情報技術、GIS、測量、地盤情報などに関する基礎知識 20 問 40点
　第2部 電子納品、JIS、コンプライアンスなどに関連する基礎知識  20 問 40 点
・ 午後の部 13:00－14:30(90分 ) 
　第 3部 電子情報全般と地質情報公開  計 30 点
　第 4部 電子納品実務  計 30 点
　平成24年2月23日に合格発表がありましたが、仙台会場での合格者は4名でした。全国
での合格者数は62名、合格率63％と発表されています。
　なお、東北地区では、年々、受験者数が減少していることから、資格の重要性について、
啓発活動をより一層行っていく必要性があると感じられます。くわえて、受験資格の制限
があり、実際の実務担当者が受験しづらいような側面もあることから、資格制度の継続性
を考えた場合、改善の余地があるとの印象を持ちました。
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技術委員会  小原　茂樹

平成23年度（2011年度）
「地質調査技士登録更新講習会」報告

　平成23年度の東北地区の地質調査技士
登録更新講習会は、平成23年11月4日（木）
に「仙台国際センター」で、受講者数246
名で開催されました。
　登録更新講習は、平成25年度から①現
在同様に更新する方法と、②ＣＰＤの取
得による更新かを選択できるため、今回
は改正まで残り2回となった登録更新講
習会です。
　東北地区では東日本大震災の調査対応
に追われる地元受講者が大半で、何時に
もまして緊張した面持ちでの聴講が印象
的でした。
　第1章では、｢ 地質調査 ･ 地質調査技
術者の役割 ｣ について、地質調査技術者
の教育と訓練システムや技術者倫理な
ど、地質調査技士の「あるべき姿」を再認
識しました。地質調査分野の最近の動向
では、地震災害の防止に関する説明文に

「東日本大震災に伴う、自治体の防災計画
見直し」が追加されており、関心の高い聴
講でした。
　第2章の ｢ 地質調査の現況と環境変化 ｣
では、はじめに2010年度の地質調査業務
の総額事業量がピーク時（1995年）の約４
割に減少している厳しい現況が報告され
ました。それに伴い ｢ 地質調査業務に関
する入策 ･ 契約制度等 ｣、｢ 標準契約約款
の制定 ｣、「独占禁止法の運用強化」など、
取り巻く環境が変化していることを再認
識し、｢ 地質調査業の環境関連分野 ｣ や
｢ 地質調査業の展開可能領域 ｣ など環境
変化への対応が求められていることを再
確認しました。
　第3章の ｢ 調査基本技術と安全管理 ･

現場管理のレビュー ｣ では、ボーリング
調査に関する基本技術・留意点などの講
習に加えて、「調査・計測方法の国際標
準化の動き」の中でトピックスとして現
在、地盤工学会で検討を進めている調査
方法（標準貫入試験・オランダ式二重管
コーン貫入試験）の改正について報告さ
れました。
　第4章の ｢ 地質調査に係る技術動向 ｣
では、｢ 物理探査技術の動向 ｣、｢ 新しい
現場計測の動向 ｣ について学びました。
平成22年4月に施工された ｢ 土壌汚染対
策法 ｣ については、｢ 土壌・地下水汚染
調査技術の動向 ｣ として確認しました。
　なお、今回のテキストは、平成23・24
年度に使用するテキストとして作成さ
れ、従来、テキストの巻末資料として掲
載されていた「日本列島の地形・地質環
境の特性」は全地連のホームページに移
行・掲載されております。
　登録更新講習会は昭和59年度から導入
され、平成25年度から新方式に変わるた
め、これまでより講習会規模が小さくな
り、地質調査技士が一同に会する機会が
少なくなることが予想されます。今後も
登録更新講習会は技術の研鑽、技術の伝
承、技術者交流の場として益々重要とな
るため、地質調査業協会を主体に関係機
関と連携を取りながら実施していくこと
が必要です。
　最後に、丸１日という長時間にわたる
講習会が、震災対応で多忙のなか受講者
の皆様のご協力のおかげで無事に終える
ことができましたことに対し、技術委員
会・事務局一同心より感謝申し上げます。

登録更新講習会の受講状況（その１） 登録更新講習会の受講状況（その２）
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技術委員会  佐藤　春夫

平成23年度（第34回）
「若手技術者セミナー」報告

　平成 23 年度「若手技術者セミナー」
は今年度で34回目を迎えました。今回は、
現在施工中である仙台市地下鉄東西線の
建設現場においての現地研修および「技
術の伝承」を主題とした「若手技術者セ
ミナー」を行いました。
　研修場所は、仙台市交通局東西線建設
本部の協力により、「仙台市地下鉄東西
線建設現場」を選定し、恒例となりまし
た若手技術者のディスカッション・親睦
の集いを行いました。

１．セミナーの主題・目的
　仙台市地下鉄東西線建設現場の仙台市
内に建設中の薬師堂工区（シールドト
ンネル）、西公園工区（開削，トンネル）
現場を観察し、地形・地質・調査内容等
の概要や設計方法について研修を行いま
した。
　シールドトンネル，開削トンネルの掘
削状況を確認し、調査手法や建設中の苦
労話を見聞することで、若手技術者の技
術力向上を目的としました。また、建設
現場での安全管理においても、今後の調
査現場で、今回研修を行った体験が役に
立つものと期待します。
　ディスカッションでは現在地質調査業
に携わっている若手技術者の率直な意見・
要望・疑問点を聞く機会をもって、技術
者相互の向上と今後の協会活動の参考に
することを目的としました。また、地質
調査業界では、技術者の高齢化に伴い「ベ
テラン技術者」が培ってきた技術やノウ
ハウの伝承が問題となっており、技術の
伝承についても主題としました。今回は、
協会より技術士が多く参加し、若手に対し
ての技術の伝承を行えたと思っています。

2．実施行程・内容
●   場所：宮城県仙台市内
　「薬師堂工区・西公園工区工事現場」
　仙台市交通局東西線建設本部：建設現場

●   セミナーの内容
　一日目
●    現地研修会
　薬師堂工区工事
　シールドトンネル建設現場の見学
　西公園工区工事
　開削区間，トンネル建設現場の見学
　掘削面の地質観察
●    意見交換会
　二日目
●    「秋保温泉」にて
●    ディスカッション
●    全体のまとめ

3．研修内容（1 日目）
　  「現地研修会」　　　　　

　以下に実施した研修の内容を簡単に記
述します。

①薬師堂工区工事
　集合場所を出発し始めに薬師堂現場の
シールドトンネルを見学しました。坑口
から 800m 地点まで、掘削が完了してい
ることから、切羽まで、片道徒歩で約 10
分程度時間を要しました。中堅以上の技
術者には、かなり良い運動になったかと
思います。
　トンネル建設は、狭所の作業区間で施
工機械が錯綜しており、その中での移動
であり、作業期間との接触等の危険から
見学者の安全を確保するため、現場監督
さんの指示等の安全管理の面で良い研修
となったと思います。シールド掘削機先
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端部では、砂礫層の掘削土砂の観察、セ
グメント施工状況の見学し，参加者には
貴重な経験となりました。

②西公園工区工事
　次に、西公園を通過する開削区間の建
設現場を見学しました。開削工事施工に
おける貴重なお話を現場担当者から聞く
ことができ、今後の業務の参考になった
のでないかと思います。また，掘削中の
掘削面の観察も行いました。

　現場研修全体での活発な質疑応答があ
り、技術力の向上に寄与したものと思っ
ています。
　以下に研修の状況を写真で報告します。

「意見交流会」
　参加者は、“仙台市地下鉄東西線建設現
場” の見学を終えた後、「秋保グランドホ
テル：秋保温泉」に戻り食事を兼ねた『意
見交流会』に参加しました。
　本年度は、例年よりも若干参加者数が
少なかったことから、どのような『意見
交流会』になるのか不安でしたが、“早坂
理事長の挨拶” を号令として、例年通り
の活発な交流会となりました。

　隣室での “延長線” にも全員が参加し、
“仕事の話” “会社の話” “プライベートな
話” 等々で盛り上がりがみられました。
除々に日常の疲れが出始めた人から脱落
しましたが、一部では“地質調査業の今後”
に関する話題等で熱い議論となり、噂で
は日付を跨いでいたとのことでした。
　普段は接する機会が少ない他社技術者
と本音で話ができた有意義な時間であっ
たと思われ、この光景をみると『若手セ
ミナーの意見交流会』の意義を感じ、次
年度以降も継続すべきイベントであるこ
とを再認識しました。

4．グループディスカッション（2 日目）
　（1）第１班　　　　（報告　小原委員）
　第１班では、『ボーリング機長（オペ
さん）と如何にうまくつきあうか』とい
うことを重点的に討論しました。
　第１班は若手技術者と熟練技術者の組
み合わせだったため、最初に若手からオ
ペさんとの関係を話してもらい、それを
熟練組がアドバイスするものでした。若
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手技術者はオペさんに『調査依頼の修
正』、『試験の追加』、『過ちを直してもら
うとき』など、オペさんに接する際に非
常に緊張し、気を遣っていることが伺え
ました。これに対し、オペさんと同じ釜
の飯を食った熟練技術者からは、『オペさ
んとの関係が希薄になっている現状から
は特効薬がないこと』、『自分の考えをわ
かりやすく伝え、オペさんの考えを聴く
こと』など、コミュニケーションや飲み
ニケーションの重要性が伝授されました。
　短い時間でしたが、『オペさん』との
関係を考えただけでも熟練組が若かった
当時と現在ではあまりにもかけ離れ作業
環境にあることをお互い痛感しました。
アンケートにもありましたが、『若手とベ
テラン』、『若手の主張』、『ベテランから
若手に伝えたいこと』など、オペさんを
含め、技術者が一同に会して話題のテー
マを絞り『本音でトーク』の集まりが欲
しいと思いました。

（2）第２班
　第２班は大場座長のもと現場管理を主
題に地質調査技術は元より、震災復興に
おける地質調査業の貢献のあり方や，会
社の上司に聞けない悩みや、ストレス解
消法等の幅広い分野についての熱い討
論、意見交換を行いました。また、地質
調査に欠かせない出張先での名旅館を各
自紹介し、東北各県の宿泊先での経験談
に参加全員で意気投合し、議論を交わし

ておりました。
　参加された技術者は、経験年数が新入
社員から 10 年程度の現場管理技術者と、
経験年数 10 年以上の技術の伝承者であ
る技術員とで幅広い討論を行い、経験が
浅い人は中堅技術者、伝承者の高い技術
の習得と、中堅技術者は、伝承者のノウ
ハウ（経験）吸収出来たのではないかと
思いました。
　各討論の内容は、若手の技術者が実務
で抱える疑問や会社の上司に相談できな
いような悩みが多く上げられ、それに対
して活発な議論，アドバイスがなされま
した。
　討論に参加された若手技術者の皆様
は、他の参加者や伝承者の意見を聞くこ
とで、今後の業務の参考になったかと思
います。
　今回参加された若手技術者の皆様が、
今回のセミナーで行った研修・討論を機
会に技術の向上と今後の糧となるように
願っております。
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21%

87%

7%

14%
7%

17％

83％

外業主体
（試験・計測を含む）

報告書作成等の内業主体

外業＆内業の両方

ボーリングオペレーター

ボーリンフ管理

その他

ある

ない

33％

25％

42％

存在、内容ともに知って
いた
存在は知っていたが活動
内容は知らなかった

存在を知らなかった

回答数
4
3
5

3．あなたは、東北地質調査業協会が主催する『若手技術者セミナー』の存在を知っていましたか？

・存在、内容ともに知っていた
・存在は知っていたが活動内容は知らなかった
・存在を知らなかった

3.あなたは、東北地質調査業協会が
主催する『若手技術者セミナー』の
存在を知っていましたか？

１．あなたは、主にどのような業務に従事していますか？ 

回答数
　　・外業主体（試験・計測を含む）
　　・報告書作成等の内業主体
　　・外業＆内業の両方
　　・ボーリングオペレーター
　　・ボーリング管理
　　・その他
　　　　　　　　　　　　・その他
　技術指導：１名

0
3
7
1
2
1

2．あなたは過去の『若手技術者セミナー』に参加したことはありますか？

回答数
2
10

・ある
・ない

1. あなたは、主にどのような
業務に従事していますか？

2.あなたは過去の『若手技術者
セミナー』に参加したことはあり
ますか？

5.参加者のセミナーアンケート結果  　

75%

25%

案内文書を見て興味が
わいた

過去に参加して得るもの
があった

上司からの勧め

その他

4．あなたは、今回なぜ『若手技術者セミナー』に参加しましたか？

回答数
・案内文書を見て興味がわいた
・過去に参加して得るものがあった
・上司からの勧め
・その他

3
0
9
0

・その他主な意見 

4. あなたは、今回なぜ『若手
技術者セミナー』に参加しま
したか？

適度

場所が遠い

開催時期が遅いまたは早い

その他

回答数(3)場所および開催時期について
・適度
・場所が遠い
・開催時期が遅いまたは早い
・その他

11
0
1
0

・その他主な意見 

5. （3）場所および開催時期について

84%

8%8% 内容が難しかった

参考になった

あまり参考にならなかっ
た

その他

92%

8%

92%

8%

適度

長い

短い

その他

5．第一日目の『現地見学会』について

回答数
・内容が難しかった
・参考になった
・あまり参考にならなかった
・その他

1
10
1
0

・その他主な意見 

5. 第一日目の『現地見学会』
について
（1）内容について

回答数(2)現地見学の時間について

(1)内容について

・適度
・長い
・短い
・その他

11
0
1
0

・その他主な意見 

5. （2）現地見学の時間について

・ＮＡＴＭの切羽の方に行けなかったのが残念でした。
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現地見学会＜H20・H19・H18年度＞

技術委員による経験発表＜H17年度＞

著名人による講演会＜H15年度他＞

その他

回答数(4)実施形態について
・現地見学会＜H20・H19・H18年度＞
・技術委員による経験発表＜H17年度＞
・著名人による講演会＜H15年度他＞
・その他

9
0
2
0

・その他主な意見 

5. （4）実施形態について

86％

7％
7％

82％

18％

色々な話が聞けて参考
になった

もう少し色々な話が聞き
たかった

退屈であった

その他

6．第１日目の『意見交流会』について

回答数
・色々な話が聞けて参考になった
・もう少し色々な話が聞きたかった
・退屈であった
・その他

10
0
1
0

・その他主な意見 

6. 第１日目の『意見交流会』
について

92％

8％

92％

8％

話の内容が参考になった

内容が難しかった

内容が面白くなかった

その他

7．第２日目の『グループディスカッション』について

回答数(1)内容について
・話の内容が参考になった
・内容が難しかった
・内容が面白くなかった
・その他

・経験談を話す側になってしまったため。

11
0
0
1

・その他主な意見 

7. 第２日目の『グループ
ディスカッション』について

84％

8％
8％ 大変参考になった

参考になったものもあった

どちらでもない

参考にならなかった

8．この『若手技術者セミナー』について

回答数(1)今回のセミナーの印象はいかがでしたか？
・大変参考になった
・参考になったものもあった
・どちらでもない
・参考にならなかった

10
1
1
0

8. この『若手技術者セミナー』
について

このままの継続で良い

グループテーマを変更すべき

テーマを決めずに実施すべき

その他

回答数(2)『グループディスカッション』についてどのように考えますか
・このままの継続で良い
・グループテーマを変更すべき
・テーマを決めずに実施すべき
・その他

・指定グループを決めて実施した方が良い議論ができるように思う。
・指定テーマはセミナー開催前に周知しておけば、参加者が考えるのでは？

11
0
1
0

・その他主な意見 

7. （3）『グループディスカッション』に
ついてどのように考えますか

92%

8%

92%

8%

よくやっている

まあまあよくやっている

対応に不満な点があった

十分な対応ではなかった

このまま継続してほしい

内容を変更して継続してほしい

特に継続の必要性はない

その他

回答数(2)協会委員の対応はいかがでしたか？
・よくやっている
・まあまあよくやっている
・対応に不満な点があった
・十分な対応ではなかった

11
1
0
0

11
1
0
0

8. （2）協会委員の対応はいかが
でしたか？

回答数(3)今後（次年度以降）について
・このまま継続してほしい
・内容を変更して継続してほしい
・特に継続の必要性はない
・その他

8. （3）今後（次年度以降）について

・その他主な意見 
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回答数(5)　次年度以降の参加について
・継続して自身が参加したい
・会社の同僚を参加させたい
・特に参加の意義を感じない
・その他

7
5
0
0

・その他主な意見 

58%42%

継続して自身が参加したい

会社の同僚を参加させたい

特に参加の必要性はない

8. （5）次年度以降の参加について

9. この『若手技術者セミナー』全般に関する意見など

　・本当の若手、中堅、ベテランに分けて、それぞれのレベルに応じたセミナーを実施する方が良いと思った。  
　  また、若手～ベテランまでが参加するセミナーもあれば、若手が色々な経験ができると思う。
　・全体に若手がおとなしく、発言が少ないように感じた。       
　･若手ではない技術者の意見も聞きたい。       
　・今回は若手が多く、普段疑問に思っていることや知りたいことなどを聞けて参考になった。
　・現場をみて、それについて同業他社の方と話し合う機会があまりないので、今後も継続して欲しい。
　・今回は若い方の参加が多くて、また、様々な会社の方の色々な話が聞けて大変勉強になりました。とても面白かったです。
　・普段、上司や先輩に聞くことができないような事を聞くことができて良かった。来年は同僚と一緒に参加したいと思いました。
　･普段聞くことができない様な話ばかりだったため、非常に有意義な時間を過ごせました。    

(4)本年度は『岩手宮城内陸地震を起因とした大規模地すべり
地』を対象とした現地研修を実施しましたが、どのような印象を受
けましたか？
・断面が小さいので、すごさがわからなかった。
･ＮＡＴＭは、ＮＡＴＭ断面の中に入れなかったので、わかりにくかったのでは？
･シールドマシンは外側からの写真しかみたことがなかったので、内側の構造
 をみることができて、とても有意義だった。
･仙台市における大プロジェクトを見学できたことは、とても有意義でした。
･通常見ることの出来ない施工中の現場を見れて良かった。
･掘削現場を見学できてとても良かった。
･現場に行く機会があまりないので、参考になりました。
･実際にトンネルの掘削現場を見学でき、調査後の施工現場を見れて、今後
 のイメージの参考になった。
･本や写真だけでなく、実物が見れたのが良かった。
･仕事で見る現場は地質調査の現場であり、実際の建設現場を見ることが
 全くないので、大変参考になった。地質調査が終われば、その現場から離れ
 るので、自分達がやったことが建設現場でどのように活かされているのかが、
 もう少し詳しく知ることが出来れば普段の仕事の見方も変わってくる。
･実際の現場では書籍でみるものと印象が異なり、規模や施工方法が見れ
 て良い経験になった。このような現場は滅多に見れないので、今後も機会
 があれば様 な々現場を見たいと思いました。
･仕事ではなかなか見ることが出来ないトンネル建設現場を見ることができ
 て貴重な体験ができとても良かった。
･今まで資料でしか見たことがなかったので、いまいち理解できなかったが、
 今日の現場見学でより理解を深めることができた。

以上ご協力ありがとうございました。

6. おわりに
　今年度の研修テーマは仙台市東西線地
下鉄建設現場での現地研修および「技術
の伝承」を目的として、近年にない活発な
研修であったと思います。
　アンケート結果からも有意義な技術の
伝承があり、良い研修であったと思いま
す。また、アンケートの内容・意見につ
いては今後の協会活動の参考とさせてい
ただきます。
　今回は、震災後で各社ともに業務多忙
の時期での開催でありながら，例年通り
の参加人数ではなかったかと思います。
この若手セミナーは回を重ねて参加する
ことで、技術力が向上し人脈も構築され
ると思っており、会員各社の方々にはこ
の点をご理解の上、若手社員をこのセミ
ナーに今後とも参加させて頂きたく紙面
を借りてお願い致します。

　また、この「若手セミナー」に対するご
意見や企画が有りましたら、協会にお寄
せ下さるようお願い致します。
　最後に、今回のセミナーの開催にあた
り、全地連様からの助成、さらに仙台市
交通局東西線建設本部様、早坂理事長を
始め技術委員各位には多大なるご協力を
いただき、ここに謝意を表します。
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会 員 名 簿

中央開発（株）東北支店 代表：鈴木　益夫 〒984－0042
宮城県仙台市若林区大和町3－2－34

022-235-4374
022-235-4377

（株）テクノ長谷 代表：早坂　　功 〒980－0824
宮城県仙台市青葉区支倉町2－10

022-222-6457
022-222-3859

●正会員（48社）

東北地質調査業協会

（株）コサカ技研 代表：田村　泰弘 〒039－1103
青森県八戸市大字長苗代字上碇田56－2

0178-27-3444
0178-27-3496

大泉開発（株） 代表：坂本　興平 〒038－0024
青森県青森市浪館前田4－10－25

017-781-6111
017-781-6070

（株）明間ボーリング 代表：明間　高遠 〒017－0005
秋田県大館市花岡町字鳥内110

0186-46-2855
0186-46-2437

（有）伊藤地質調査事務所 代表：田村　正明 〒010－0062
秋田県秋田市牛島東4－7－10

018-832-5375
018-836-7438

（株）伊藤ボーリング 代表：伊藤　虎雄 〒011－0946
秋田県秋田市土崎港中央5－1－12

018-845-0573
018-845-8508

奥山ボーリング（株） 代表：奥山　和彦 〒013－0046
秋田県横手市神明町10－39

0182-32-3475
0182-33-1447

（有）加賀伊ボーリング 代表：加賀谷祐子 〒010－1434
秋田県秋田市仁井田蕗見町10－18

018-839-7770
018-839-5036

（株）鹿渡工業 代表：鎌田　明徳 〒018－2104
秋田県山本郡三種町鹿渡字二本柳2－5

0185-87-2270
0185-87-3036

基礎工学（有） 代表：藤岡千代志 〒010－0061
秋田県秋田市卸町1－6－26

018-864-7355
018-864-6212

千秋ボーリング（株） 代表：泉部　行男 〒010－0013
秋田県秋田市南通築地4－21

018-832-2093
018-835-3379

0197-67-3121
0197-67-3143旭ボーリング（株）

019-662-2201
019-684-2664（株）長内水源工業

代表：高橋　和幸 〒024－0056
岩手県北上市鬼柳町都鳥186－１

代表：長内　信平 〒020－0061
岩手県盛岡市北山2－27－1

（株）共同地質コンパニオン 代表：吉田　明夫 〒020－0812
岩手県盛岡市川目11地割4－2

019-653-2050
019-623-0819

日鉄鉱コンサルタント（株）東北支社 代表：高橋　信一 〒020－0851
岩手県盛岡市向中野2－3－1

019-635-1178
019-635-5001

（株）北杜地質センター 代表：方波見和彦 〒020－0402
岩手県盛岡市黒川9地割22－11

019-696-3431
019-696-3441

応用地質（株）東北支社 代表：佐々木和彦 〒983－0043
宮城県仙台市宮城野区萩野町3－21－2

022-237-0471
022-283-1801

青
　森
　県

秋
　田
　県

宮
　城
　県

宮
　城
　県

岩
　手
　県

川崎地質（株）北日本支社 代表：明道　啓太 〒983－0852
宮城県仙台市宮城野区榴岡3－4－16

022-792-6330
022-792-6331

基礎地盤コンサルタンツ（株）東北支社 代表：片山　晴雅 〒983－0842
宮城県仙台市宮城野区五輪2－9－23

022-291-4191
022-291-4195

（株）キタック仙台事務所 代表：縮　　幸一 〒980－0011
宮城県仙台市青葉区上杉1－1－37

022-265-1051
022-265-1023

柴田工事調査（株） 代表：柴田　勝男 〒012－0801
秋田県湯沢市岩崎字南五条61－１

0183-73-7171
0183-73-5133

022-216-2586
022-216-8586国土防災技術（株）東北支社 代表：広瀬　伸二 〒984－0075

宮城県仙台市若林区清水小路6－1

022-262-3535
022-266-7271（株）サトー技建 代表：菅井　一男 〒984－0816

宮城県仙台市若林区河原町1－6－1

022-273-4448
022-273-6511サンコーコンサルタント（株）東北支店 代表：大沼　孝明 〒981－0933

宮城県仙台市青葉区柏木1－2－38

（株）地圏総合コンサルタント仙台支店 代表：永野　統宏 〒980－0803
宮城県仙台市青葉区国分町1－2－1

022-261-6466
022-261-6483

0187-62-3511
0187-62-3482東邦技術（株）

018-823-8021
018-865-1947日さく秋田支店

代表：石塚　三雄 〒014－0041
秋田県大仙市大曲丸子町2－13

代表：伊藤　　握 〒010－0953
秋田県秋田市三王中園町1－4

（株）ダイヤコンサルタント東北支社 代表：高野　邦夫 〒980－0811
宮城県仙台市青葉区一番町二丁目４－１ 

022-263-5121
022-264-3239

（株）東京ソイルリサーチ東北営業所 代表：勝連　隆平 〒981－3135
宮城県仙台市泉区八乙女中央2－1－36

022-374-7510
022-374-7707

（株）東北開発コンサルタント 代表：小野塚　弘 〒980－0804
宮城県仙台市青葉区大町2－15－33

022-225-5661
022-225-5694

（株）東北地質 代表：白鳥　文彦 〒981－3131
宮城県仙台市泉区七北田字大沢柏56－3

022-373-5025
022-373-5008

東北ボーリング（株） 代表：大友　秀夫 〒984－0014
宮城県仙台市若林区六丁の目元町6－8

022-288-0321
022-288-0318

土木地質（株） 代表：高橋　克実 〒981－3107
宮城県仙台市泉区本田町13－31

022-375-2626
022-375-2950

（株）日本総合地質 022-358-8688
022-358-8682

（株）復建技術コンサルタント

代表：宮内　敏郎 〒981-3352
宮城県黒川郡富谷町富ケ丘2－41－24

022-262-1234
022-265-9309代表：遠藤　敏雄 〒980－0012

宮城県仙台市青葉区錦町1－7－25

022-299-2801
022-299-2815国際航業（株）東北支社 代表：梅原　亮介 〒984－0051

宮城県仙台市若林区新寺1丁目3-45（ AI.Premium8F）

022-396-2355
022-396-2356興亜開発（株）東北支店 代表：佐野　又道 〒983－0821

宮城県仙台市宮城野区字堰下63－7

北光ジオリサーチ（株） 代表：菅　　公男 〒981－3212
宮城県仙台市泉区長命ケ丘6－15－37

022-377-3744
022-377-3746

（株）和田工業所 代表：和田　久男 〒981－3201
宮城県仙台市泉区泉ヶ丘2－11－6

022-342-1810
022-218-7650

明治コンサルタント（株）仙台支店 代表：昆　　孝広 〒981－3133
宮城県仙台市泉区泉中央1－14－1（インテレクト21ビル4F）

022-337-1191
022-374-0769

※下段FAX番号

※下段FAX番号

（株）アサノ大成基礎エンジニアリング東北支店 代表：根本　　剛 〒984－0051
宮城県仙台市若林区新寺3－13－10

022-295-5768
022-295-5725
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会 員 名 簿

中央開発（株）東北支店 代表：鈴木　益夫 〒984－0042
宮城県仙台市若林区大和町3－2－34

022-235-4374
022-235-4377

（株）テクノ長谷 代表：早坂　　功 〒980－0824
宮城県仙台市青葉区支倉町2－10

022-222-6457
022-222-3859

●正会員（48社）

東北地質調査業協会

（株）コサカ技研 代表：田村　泰弘 〒039－1103
青森県八戸市大字長苗代字上碇田56－2

0178-27-3444
0178-27-3496

大泉開発（株） 代表：坂本　興平 〒038－0024
青森県青森市浪館前田4－10－25

017-781-6111
017-781-6070

（株）明間ボーリング 代表：明間　高遠 〒017－0005
秋田県大館市花岡町字鳥内110

0186-46-2855
0186-46-2437

（有）伊藤地質調査事務所 代表：田村　正明 〒010－0062
秋田県秋田市牛島東4－7－10

018-832-5375
018-836-7438

（株）伊藤ボーリング 代表：伊藤　虎雄 〒011－0946
秋田県秋田市土崎港中央5－1－12

018-845-0573
018-845-8508

奥山ボーリング（株） 代表：奥山　和彦 〒013－0046
秋田県横手市神明町10－39

0182-32-3475
0182-33-1447

（有）加賀伊ボーリング 代表：加賀谷祐子 〒010－1434
秋田県秋田市仁井田蕗見町10－18

018-839-7770
018-839-5036

（株）鹿渡工業 代表：鎌田　明徳 〒018－2104
秋田県山本郡三種町鹿渡字二本柳2－5

0185-87-2270
0185-87-3036

基礎工学（有） 代表：藤岡千代志 〒010－0061
秋田県秋田市卸町1－6－26

018-864-7355
018-864-6212

千秋ボーリング（株） 代表：泉部　行男 〒010－0013
秋田県秋田市南通築地4－21

018-832-2093
018-835-3379

0197-67-3121
0197-67-3143旭ボーリング（株）

019-662-2201
019-684-2664（株）長内水源工業

代表：高橋　和幸 〒024－0056
岩手県北上市鬼柳町都鳥186－１

代表：長内　信平 〒020－0061
岩手県盛岡市北山2－27－1

（株）共同地質コンパニオン 代表：吉田　明夫 〒020－0812
岩手県盛岡市川目11地割4－2

019-653-2050
019-623-0819

日鉄鉱コンサルタント（株）東北支社 代表：高橋　信一 〒020－0851
岩手県盛岡市向中野2－3－1

019-635-1178
019-635-5001

（株）北杜地質センター 代表：方波見和彦 〒020－0402
岩手県盛岡市黒川9地割22－11

019-696-3431
019-696-3441

応用地質（株）東北支社 代表：佐々木和彦 〒983－0043
宮城県仙台市宮城野区萩野町3－21－2

022-237-0471
022-283-1801

青
　森
　県

秋
　田
　県

宮
　城
　県

宮
　城
　県

岩
　手
　県

川崎地質（株）北日本支社 代表：明道　啓太 〒983－0852
宮城県仙台市宮城野区榴岡3－4－16

022-792-6330
022-792-6331

基礎地盤コンサルタンツ（株）東北支社 代表：片山　晴雅 〒983－0842
宮城県仙台市宮城野区五輪2－9－23

022-291-4191
022-291-4195

（株）キタック仙台事務所 代表：縮　　幸一 〒980－0011
宮城県仙台市青葉区上杉1－1－37

022-265-1051
022-265-1023

柴田工事調査（株） 代表：柴田　勝男 〒012－0801
秋田県湯沢市岩崎字南五条61－１

0183-73-7171
0183-73-5133

022-216-2586
022-216-8586国土防災技術（株）東北支社 代表：広瀬　伸二 〒984－0075

宮城県仙台市若林区清水小路6－1

022-262-3535
022-266-7271（株）サトー技建 代表：菅井　一男 〒984－0816

宮城県仙台市若林区河原町1－6－1

022-273-4448
022-273-6511サンコーコンサルタント（株）東北支店 代表：大沼　孝明 〒981－0933

宮城県仙台市青葉区柏木1－2－38

（株）地圏総合コンサルタント仙台支店 代表：永野　統宏 〒980－0803
宮城県仙台市青葉区国分町1－2－1

022-261-6466
022-261-6483

0187-62-3511
0187-62-3482東邦技術（株）

018-823-8021
018-865-1947日さく秋田支店

代表：石塚　三雄 〒014－0041
秋田県大仙市大曲丸子町2－13

代表：伊藤　　握 〒010－0953
秋田県秋田市三王中園町1－4

（株）ダイヤコンサルタント東北支社 代表：高野　邦夫 〒980－0811
宮城県仙台市青葉区一番町二丁目４－１ 

022-263-5121
022-264-3239

（株）東京ソイルリサーチ東北営業所 代表：勝連　隆平 〒981－3135
宮城県仙台市泉区八乙女中央2－1－36

022-374-7510
022-374-7707

（株）東北開発コンサルタント 代表：小野塚　弘 〒980－0804
宮城県仙台市青葉区大町2－15－33

022-225-5661
022-225-5694

（株）東北地質 代表：白鳥　文彦 〒981－3131
宮城県仙台市泉区七北田字大沢柏56－3

022-373-5025
022-373-5008

東北ボーリング（株） 代表：大友　秀夫 〒984－0014
宮城県仙台市若林区六丁の目元町6－8

022-288-0321
022-288-0318

土木地質（株） 代表：高橋　克実 〒981－3107
宮城県仙台市泉区本田町13－31

022-375-2626
022-375-2950

（株）日本総合地質 022-358-8688
022-358-8682

（株）復建技術コンサルタント

代表：宮内　敏郎 〒981-3352
宮城県黒川郡富谷町富ケ丘2－41－24

022-262-1234
022-265-9309代表：遠藤　敏雄 〒980－0012

宮城県仙台市青葉区錦町1－7－25

022-299-2801
022-299-2815国際航業（株）東北支社 代表：梅原　亮介 〒984－0051

宮城県仙台市若林区新寺1丁目3-45（ AI.Premium8F）

022-396-2355
022-396-2356興亜開発（株）東北支店 代表：佐野　又道 〒983－0821

宮城県仙台市宮城野区字堰下63－7

北光ジオリサーチ（株） 代表：菅　　公男 〒981－3212
宮城県仙台市泉区長命ケ丘6－15－37

022-377-3744
022-377-3746

（株）和田工業所 代表：和田　久男 〒981－3201
宮城県仙台市泉区泉ヶ丘2－11－6

022-342-1810
022-218-7650

明治コンサルタント（株）仙台支店 代表：昆　　孝広 〒981－3133
宮城県仙台市泉区泉中央1－14－1（インテレクト21ビル4F）

022-337-1191
022-374-0769

※下段FAX番号

※下段FAX番号

（株）アサノ大成基礎エンジニアリング東北支店 代表：根本　　剛 〒984－0051
宮城県仙台市若林区新寺3－13－10

022-295-5768
022-295-5725
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（株）新東京ジオ・システム 代表：奥山　紘一 〒994－0011
山形県天童市北久野本3－7－19

023-653-7711
023-653-4237

新和設計（株） 代表：伊藤　　篤 〒992－0021
山形県米沢市大字花沢880

0238-22-1170
0238-24-4814

代表：　田　　誠 〒991－0049
山形県寒河江市本楯3－160

0237-84-4355
0237-86-8400

山
　形
　県 （株）　田地研

日本地下水開発（株） 代表：桂木　宣均 〒990－2313
山形県山形市大字松原777

023-688-6000
023-688-4122

新協地水（株） 代表：佐藤　正基 〒963－0204
福島県郡山市土瓜１－13－6

024-951-4180
024-951-4324

地質基礎工業（株） 代表：菅野　昭夫 〒973－8402
福島県いわき市内郷御厩町3－163－１

0246-27-4880
0246-27-4849

福
　島
　県

●準会員（1社）

●賛助会員（10社）

白河井戸ボーリング（株） 代表：鈴木　邦廣 〒961-8091
福島県西白河郡西郷村大字熊倉字風吹63

0248-25-1317
0248-25-1319

（株）扶桑工業東北支店 代表：中村ひで子 〒983-0034
宮城県仙台市宮城野区扇町1-7-1

022-236-5101
022-782-7720

022-231-6341
022-231-6339

（株）東亜利根ボーリング東北営業所

東邦地下工機（株）仙台営業所

東陽商事（株）仙台支店

代表：山田　　茂 〒983-0034
宮城県仙台市宮城野区扇町１－8－12

022-235-0821
022-235-0826

022-788-2522
022-788-2523

日本建設機械商事（株）東北支店

代表：吾妻　孝則 〒983-0044
宮城県仙台市宮城野区宮千代3－9－9

022-286-5719
022-286-5684

代表：長崎　武彦 〒984-0042
宮城県仙台市若林区大和町3丁目5-10 大和ビル206号

代表：菊池　一成 〒98４-0014
宮城県仙台市若林区六丁の目元町2－13

リコージャパン（株） 代表：佐藤　憲一
〒980-0022
宮城県仙台市青葉区五橋1-5-3
（アーバンネット五橋ビル1F～5F）

022-726-3333
022-721-2388

（株）メガダイン　仙台営業所

（株）神谷製作所

代表：加藤　　伸 〒983-0044
宮城県仙台市宮城野区宮千代1－24－7

022-231-6141
022-231-3545

（株）ワイビーエム東京支社

代表：神谷　　仁 〒352-0016
埼玉県新座市馬場2－6－5

048-481-3337
048-481-2335

（株）マスダ商店

代表：熊本　俊雄 〒104-0032
東京都中央区八丁堀3丁目22-11八重洲第三長岡ビル2階

03-6280-4789
03-6280-4744

代表：増田　幸司 〒733-0032
広島市西区東観音町4－21

082-231-4842
082-292-9882
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協会誌『大地』発行・編集

　昨年の3月11日午後2時46分、大きな地鳴りとともに東北地方
太平洋沖地震（M9.0）が発生しました。地震からまもなく1年を
迎えようとしているなか、被災された地域の方々の復興に向けた
力強い歩みに対し心より応援のエールを送りたいと思います。
　さて、今号「大地52号」は大震災特集号と位置づけ編集させて
いただきました。表紙には大津波に負けず凛とした姿をみせてい
る大船渡市末崎町の「穴通磯」を飾り、早坂理事長の巻頭挨拶に
よる｢復興元年｣の象徴とさせていただきました。
　会員の皆様には、「3.11大地震をふり返って」と題して、被災
当日とその後の身近な状況などを思い起こしていただき、ご寄稿
をお願いしました。大震災を忘れることなく記憶にとどめ、次に
来るべき地震災害への行動の備えを共有したいとの想いを込め特
集として組み込ませていただきました。
　また、トピックスでは身近な明るい話題を提供したいと願い、
昨年9月に日本ジオパークに同時認定された「男鹿半島･大潟ジオ
パーク」「磐梯山ジオパーク」を紹介しています。大震災による
暗いニュースが多い東北にあって、ともに日本ジオパーク認定の
喜びを分かち合いたいと思います。報文をご寄稿いただいた両ジ
オパーク協議会の関係各位に感謝の意を表するとともに、被災さ
れた方々を始め多くの方々に現地を訪れていただき、東北を代表
するジオパークのもつ豊かな自然、地形・地質等にふれあってい
ただきたいと願っています。　　　　（広報委員会　高橋克実）

編 集編 後 記

久慈琥珀採掘体験
　（写真提供：（財）岩手県観光協会）

久慈琥珀
　（写真提供：（財）岩手県観光協会）
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